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説

tま

じ

め

5命

フ
ラ
ン
ス
の
新
民
事
訴
訟
法
典
(
一
九
七
五
年
一
二
月
五
日
デ
ク
レ
七
五
|
二
二
三
号
)
は
、
紛
争
(
口
昨
日
開
。
)
が
現
に
生
じ
た
状
態
に
お
い
て
、

両
当
事
者
が
裁
判
官
に
紛
争
を
担
問
M
E
r
-
o
g
B
宮
2

2
円
と
し
て
裁
断
す
る
任
務
を
付
与
す
る
こ
と
を
認
め
た
(
一
二
条
四
項
、
五
八
条
〉
。

同
B
U
E巾

8
5
3
2
2同
は
、
法
律
上
、
伝
統
的
に
、
仲
裁
人
に
自
己
白
E
巾

8
5句。田町宮
5
と
し
て
裁
断
す
る
任
務
を
仲
裁
契
約
の
両
当

事
者
が
付
与
し
た
場
合
の
も
の
で
あ
っ
た
(
一
八

O
六
年
凶
川
二
九
日
デ
ク
レ
、
一

O
一
九
糸
、
新
民
訴
一
四
八
二
条
)
。
だ
か
ら
で
あ
ろ
う
、
わ
が
国

で
は
友
誼
的
仲
裁
人
と
訳
さ
れ
た
。

B
E
E
r
-
n
口
。
日
吉
田
町
仲
刊
号
は
出
5
5
E
m
g
B吉
田
町
芯
ロ
(
友
誼
的
和
合
調
後
)
を
す
る
人
で
あ

る
。
仲
裁
人
だ
け
が
こ
れ
を
す
る
と
は
限
ら
な
い
。
新
民
訴
は
吉
川
有
国
B
E
E
o
n
o
s
-呂
田
伊
丹
何
日
を
創
設
し
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
は

E
H
E
R町

田
5
5
E
m
g
B℃
O∞ユ
2
円
と
は
区
別
さ
る
べ
き
で
あ
る
。
か
く
て
、
同
B
3
r
F
8
5℃
S
X
2円
は
、
友
誼
的
和
合
調
整
人
と
訳

F
ほ
う
が
紛

そ
れ
よ
り
も
重
大
な
の
は
、
出
5
2
2巾

2
5円
MOm-♂
日
と
し
て
裁
断
を
す
る
任
務
を
付
与
さ
れ
た

Y
m
m
の
性
質

A

V

R

-

A

V

当

、

み

れ

カ

れ
が
少
な
い
で
あ
ろ
う
。

は
な
に
か
を
決
定
す
る
こ
と
で
あ
る
。

S
H
U
t
-巾

8
5
H
5
2
5ロ
の
歴
史
は
長
く
そ
の
実
績
は
大
で
あ
る
(
阿
片
山
口
円
。
雪
山
P
Fぶ
E
m
r
r
g
B吉
岳
-
g
g
L
E
F
g
B
B
&
2
5・

5
5
5
5
r
E
g
)。
こ
れ
を
紹
介
す
る
こ
と
は
他
日
に
誌
る
。
本
稿
に
お
い
て
は
、
白
5
5
Z
0
8
5吉
田
広
白
日
と
し
て
裁
断
す
る
任
務
を
付

与
さ
れ
た
裁
判
官
を
、

r
y∞
中
日
ゲ
昨
日
と
称
し
、

-
o
Y∞
中
日
立
件
円
四
と
い
う
題
の
下
で
、

学
)
と
ベ
レ
破
段
院
長

(
E
R
E
F
Fこ
と
が
報
告
を
し
、
こ
れ
に
つ
い
て
参
加
者
が
討
論
を
し
た
、

が
な
に
を
知
ろ
う
と
し
た
か
を
記
す
も
の
で
あ
る
。
た
ん
な
る
翻
訳
で
は
な
い
。

コ
ル
ニ
ュ
教
授
色
合
防
止
(
U
O
B
Z

パ
リ
第
二
大

そ
の
内
容
を
手
掛
り
と
し
て
、
作
壮
一
者

右
の
討
論
集
会

(g--25)
は
、
司
法
研
究
所

(
-
2
5
5
z
z
E
P
L
2
Y
L
E
m
-
z
m
)
の
第
一
一
回
集
会
で
、
「
裁
判
官
と
仲
裁
」
と
い
う
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会
議
名
の
下
で
、

一
九
七
七
年
一

O
月
六
日
か
ら
同
八
日
ま
で
士
一
日
間
デ
イ
ジ
ョ
ン
に
お
い
て
催
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
テ
ー
マ
は
、
四
つ

あ
っ
た
。
仲
裁
の
手
続
仲
裁
条
項
か
ら
仲
裁
判
決
に
至
る
に
お
け
る
裁
判
官
の
介
入
、
仲
裁
に
お
け
る
も
ろ
も
ろ
の
救
済
手
段
、
間
際

仲
裁
の
特
殊
問
題
、
裁
判
官

l
仲
裁
人
、
の
四
つ
で
あ
っ
た
。
こ
の
討
論
集
会
は
、

H
N
2
5
P
E与
吉
田

m
p
z
g
w
t
N
に
記
録
さ
れ
て

い
る
。

(
注
)

コ
ル
ニ
ユ
報
告
を
単
に

C
、
ベ
レ
報
告
を
単
に

B
と
必
記
し
、
そ
の
下
に
頁
数
を
示
す
こ
と
に
す
る
。

フ
ラ
ン
ス
に
お
い
て
現
職
の
裁
判
官
に
仲
裁
付
託
を
す
る
こ
と
が
許
さ
れ
て
い
る
か

1 

可
』:
 

n
r
l
 

題

フ
ラ
ン
ス
に
お
い
て
現
職
の
裁
判
官
に
仲
裁
付
託
を
す
る
こ
と
が
許
さ
れ
る
か
、
と
い
う
問
題
を
考
え
る
に
は
、
二
つ
の
場
合
を
区
別
す

べ
き
で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、
①
訴
訟
に
係
属
し
て
い
な
い
紛
争
を
、
現
職
裁
判
官
を
仲
裁
人
に
選
任
し
て
、
仲
裁
に
付
す
る
合
意
を
し
た

場
合
と
、
@
紛
争
に
つ
き
民
事
裁
判
権
に
基
づ
く
解
決
を
求
め
る
の
で
は
あ
る
が
、
事
件
に
つ
き
管
轄
す
べ
き
裁
判
官
に
仲
裁
人
の
機
能
を

裁判官仲裁と司法権の変容

付
与
す
る
合
意
を
し
た
場
合
と
で
あ
る
。
①
に
お
け
る
問
題
は
い
わ
ば
裁
判
官
の
職
に
あ
る
こ
と
自
体
は
仲
裁
人
と
し
て
適
格
を
欠
く
も
の

た
ら
し
め
る
か
で
あ
る
。
②
に
お
け
る
問
題
は
、
裁
判
と
仲
裁
(
国
の
司
法
権
の
作
用
と
私
的
裁
判
の
作
用
)
と
は
合
流
す
る
こ
と
が
で
き

る
と
考
え
る
か
否
か
で
あ
る
。
仲
裁
人
に
は
当
事
者
が
国
B
u
r
-巾

8
5吉田伊丹
2
円
と
し
て
事
案
を
裁
く
機
能
を
付
与
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

こ
の
こ
と
は
、
②
の
場
合
に
お
い
て
、
仲
裁
人
の
権
能
を
付
与
さ
れ
た
裁
判
官
の
任
務
は
、
国
の
裁
判
権
の
行
使
の
性
質
を
も
つ
の
か
と
い

う
問
題
を
生
ぜ
し
め
る
の
で
あ
る
。

裁
判
官
へ
の
仲
裁
付
託
に
存
す
る
問
題
を
コ
ル
ニ
ュ
は
次
の
よ
う
な
形
で
と
ら
え
る
。

コ
ル
ニ
ュ
は
ま
ず
、

}
田
吉
田
昨
日

2
公
三
五
ロ
巾
(
閏
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説

の
裁
判
)
と

F
Z
E
2
2
E昨
日
目
白
(
仲
裁
に
よ
る
裁
判
)
と
を
区
別
す
る
。
そ
し
て
、
後
者
の
中
に
、
前
者
と
同
じ
も
の
が
存
す
る
反
面

前
者
に
な
い
も
の
も
存
す
る
、
と
認
識
す
る
(
C
一
一
一
七
=
丁
目
さ
。
そ
し
て
、
国
の
裁
判
官
(
よ
り
広
叫
義
荻
に
は
、
可
法
の
官
職
者
、
巴
5ロ
包
∞
拘

-F喝ザ正ロ2『丘
牛
円

E。』古ロ
Eι去F
芯Eロ己
~EEωE2Hロ5吋z。ε)
、
が
が
、
国
の
司
法
裁
判
権
の
内
ま
た
は
外
で
、
仲
裁
の
任
務
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
か
、
と
い
う
問
題
を
、
国
の
裁
判

官
は
、
当
事
者
の
意
思
に
よ
り
、
右
に
い
う
「
前
者
と
同
じ
も
の
」
で
な
く
、
右
に
い
う
「
前
者
に
な
い
も
の
」
を
、
仲
裁
に
上
る
裁
判
か

吾辺>-
長岡

ら
借
り
て
く
る
こ
と
が
で
き
る
か
、
と
い
う
問
題
で
あ
る
と
と
ら
え
る
(
同
上
)
。
借
り
て
く
る
こ
と
が
で
き
る
と
す
れ
ば
、
そ
こ
に
、
わ
た
く

し
の
い
う
、
仲
裁
の
性
質
の
裁
判
へ
の
合
流
と
い
う
現
象
が
生
ず
る
。

2 

j合

革

(

イ

)

一
六
三
五
年
一

O
月
オ
ル
ド
ナ
ン
ス
は
、

プ
ロ
ヴ
ア
ン
ス
川
の
パ
ル
ル
マ
ン
〔
最
高
の
司
法
裁
判
権
行
使
機
関
0
0
5
5ロ』

中
世

E
5
0ロ
ロ
ヨ

-
0
1
ι
5
5
0
=ニ
-
2・
Z
l司
0・
5
弓
を
見
よ
筆
者
〕
の
裁
判
長
た
ち
ゃ
裁
判
官
た
ち
に
、
】
同
(
U
O
C
H

〔
高
等
法
院
の
こ
と
か
築
者
〕

ま
た
は
管
轄
司
法
機
関

(
Y
E
n
g
E
同E
m
C
2
)
の
決
定
に
付
す
べ
き
事
案
に
つ
き
仲
裁
の
任
を
も
つ
こ
と
を
禁
じ
た
。

一
五
三
九
年
二
月

三
日
の
ア
ベ
ビ
ル
(
〉
rrOi--o)
の
オ
ル
ド
ナ
ン
ス
は
、

一
般
的
の
形
で
、
す
べ
て
の
裁
判
官
に
、
同
様
の
こ
と
を
禁
じ
た
。

グ
ル
ノ
l
ブ
ル
の
パ
ル
ル
マ
ン
は
、
受
け
い
れ
な
か
っ
た
。
そ
の
理
由
を
の
巳
七
回
官
、
が
述
べ
て
い
る
。

z
z
g官
三
二
世
が
、
ロ
。
ロ
田
市
巳
〔
評
議
会
。
こ
れ
は
裁
判
機
関
で
も
あ
っ
た
|
筆
者
〕
を
設
置
し
た
と
き
、
裁
判
官
に
、
当
事
者
間
の
仲
裁
人
た
る

こ
と
を
許
し
、
戸
。
日
山
一
一
世
は
、
こ
の
円
。
ロ
凹
巾
己
を
直
ち
に
パ
ル
ル
マ
ン
に
変
え
、
パ
ル
ル
マ
ン
に
従
前
の
権
利
と
特
権
と
を
保
持
さ
せ

た
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
オ
ル
ド
ナ
ン
ス
を
、

ト
ウ
ル

l
ズ
の
パ
ル
ル
マ
ン
に
は
、
そ
の
裁
判
長
た
ち
、
そ
の
裁
判
官
た
ち
、
及
び
そ
こ
で
働
く
王
の
官
吏

(mg凹
E
5
3
た
ち
は
、

r
n
o
己
同
の
許
可
な
し
に
は
仲
裁
を
受
諾
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
、
旨
の
規
則
が
見
ら
れ
る
。

デ
ィ
ジ
ョ
ン
の
パ
ル
ル
マ
ン
は
、

一
五
七

年
一
一
月
二
九
日
の
判
決
に
よ
っ
て
、
こ
の

2
5
の
裁
判
官
で

y
m巾
ロ

ι
2出
回
白
山
吋
巾
で
あ
っ
た
も
の
は
(
例
外
は
あ
る
が
)
仲
裁
人
で
あ

北法3古(1-2・318)318



る
こ
と
は
で
き
な
い
、
と
裁
判
し
た
。

パ
リ
の
パ
ル
ル
マ
ン
は
、

。
R
n
F
2
〔C
R
三
日
号
古
ω
江
口
ゅ
の
こ
と
で
あ
ゐ
う
l
策
者
〕
が
(
だ
れ
で
も
)
、
裁
判
官
と
し
て
管
轄
す
べ
き
訴
訟

に
つ
き
、
仲
裁
人
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
を
許
し
た
。

し
か
し
、
裁
判
所
に
係
属
中
の
訴
訟
に
つ
き
仲
裁
付
託
を
す
る
こ
と
の
場
合
に
は
、
当

該
訴
訟
の
報
告
判
事
た
る
も
の
は
仲
裁
人
の
中
に
加
え
ら
れ
る
こ
と
は
で
き
な
い
、
の
で
あ
っ
た
。

〔
以
上
、
宮
R
Z
P
H
N
S
2
5
-
B
岳

E
H山名門
E
O
R
0・
5
5
0
y
g吋
旬
・
品
お
に
あ
る
。
コ
ル
ニ
ユ
は
ニ
れ
に
法
づ
き
、

k
H
の
法
作
は
分
裂
し
て
い
た
、
と

述
べ
て
い
る
〕

(

ロ

)

旧
民
訴
前
夜

一
七
二
八
年
一
二
月
三
日
の
決
定
に
基
づ
く
特
許
状
の
第
一
七
条
に
よ
っ
て
、
ア
ル
ト
ワ

E
3
c
-
m
)
の
口
O
D
凹江戸

の
。
自
己
2
に
対
し
て
裁
判
所
と
し
て

(
2
2召
ω)

仲
裁
を
受
諾
し
て
裁
く
こ
と
が
禁
止
さ
れ
た
。
こ
の
禁
止
は
、
。
R
i
2
は
各
人
が
個
人

と
し
て
仲
裁
人
と
さ
れ
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
を
明
ら
か
に
前
提
し
て
い
る
。
そ
し
て
こ
の
禁
止
は
、
ア
ル
ト
ワ
の

g
ロ
忠
一
で
か
、
裁
判
所

と
し
て
仲
裁
を
受
諾
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
川
(
唱
5
1
R
O
)
の
下
級
裁
判
所
が
、
第
一
審
と
し
て
は

g口
出
色
の
前
に
提
起
さ
れ
え
な
い
事

件
に
つ
い
て
、
裁
判
す
る
こ
と
を
、
奪
い
と
る
こ
と
を
妨
げ
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。

ハ
ル
ム

(35m)
と
プ
レ
ザ
ン
ス
(
沼
田
町
自
主
の
各
三
部
会
に
お
け
る
司
法
の
管
理
に
関
す
る
革
命
暦
一
三
年
宮
田
正
巳
(
牧
月
)
二

O
日

裁判官仲裁と司法権の変容

マ
レ
ソ
ゴ

(
Z
2
3白
色
)

の
デ
ク
レ
の
第
五
条
及
び
ジ
ェ

l
ヌ
(
の
E
2
)
県、

モ
ン
ト
ノ
ッ
ト

(
ζ
8
5
E
Z
)
県、

ア
ペ
ノ
ン
(
〉
宮
口
口
一
ロ
ω)

県、

県
に
お
け
る
司
法
の
管
理
に
関
す
る
同
年

5
2
1号
円
(
収
穫
月
、
牧
月
に
つ
づ
く
次
の
月
〉

定
め
て
い
る
。
《
平
和
の
裁
判
官
官
官
官
宝
H
-

治
安
怖
い
お
と
訳
さ
れ
て
い
る
も
の
|
筆
者
〕
も
そ
の
他
の
裁
判
官
も
、
当
事
者
を
和
合
調
整
す

る
に
到
っ
た
場
合
に
、
も
し
く
は
当
事
者
の
仲
裁
人
と
し
て
選
任
さ
れ
た
場
合
に
、
そ
の
た
め
に
時
間
を
費
し
た
と
い
う
こ
と
を
理
由
に
も

一
五
日
の
デ
ク
レ
の
第
五
条
は
次
の
よ
う
に

し
く
は
そ
の
た
め
に
労
力
を
費
し
た
と
い
う
こ
と
を
理
由
に
、
報
酬
を
、
後
か
ら
も
前
以
て
で
も
、
請
求
す
る
こ
と
も
受
領
す
る
こ
と
も
で

き
な
い
て
こ
の
規
定
は
、
明
ら
か
に
、
裁
判
官
が
仲
裁
を
受
諾
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
を
前
提
と
し
て
い
る
〔
以
上
、

ζ
2
-
E
も
な
口
。
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説

}
七
九

O
年
八
月
一
六
|
二
四
日
の
司
法
(
裁
判
)
組
織
に
関
す
る
デ
ク
レ
第
一
章
は
仲
裁
人
裁
判
官
に
つ
い
て
と
い
う
表
題
の
下
に
六
か

条
の
規
定
を
も
っ
た
。
そ
こ
に
、
狭
義
の
裁
判
官
が
仲
裁
を
受
諾
す
る
こ
と
が
で
き
る
か
に
つ
い
て
の
明
文
の
規
定
は
見
ら
れ
な
い
〔
問
デ

ク
レ
の
詳
細
は
、
小
山
対
「
フ
ラ
ン
ス
一
七
九
O
年
仲
裁
法
に
つ
い
て
」
、
北
大
法
学
論
集
三
一
巻
一
サ
二
八
五
五
〕
。

旧
民
訴
と
は
、
一
八

O
六
年
四
月
二
九
日
に
制
定
さ
れ
同
年
五
月
九
日
に
公
布
さ
れ
た
と
こ
ろ
の
民
事
訴
訟
法
を
い

で
あ
る
〔
そ
の
制
定
の
経
科
に
つ
い
て
は
、
小
山
斤
「
フ
ラ
ン

論

(

ハ

〉

旧
民
訴

う

そ
の
第
二
部
第
三
編
が
す
な
わ
ち
、

単
章
(
斗
号
。
=
ロ
5
5
)
仲
裁
に
つ
い
て
、

ス
一
八

O
六
年
仲
決
法
の
制
ぺ
ん
の
経
総
」
、
北
大
法
学
品
集
三

O
冶
四
サ
一
二
五
以
〕
。

一
八

O
六
年
民
訴
法
典
に
は
、
現
職
裁
判
官
の
仲
裁
人
資
格
に
関
す
る
明
文
の
規
定
は
存
し
な
い
。
こ
の
こ
と
に
閲
す
る
学
説
判
例
の
状

況
は
、
河
内
山
匂

2
5昨
日
の
古
品
門
出
-
〉
在
日
戸
田
広
江
(
吉
日
仏
戸

O
B伊
丹
間
同
日
ロ

2
F
同
∞
温
暖
〉
号
伊
丹
E
m巾
に
よ
れ
ば
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。

一
八

O
六
年
民
訴
法
典
第
三
七
八
条
は
、
裁
判
官
の
忌
避
事
由
を
列
挙
し
た
。
そ
の
第
八
号
の
中
に
、
裁
判
官
が
、

か
つ
て
、
当
該
紛
争

に
つ
き
、
仲
裁
人
と
し
て
裁
判
を
し
た
場
合
が
含
ま
れ
て
い
る
。
こ
の
条
文
は
、
裁
判
官
が
仲
裁
人
た
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
を
前
提
し
て

い
る
も
の
で
あ
る
と
解
さ
れ
た
〔
コ
ル
ニ
ユ
は
、
す
く
な
く
と
も
訴
訟
に
な
る
前
に
は
、
と
付
け
加
え
て
い
る
。
三
七
三
只
注
(

2

)

〕
。
こ
の
条
文
に
つ
い

て
は
、
本
条
項
は
、
裁
判
官
が
裁
判
官
に
任
命
さ
れ
る
以
前
に
仲
裁
人
と
し
て
裁
判
し
た
場
合
に
つ
い
て
の
規
定
で
あ
る
と
解
さ
れ
る
余
地

が
た
し
か
に
存
す
る
。
し
か
し
、
裁
判
官
に
任
命
さ
れ
た
後
に
仲
裁
人
と
し
て
裁
判
し
た
場
合
を
除
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
示
す
も

の
は
な
に
も
存
せ
ず
、
む
し
ろ
、

一
般
的
な
し
か
た
で
こ
と
が
ら
を
規
制
し
た
も
の
で
あ
る
。

判
例
は
次
の
通
り
で
あ
る
。
平
和
の
裁
判
官
は
、
当
事
者
双
方
が
和
合
調
整
の
た
め
に
そ
の
前
に
出
頭
す
る
と
き
は
、
当
事
者
双
方
に
よ

っ
て
彼
ら
の
紛
争
の
仲
裁
人
と
し
て
選
任
さ
れ
る
こ
と
が
で
き
る

(
p
-
B
F
N
H
K口

E
H
P
C
B
E
E
P
Hご
自
〈
-
E
S。
裁
判
官
は
、
彼

が
所
属
す
る
裁
判
所
に
提
起
さ
れ
た
争
訟
に
お
い
て
仲
裁
人
と
し
て
選
任
さ
れ
る
こ
と
が
で
き
る
吉
凶
器
・

8
吉
戸

E
g
u
ω
・印吋

H-Eω
唱。

印
出
回
・
品
。
印
)
。
右
の
場
合
、
仲
裁
人
と
し
て
選
任
さ
れ
た
裁
判
官
が
、
付
託
さ
れ
た
事
案
に
つ
き
、

以
前
に
、
吉
m
m
p
g
B
B
E
E
F
Z
〔
判
決
を
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す
る
裁
判
宵
で
は
な
く
、
手
続
を
進
め
る
裁
判
訂
|
筆
者
〕
に
指
名
さ
れ
た
場
合
で
も
右
に
同
じ
(
川
上
判
決
)
。
上
記
判
例
の
考
え
方
は
事
案
に
つ
き

管
轄
権
を
有
す
る
商
事
裁
判
所
の
裁
判
官
に
も
通
用
す
る

(
p
z
-
ω
B
m
g
H
g
u
w
ω
・
8
・
H
-
H
H
P
O・
B
-
F
N
N
印)。

℃

Er--n)l
い
わ
ば
枚
祭
行
|
の
メ
ン
バ
ー
)
は
、
判
事
と
同
様
、
仲
裁
人
と
し
て
、
選
任
さ
れ
る
こ
と
が
で
き
る

(
p
z
-
自
由

Z
-
g
E
W
。
・
忠
・

法
律
が
、
絶
対
的
に
、
平
和
の
裁
判
官
の
管
轄
を
排
除
し
て
お
り
、
従
っ
て
、
合
意
に
よ
っ
て
平
和
の
裁
判
官
の
管
轄
に
す
る
こ

検
事
(
公
益
戦

(
B
E
U芯
円
。

H

N印
。
)
。

と
が
で
き
な
い
事
件
で
あ
っ
て
も
、
平
和
の
裁
判
官
を
仲
裁
人
に
指
名
す
る
こ
と
は
妨
げ
ら
れ
な
い
吉

E
B
Zヨ
包
』
E
5
5
g
-
む

-
g
-
N
E

仲
裁
人
の
選
任
を
A
裁
判
所
に
ま
か
せ
る
旨
の
約
定
が
あ
る
場
合
に
は
、

A
裁
判
所
は
A
裁
判
所
に
所

属
す
る
裁
判
官
を
仲
裁
人
に
任
命
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
百
R
F
g
y戸
広
也
、

ω・
8
・
H
己
申
ケ
〉
異
常

mw
印
な
戸
お
お
wω
・
ぉ

-M・
Mg。

N
J
戸
)
0

仲
裁
付
託
契
約
に
お
い
て
、

以
上
は
、
判
事
・
検
事
が
個
人
的
に
仲
裁
人
に
選
任
さ
れ
る
こ
と
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
。
裁
判
所
と
し
て
仲
裁
人
に
選
任
さ
れ
る
こ
と

が
で
き
る
か
は
別
問
題
で
あ
る
。

規
定
は
存
し
な
い
。

こ
の
問
題
に
対
す
る
答
え
は
否
定
で
あ
る
。
裁
判
所
に
仲
裁
人
と
し
て
裁
判
す
る
こ
と
を
禁
ず
る
明
文
の

こ
の
禁
止
は
法
の
原
則

2
2
℃
三
月
号

2
r
r
cご
)
に
よ
っ
て
命
ぜ
ら
れ
る
と
こ
ろ
の
も
の
で
あ
る
。

Z
-
e
h

、

ふ
れ
ム
μ

裁
判
所

と
い
う
も
の
は
、
法
律
に
よ
り
定
立
さ
れ
た
権
限
と
手
続
に
従
っ
て
正
義
を
行
な
う

(
B
E
E
-白
』

E
E
B
刈
決
を
下
す
)
た
め
に
設
立
さ
れ

裁判官仲裁と司法権の変容

た
も
の
で
あ
る
。
権
限
と
手
続
の
法
定
は
、
裁
判
の
よ
き
管
理
運
営
を
確
保
し
す
べ
て
の
関
係
当
事
者
の
権
利
を
擁
護
す
る
こ
と
を
目
的
と

か
か
る
権
限
と
手
続
と
が
遵
守
さ
れ
る
こ
と
は
「
公
序
L

で
あ
る
。
か
く
し
て
、
裁
判
所
を
仲
裁
裁
判
管
轄
機
関
に
変
え
、
法
律
に

す
る
。

よ
り
定
立
さ
れ
た
保
護
形
式

2
2
同

2
5
2
胃
2
2
5
8と
を
廃
し
て
裁
判
管
轄
権
の
秩
序
を
さ
か
さ
ま
に
す
る
合
意
は
、
公
序
に
反
し
、
無
効

(
E
-
F
2
ロ
S
2
2
5
)
で
あ
る
と
考
え
る
べ
き
で
あ
る

(
P
2・
8
8
E
E
E
ほ
か
)
。
以
上
が
上
記
岡
山
S
2
5即
日
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

一
九
七
二
年
七
月
五
日
法
律
七
二
|
六
二
六
号
は
、

一
方
で
、

旧
民
訴
三
七
八
条
(
及
び
三
七
九
条
〉
を
廃
止
し

/ーヘ
ー
¥J  

現
行
法

〔
第
一
六
条
一
一
也
、
他
方
で
、
一
九
五
八
年
二
一
月
二
二
日
オ
ル
ド
ナ
ン
ス
五
八
l
一
二
七
三
号
の
第
一
章
の
後
に
、
第
一
章
の
二
(
忌
避
に

つ
い
て
)
を
追
加
し
た
。
そ
の
第
八
|
一
条
は
、
裁
判
官
の
忌
避
事
由
を
列
挙
し
、
列
挙
の
中
に
《
ゲ
彼
が
以
前
に
事
案
に
つ
き
裁
判
官
と
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説

し
て
ま
た
は
仲
裁
人
と
し
て
裁
判
し
た
場
合
ま
た
は
:
:
:
》
と
い
う
の
が
あ
る
〔
第
一

O
条〕
Q

デ
ク
レ
七
五

l
一
一
二
三
号
(
新
民
事
訴
訟
法
典
)
は
、

一
九
七
五
年
-
二
月
五
日

そ
の
第
一
一
一
条
〔
第
六
項
で
あ
っ
た
が
そ
の
後
一
九
七
九
年
に
第
三
項
が
取
打
消
さ
れ
て
紋

こ
れ
と
は
別
に
、

論

り
上
っ
て
〕
第
五
項
に
、
紛
争
が
現
に
生
じ
た
場
合
に
、
当
事
者
は
裁
判
官
に
白
B
U
r
-
m
g
B吉
田

5
5
と
し
て
裁
断
す
る
任
務
を
付
与
す

る
こ
と
、
が
で
き
る
旨
の
規
定
を
定
め
た
。
こ
れ
に
つ
き
、

コ
ル
ニ
ュ
は
、
裁
判
官
を
仲
裁
人
に
選
任
で
き
る
か
の
問
題
を
、
右
条
項
は
、
部

「
裁
判
官
に
」
の
語
を
、
「
裁
判
官
(
国
の
裁
判
所
)
」
と
理
解
し
て
い

分
的
に
、
明
白
に
、
規
制
し
た
と
と
ら
え
、
そ
の
上
に
、
条
文
中
の

る〈
C

一ニ七四頁)。

新
民
訴
一
二
条
は
、
訴
訟
を
裁
断
す
る
基
準
は
法
の
規
定
で
あ
る
こ
と
に
関
す
る
総
則
的
な
規
定
で
あ
る
。
こ
の
点
で
は
、
仲
裁
人
が
訴

訟
を
裁
断
す
る
基
準
を
定
め
る
新
民
訴
一
四
七
四
条
と
比
べ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
。
裁
判
官
に
関
す
る
第
一
一
一
条
と
仲
裁
人
に
関
す
る
第
一

時
一
新
・
実
務
民

四
七
四
条
及
び
第
一
四
八
二
条
の
聞
に
存
す
る
異
同
の
簡
単
な
比
較
対
照
は
す
で
に
小
山
昇
「
フ
ラ
ン
ス
民
訴
改
正
の
一
酌
」

事
訴
訟
議
座
月
報
7
、
一
九
八
二
年
七
月
、
日
本
許
論
社
)
に
お
い
て
見
ら
れ
る
。

3 

新
民
訴
二
一
条
の
立
法
過
程

(
イ
)

司
法
省
に
設
け
ら
れ
た
民
事
訴
訟
研
究
委
員
会
に
は
、
問
題
は
、
裁
判
官
の
仲
裁
裁
判
へ
の
参
加
の
問
題
と
い
う
形
で
、
広
い
意

味
で
出
さ
れ
た
。
委
員
の
中
で
活
動
的
で
あ
っ
た
も
の
の
中
で
も
、
国
・
冨
。

z-田
gv切
巾

--zw(UROロ
が
注
目
さ
れ
た
。
後
の
二
者
は
、
裁

判
官
が
仲
裁
を
す
る
こ
と
に
賛
成
で
あ
っ
た
。

そ
し
て
、

一
九
六
七
年
四
月
付
の
右
の
趣
旨
の
報
告
書
を
出
し
て
い
る
(
C
三
七
四
一
貝
、

回
開
口

2
と

云

oz-印
写
が
一
九
六
七
年
六
月
に
委
員
会
に
案
を
提
出
し
た
。

れ
る
仲
裁
裁
判
管
轄
権
》
と
い
う
節
が
あ
っ
た
。
こ
の
案
は
、
裁
判
官
仲
裁
人
の
選
任
及
び
報
酬
と
い
う
も
っ
と
も
デ
リ
ケ
ー
ト
な
問
題
を

も
、
扱
っ
て
い
た
。
『

(UOBxb
仏
戸
℃
三
円
。
ロ
丘
町
同
国
口
前
田
町
〔
企
業
の
ト
ッ
プ
で
構
成
す
る
も
の
か
l
策
者
〕
の
代
表
者
た
ち
は
、
司
法
省
に
お
け

ハ
ロ
)

《
国
の
裁
判
所
に
よ
コ
て
行
な
わ

こ
の
案
の
中
に
、

る
一
九
六
八
年
三
月
二
五
日
の
研
究
委
員
会
に
お
い
て
、
〔
裁
判
官
の
|
筆
者
〕
氏
名
の
リ
ス
ト
が
必
要
で
あ
る
こ
と
、
及
び
裁
判
官
仲
裁
人
に
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報
酬
を
払
う
こ
と
を
欲
す
る
こ
と
を
明
言
し
た
。
他
の
人
た
ち
は
、
国
の
裁
判
所
の
中
に
仲
裁
部
を
設
置
す
る
こ
と
は
己
む
を
得
な
い
と
す

る
に
止
ま
り
、
仲
裁
を
し
た
裁
判
官
が
当
事
者
か
ら
ど
ん
な
も
の
で
あ
れ
な
に
か
を
受
け
と
る
こ
と
が
で
き
る
、
そ
う
で
な
い
と
し
て
も
、

報
酬

P
B
o
g
-
B凹
)
徴
収
の
係
り
を
一
人
だ
け
公
的
機
関
と
し
て
置
い
て
、
こ
の
者
が
一
定
の
関
係
裁
判
官
に
〔
報
酬
と
し
て
徴
収
し
た
も
の
を
|

筆
者
〕
手
当

C
E
2
5
E
)
と
し
て
支
給
す
る
、
と
い
う
こ
と
を
注
視
し
な
か
っ
た
。

報
酬
に
つ
い
て
は
、
次
の
よ
う
な
問
題
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

一
九
五
八
年
一
二
月
一
一
一
一
日
オ
ル
ド
ナ
ン
ス
五
八

l
一
二
七

O
号
第
八
条

は
次
の
よ
う
に
規
定
し
た
。

裁判官仲裁と司法権の変容

A
A
自
由
間
一
一
回
貫
主
〔
判
検
事
の
総
称
|
筆
者
〕
の
職
務
の
行
使
は
、

動
と
、
不
両
立
で
あ
る
。

前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
自
白
色
2
5
2
が
、
彼
ら
の
権
限
事
項
に
照
応
す
る
教
え
を
与
え
る
場
合
〔
例
え
ば
、
法
律
の
論
文
を
書
く
こ
と
が
こ
れ
に
当
た
る
か

|
筆
者
て
ま
た
は
、
日
間
関
宮
門
出
g
の
威
信
及
び
そ
の
独
立
を
佐
賀
上
害
し
な
い
よ
う
な
任
務
ま
た
は
活
動
を
行
な
う
場
合
に
は
、
所
属
の
裁
判
所
ハ

g
c
c
の

長
の
決
定
に
よ
っ
て
、
自
国
間
5
5
Z
に
、
前
項
の
規
定
か
ら
外
れ
る
こ
と
を
個
別
に
、
同
意
す
る
こ
と
が
で
き
る
V
。

裁
判
官
が
仲
裁
人
の
任
務
を
行
な
う
こ
と
を
一
般
的
に
認
め
る
こ
と
は
右
の
第
八
条
に
反
す
る
こ
と
で
あ
る
〔
筆
者
可
こ
の
よ
う
な
、
二

つ
の
テ

l
ゼ
の
対
立
は
解
消
で
き
な
い
も
の
で
あ
っ
た
。
か
く
て
、
裁
判
官
は
一
般
的
に
仲
裁
人
た
り
う
る
と
い
う
案
は
廃
案
と
な
っ
た

(
以
上
、

c=一
七
四

i
五
頁
)
。

一
切
の
公
職
務
の
行
使
及
び
一
切
の
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
な
ま
た
は
サ
ラ
リ
ー
を
受
け
る
活

友
誼
的
和
合
調
整
に
つ
い
て

草
案
巻
頭
規
定

2
2
5
E
C
E
-
-
E
E
Z切
の
訳
、
法
務
、
資
料
四
三
四
号
の
訳
〕
の
第
一

O
条
は
次
の
よ
う
な
規
定
を
含
む
も
の
で
あ
っ
た
〔
現

(

ハ

)

行
の
第
一
二
条
|
筆
者
〕
。

A
A
当
事
者
は
、
処
分
権
を
有
す
る
事
項
に
お
い
て
、
共
同
の
一
致
に
よ
り
、
裁
判
官
に
、
衡
平
に
よ
り
裁
く
任
務
を
与
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
裁
判
官
は
、

友
誼
的
和
ム
口
調
整
人
に
さ
れ
て
い
な
い
と
き
は
、
適
用
し
う
べ
き
法
の
規
定
に
従
っ
て
訴
訟
を
裁
断
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

V
(
一九七
O
年
二
月
の
草
案
可
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ii兄J

こ
の
規
定
は
一
九
七

O
年
三
月
九
日
に
司
法
省
に
お
い
て
討
議
さ
れ
た
。
そ
の
記
録
に
お
い
て
は
、
右
の
第
一

O
条
は
、
次
の
よ
う
に
な

っ
て
い
る
。

~A 
再開

A
裁
判
wuは
、
一
品
川
叫
を
辺
川
し
う
べ
き
法
の
規
定
に
従
っ
て
裁
断
す
べ
き
も
の
と
す
る
。

前
項
の
創
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
当
ぃ
明
者
は
、
処
分
権
を
有
す
る
ん
事
項
に
お
い
て
は
、
明
示
の
一
致
に
よ
っ
て
、
決
判
什
川
を
法
に
よ
っ
て
放
く
義
務
か
ら
免
か

れ
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
、
当
ぃ
巾
什
析
が
弁
九
州
の
作
を
法
的
性
質
決
定
及
び
法
の
規
定
を
通
じ
て
限
定
す
る
そ
の
法
的
性
質
決
定
及
び
法
の
川
辺
に
山
細
川
ら
れ
る
義
務

か
ら
免
か
れ
さ
せ
る
こ
と
も
で
き
る
。

v。

右
の
改
正
案
に
は
前
置
き
が
つ
い
て
お
り
、
そ
の
中
に
、
第
一

O
条
の
た
め
に
、
次
の
よ
う
な
注
釈
が
つ
い
て
い
た
。

A

州
市
一
要
な
規
定
。
第
一

O
条
は
三
つ
の
連
続
す
る
肯
定
を
含
む
。

-
原
則
の
肯
定
〔
法
の
規
定
に
従
う
こ
と
の
原
則
の
肯
定
l
筆
者
〕

1
こ
の
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
争
う
べ
く
も
な
い
。
こ
の
こ
と
は
、
純
粋
な
状
態
に
ド
い
て
は
、
訴

訟
事
項
吉
弘
$
2
2
5
2
2
m
5
0
)
に
お
け
る
司
法
裁
判
機
能

S
Z
Eロ】
E
E
E
S
O
H
Z
)
の
定
義

G
E
m
a
E
o
法
を
諮
る
こ
と
)
そ
れ
自
ι
帆
円
で
あ
る
。

原
則
の
緩
和

l
二
つ
の
こ
と
が
、
正
反
対
の
意
味
に
お
い
て
、
し
か
し
同
一
の
条
件
(
当
事
者
が
処
分
で
き
る
事
項
に
つ
い
て
合
致
す
る
こ
と
〉
の
下
で
、
規
定

さ
れ
る
。
第
一
は
、
全
く
新
し
い
こ
と
で
あ
る
が
、
裁
判
官
に
衡
平
に
よ
り
裁
断
す
る
権
限
を
与
え
る
な
ど
に
よ
り
、
放
判
什
H

を
法
に
よ
り
放
く
義
務
か
ら
解

放
す
る
機
能
を
当
事
者
に
認
め
た
こ
と
で
あ
る

ov。

小
委
員
会
の
審
議
に
付
さ
れ
(
一
九
七

O
年
一
二
月
一
百
に
、
右
の
点
に
つ
い
て
修
正
し
て
可
決
さ
れ
)
た
改
疋
案
に
お
い
て
は
、
第
一

O
条
は
次

の
よ
う
に
起
草
さ
れ
て
い
た
。

A
A
裁
判
官
は
一
み
ぷ
を
迎
用
し
う
べ
き
法
の
規
定
に
従
っ
て
裁
断
す
べ
き
も
の
と
す
る
。
裁
判
官
は
法
の
規
定
に
叶
う
正
確
な
性
質
決
定
を
復
元
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
、
:
:
:
。
前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
当
事
者
は
、
自
由
な
処
分
権
を
有
す
る
権
利
に
つ
い
て
は
、
明
示
の
九
日
致
に
本
づ
き
、
九
弁
込
酬
の
枠
を
法
的

性
質
決
定
及
び
法
の
規
定
を
通
じ
て
限
定
す
る
そ
の
法
的
性
質
決
定
及
び
法
の
規
定
に
裁
判
行
を
縛
る
こ
と
が
で
き
る
。

当
事
者
は
、
ま
た
、
前
項
と
同
一
の
条
刊
に
お
い
て
、
と
く
に
控
訴
院
上
訴
を
放
棄
し
た
の
で
な
い
と
き
は
控
訴
院
上
訴
を
留
保
し
て
、
法
に
よ
り
抜
く
こ

と
か
ら
裁
判
官
を
免
れ
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る

ov。
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右
の
条
項
は
、

コ
ン
セ
イ
ユ
・
デ
タ
の
(
一
九
七
一
年
七
月
の
)
討
議
の
後
に
、
次
の
よ
う
な
文
言
と
な
っ
た
。

A
紛
争
が
引
に
生
じ
て
い
る
と
き
、
そ
の
計
ら
〔
当
事
者
〕
は
、
ま
た
、
〔
前
項
と
〕
同
じ
い
事
項
に
つ
き
、
〔
前
項
と
〕
川
じ
条
件
の
ト
に
お
い
て
、
と
く
に
陀

訴
院
上
訴
を
放
棄
し
た
の
で
な
い
と
き
は
控
訴
院
上
訴
を
留
保
し
て
、
法
判
作
H

に
友
誼
的
和
合
判
州
政
区
人
と
し
て
絞
く
権
限
を
与
え
る
こ
と
が
で
き
る

ov

一
九
七
一
年
九
月
九
日
デ
ク
レ
七
一

i
七
回

O
号
第
二
一
条
の
第
一
一
一
項
と
な
り
、

こ
れ
が
、

つ
い
で
、

新
民
訴
法
典
第
一
A

一
条
第
五
項
と

な
っ
た
の
で
あ
る
。

〔
以
上
、

C
三
七
五
只
。

コ
ル
ニ
ユ
は
、
こ
こ
で
、
作
成
判
ん
け
が
友
誼
的
和
合
訓
盤
人
と
し
て
絞
い
た
完
例
は
パ
リ
大
zE
裁
判
所
一
九
七
二
年

一
二
月
二
二
日
の
同
決
一
件
だ
け
で
あ
る
と
被
告
し
て
い
る
。

こ
の
事
件
に
お
い
て
は
、
衡
ヂ
と
能
川
に
よ
る

(
2
2
ρ
5
2
F
0
5
)
判
決
は
被
宮
者
が

請
求
し
た
金
額
と
保
険
会
社
が
従
ぶ
し
た
全
滅
の
中
間
に
大
へ
ん
近
い
賠
償
金
を
相
官
J

と
必
め
る
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
に
留
立
す
べ
主
で
あ
る
、
と

そ
し
て
、

述
べ
て
い
る

0
1

4 

ま

め

と

以
上
か
ら
、

フ
ラ
ン
ス
に
お
い
て
、
裁
判
所
た
る
裁
判
官
に
、
仲
裁
付
託
を
す
る
こ
と
が
許
さ
れ
て
い
る
か
、
と
い
う
問
い
に
対
し
て

は
、
す
く
な
く
と
も
、
友
誼
的
和
合
調
整
人
と
し
て
事
案
を
裁
く
こ
と
は
許
さ
れ
て
い
る
、

と
答
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
仲
裁
付
託
に
お
い

て、

仲
裁
人
に
友
誼
的
和
合
調
整
人
と
し
て
裁
く
こ
と
を
託
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
が
、

(
裁
判
所
た
る
)
裁
判
官
が
友
誼
的
和
合

裁判官仲裁と司法権の変容

調
整
人
と
し
て
裁
く
こ
と
は
、
裁
判
基
準
に
関
す
る
限
り
、
仲
裁
人
が
友
誼
的
和
合
調
整
人
と
し
て
裁
く
作
業
と
変
る
と
こ
ろ
は
な
い
で
あ

し
か
し
、
友
誼
的
和
合
調
整
を
す
る
(
当
該
訴
訟
を
管
絡
す
る
)
裁
判
官
の
裁
判
と
(
裁
判
官
に
非
ざ
る
)
仲
裁
人
の
裁
判
と
で

は
、
行
為
の
性
質
に
お
い
て
、
司
法
権
の
有
無
の
区
別
か
ら
、
異
な
る
も
の
が
存
す
る
の
で
あ
ろ
う
か
、
を
問
題
と
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

ろ
う
。

新
民
訴
第
二
一
条
五
項
の
コ
ル
ニ
ユ
解
釈
ー
そ
の
て
酎
伸
一
二
条
の
日
的
1

1

新
民
訴
第
二
一
条
五
項
の
目
的
は
、
友
誼
的
和
合
調
整
に
あ
り
、
裁
判
官
の
な
す
友
誼
的
和
合
調
整
人
と
し
て
の
決
定
に
終
審
性
を
与
え
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説

る
こ
と
が
こ
れ
を
補
充
す
る
、
と
コ
ル
ニ
ュ
は
と
ら
え
る
ハ
C

三
七
八
頁
)
。

1 

友
誼
的
和
合
調
整

E命

A 

解
釈
の
指
導
原
則

(
イ
)
第
一
二
条
は
、
司
法
の
一
民
を
、
友
誼
的
和
合
調
整
人
に
聞
い
た
。

審
性
の
余
地
を
置
い
た
。

し
か
も
、
そ
の
決
定
に
つ
い
て
控
訴
院
上
訴
の
放
棄
を
認
め
終

第
一
二
条
は
裁
判
官
を
友
誼
的
和
合
調
整
人
と
す
る
こ
と
を
認
め
た
Q

裁
判
官
を
仲
裁
人
と
す
る
、
と
い
う
文
言
を
伎
用
し
て
い

な
い
。
と
は
い
え
、
友
誼
的
和
合
調
整
は
も
と
も
と
仲
裁
に
お
け
る
伝
統
的
な
そ
の
一
部
分
で
あ
る
。
第
一
二
条
に
よ
り
友
誼
的
和
合
調
整

の
権
限
授
与
が
国
の
裁
判
官
に
な
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
仲
裁
に
お
い
て
馴
染
ん
だ
こ
と
が
国
の
機
構
の
中
に
取
り
込
ま
れ
た
と
な
る
と
、
友

(

ロ

)

誼
的
和
合
調
整
と
い
う
こ
と
の
意
味
を
明
ら
か
に
し
、
こ
れ
を
国
の
機
構
と
い
う
異
境
の
受
皿
に
移
す
こ
と
が
必
要
で
あ
る
(
C
二
七
八
頁
)
。

友
誼
的
和
合
調
整
の
観
念
に
お
い
て
、
こ
れ
と
国
の
機
構
と
い
う
受
皿
を
結
び
つ
け
る
基
準
は
二
つ
あ
る
。
第
一
は
、
法
に
よ
り

(

ハ

)

裁
く
こ
と
を
免
れ
し
め
る
こ
と
で
あ
る
。
第
一
一
一
条
の
友
誼
的
和
合
調
整
は
仲
裁
か
ら
の
借
物
で
あ
る
。

の
経
過
(
前
扮
一

3
(
ハ
)
を
み
よ
)
か
ら
明
ら
か
で
あ
る
。
母
法
た
る
仲
裁
制
度
と
結
び
つ
か
せ
る
に
は
、
出
S
E
r
-
m
と

8
5匂
〈
嵐
広

gH
の
二

語
を
い
う
こ
と
で
足
り
よ
う
。
∞
巾
ロ
ロ
ロ
円
山
戸
H
E
r
m品
B
(法
に
従
っ
て
〉
を
仲
裁
に
移
し
た
と
同
じ
よ
う
に
、
出
B
U
r
-
o
g
B吉田
F
uロ
?
を
意
識

こ
の
こ
と
は
、
第
一
二
条
の
立
法

的
に
使
用
し
た
こ
と
は
、
仲
裁
事
件
に
お
い
て
友
誼
的
和
合
調
整
が
有
し
た
意
味
を
、
第
一
一
一
条
の
解
釈
の
中
に
、
置
き
換
え
る
こ
と
を
、

勧
め
る
も
の
で
あ
ろ
う

ε三
七
八
|
九
さ
。

こ
れ
に
対
し
、
仲
裁
の
司
法
(
裁
判
)
は
友
誼
的
和
合
調
整
を
必
然
的
に
含
む
も
の
で
は
な
い
(
仲
裁
人
に
か
か
る
任
務
を
与
え
る
た
め
に
は
特

別
の
約
定
が
現
災
に
要
求
さ
れ
る
の
で
あ
る
か
ら
)
と
反
論
す
る
こ
と
は
重
要
で
あ
ろ
う
。
こ
の
反
論
に
答
え
る
に
、
目
下
研
究
中
の
改
正
は
、
推

定
を
転
倒
し
て
、
反
対
の
約
定
が
な
い
か
ぎ
り
友
誼
的
和
合
調
整
の
権
限
を
仲
裁
人
は
帯
有
す
る
も
の
と
み
な
す
こ
と
を
考
え
て
い
る
、
と
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答
え
る
こ
と
は
、
適
切
な
答
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
(
な
ぜ
な
ら
ば
、
こ
の
よ
う
に
み
な
し
て
も
、
右
の
権
限
を
仲
裁
人
に
許
さ
な
い
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ

か
く
て
、
次
の
よ
う
に
い
う
こ
と
で
足
り
る
。
第
一
二
条
に
お
い
て
仲
裁
を
援
用
す
る
こ
と
は
、
仲
裁
を
全
部
的
に
援
用
す
る
の

で
は
な
く
、
仲
裁
の
な
か
か
ら
信
頼
に
根
ざ
す
任
務

2
S
E
E
S
含

g
E
2
2
)
を
選
ん
で
援
用
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
任
務
は
、
た
と

い
仲
裁
と
い
う
司
法
(
裁
判
〉
に
内
在
す
る
も
の
で
は
な
い
と
し
て
も
、
仲
裁
に
お
け
る
優
れ
た
点
を
印
す
る
も
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、

第
一
二
条
は
仲
裁
の
頂
上
〔
も
っ
と
も
よ
い
と
こ
ろ
|
筆
者
〕
を
借
り
た
の
で
あ
る
。
〔
コ
ル
ニ
ユ
の
こ
の
よ
う
な
見
方
に
筆
者
は
興
味
を
覚
え
る
〕
。

る
か
ら
)
。

第
二
の
結
び
つ
け
は
、
い
っ
そ
う
主
観
的
な
も
の
で
あ
る
。
友
誼
的
和
合
調
整
が
当
事
者
を
合
意
さ
せ
る
方
向
に
決
定
的
に
推
し
進
め
る

原
因

(gz主
で
あ
る
。
こ
れ
が
こ
の
結
び
つ
け
の
本
質
的
な
目
的
で
あ
る
。
友
誼
的
和
合
調
整
に
よ
る
こ
と
に
一
致
す
る
こ
と
は
付
録
の
約

定
条
項
で
は
な
く
主
た
る
合
意
な
の
で
あ
る
。

友
誼
的
和
合
調
整
の
任
務
は
も
っ
と
も
根
源
的
な
も
の

3
・0
r
官
官

E
o丘
正
)
で
あ
る
。

し
か
に
当
事
者
が
合
意
に
よ
り
裁
判
官
を
選
ぶ
こ
と
に
止
ま
っ
て
こ
れ
を
友
誼
的
和
合
調
整
人
と
せ
ず
に
こ
れ
を
仲
裁
人
に
指
名
す
る
、
と

い
う
こ
と
を
観
念
す
る
こ
と
は
で
き
る
。
だ
が
、
そ
れ
に
は
別
の
規
定
を
草
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
第
一
二
条
の
原
則
は
こ
れ
と
異
な
り
裁

判
官
は
友
誼
的
和
合
調
整
人
と
さ
れ
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
ハ
以
上
、

C

三
七
九
き
。
〔
友
誼
的
和
合
調
整
が
主
で
あ
る
と
い
う
と
ら
え
方
は
注
目
に
値
す

る
l
筆
者
〕
。

裁判官仲裁と司法権の変容

fヘ

、}ノ

当
事
者
の
合
意
の
中
で
友
誼
的
和
合
調
整
は
中
心
の
位
置
を
占
め
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
友
誼
的
和
合
調
整
の
任
務
〔
の
範
囲
〕

に
つ
い
て
は
、
こ
れ
を
厳
格
に
解
釈
す
べ
き
で
は
な
く
、
そ
の
反
対
に
、
も
っ
と
も
豊
か
な
内
容
を
認
め
る

(
L
D
E
R
-曲
目

VFEzr
居
間
O

ロ

さ
立
町
内
三
5
ロ
)
べ
き
で
あ
る
、
と
い
う
指
導
原
理
が
導
か
れ
る
。
こ
の
任
務
を
果
す
こ
と
は
強
め
ら
れ
た
信
頼
を
基
礎
と
す
る
行
為
で
あ
り
、

そ
れ
が
友
誼
的
和
合
調
整
の
全
て
の
作
業
の
目
的
原
因
を
な
す
か
ら
、
こ
の
任
務
の
中
に
当
事
者
の
共
通
の
意
図
(
民
法
第
二
五
六
条
の
意

味
に
お
け
る
)
の
最
重
要
の
方
向
を
認
識
し
て
、
こ
の
任
務
に
豊
か
な
内
容
を
認
め
る
べ
き
で
あ
っ
て
、
規
範
(
}
田
口
2
5
0
)
か
ら
外
れ
る
こ

と
を
問
題
に
す
る
と
い
っ
た
動
機
か
ら
厳
格
に
制
限
す
べ
き
も
の
で
は
な
い
な
上
、
C
一ニ七九一氏、

た
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説

解

釈

B (

イ

)

友
誼
的
和
合
調
整
裁
判
官
が
帯
有
さ
せ
ら
れ
る
の
は
真
の
意
味
の

5
2丘
。
ロ
で
あ
っ
て
単
な
る
宮

5
0町
(
権
限
)
で
は
な
い

でy:，‘
d聞

(
コ
ン
セ
イ
ユ
・
デ
タ
の
討
議
の
後
に
水
さ
れ
た
条
文
に
あ
る
宮
口
〈
巴
町
の
況
叩
が
(
前
掲
一
3

〈
ハ
)
)
そ
の
後
日
山
田
氏
C

ロ
に
改
訂
さ
れ
た
こ
と
も
こ
の
こ
と
を
託
す
る
)
。

裁
判
官
に
と
っ
て
は
、
権
限
(
特
権
た
る
宮

5
2る
で
あ
る
と
同
時
に
責
務

2
2己
主
で
あ
る

友
誼
的
和
合
調
整
人
と
し
て
裁
く
こ
と
は
、

の
で
あ
り
、
裁
判
官
は
任
務
の
受
諾
を
強
要
さ
れ
任
務
の
遂
行
は
裁
判
官
の
裁
量
に
ま
か
さ
れ
る
。

で
は
な
い
の
で
あ
る
。
原
理
的
に
は
、
裁
判
官
は
、
こ
の
任
務
を
拒
絶
す
る
と
き
ま
た
は
こ
の
任
務
の
遂
行
に
お
い
て
法
の
規
定
に
よ
り
裁

こ
の
点
で
権
能
(
町
民
己
芯
)
た
る
匂
C
5
6
日円

判
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
と
考
え
る
と
き
は
、
自
分
の
や
る
べ
き
こ
と
を
し
て
い
な
い
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
な
上
、

c
一ニ八

0
5。

友
誼
的
和
合
調
整
の
眼
玉
は
適
用
し
う
べ
き
法
の
諸
規
定
に
適
合
し
て
訴
訟
を
裁
断
す
る
義
務
か
ら
裁
判
官
を
原
則
と
し
て
解
放

す
る
こ
と
で
あ
る
。
第
一
二
条
第
五
項
は
第
一
一
慣
が
宣
言
す
る
規
則
に
あ
る
緩
和
を
も
た
ら
す
。
仲
裁
事
件
に
お
け
る
と
同
じ
く
、
右
の
免

除
は
、
裁
判
官
が
衡
平
に
よ
っ
て
す
な
わ
ち
法
律
に
逆
ら
っ
て
な
E
2
0こ
相
官
g
ま
た
は

g
三
g
r
m
o
E
)
裁
判
す
る
任
務
を
受
け
た
と
き
で

も
、
司
法
的
解
決
す
乙

5
2
Y円
五
一
官
。
)
が
彼
の
考
え
で
は
衡
平
な
解
決
法
で
あ
る
と
き
に
彼
が
法
律
に
従
っ
て

(
m
o
n
S
E
E
-
m
m
m
B
)
裁
断

(

ロ

)

す
る
こ
と
は
根
拠
が
な
い
わ
け
で
は
な
い
、
と
い
う
こ
と
を
意
味
す
る
。
人
は
彼
を
あ
る
法
の
規
定
を
適
用
す
る
こ
と
を
非
難
す
る
こ
と
は

た
だ
、
彼
が
(
厳
格
法
に
縛
ら
れ
る
と
表
明
し
て
)
厳
格
法
に
拘
束
さ
れ
る
こ
と
の
み
を
非
難
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
友

誼
的
和
合
調
整
の
任
務
は
裁
判
官
に
法
に
よ
っ
て
裁
判
す
る
こ
と
を
禁
止
す
る
も
の
で
は
な
い
。
そ
れ
は
、
法
の
規
定
の
通
常
の
適
用
が
彼

の
考
え
で
は
不
衡
平
な
結
果
に
至
る
場
合
に
、
法
の
規
定
を
外
に
置
き
衡
平
に
よ
り
裁
判
す
る
こ
と
に
根
拠
を
与
え
る
こ
と
が
本
来
的
な
の

で
あ
る
。

で
き
な
い
。

右
の
法
の
規
定
か
ら
の
解
放
は
、
伝
統
的
に
、
す
く
な
く
と
も
原
則
と
し
て
、
手
続
の
諸
規
定
か
ら
の
解
放
を
含
む
。
例
外
を
除
き
、
友

誼
的
和
合
調
整
人
は
《

E
5
2
H
2ロ
o
F同
自
由
言
内
山
内
山
巾
吉
田
昨
日
口
町
》
(
司
法
裁
判
の
も
つ
形
式
・
方
式
を
一
一
切
も
た
ず
に
。
こ
の
こ
と
は
争
い
の
な
い
と
こ
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ろ
で
あ
る
〉
裁
判
す
る
こ
と
が
許
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
よ
う
に
勧
め
ら
れ
さ
え
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

友
誼
的
和
合
調
整
は
国
の
裁
判
権
の
中
で
発
現
す
る
か
ら
、
実
体
規
定
か
ら
の
解
放
に
お
い
て
も
手
続
規
定
か
ら
の
解
放
に
お
い
て
も
、

伝
統
的
に
、
公
序
に
よ
る
限
界
は
存
す
る
。
友
誼
的
和
ム
口
調
整
は
裁
判
官
を
公
序
の
諸
規
定
に
従
う
義
務
の
下
に
置
く

(
E
S
N
H
な
2
5

H
g
p
H
わ
り

H
g白
ロ
に
∞
ω
∞
参
照
)
。
た
と
え
ば
、
対
審
の
原
則
、
判
決
を
理
由
づ
け
る
義
務
は
友
誼
的
和
合
調
整
人
に
課
せ
ら
れ
る
百
三
一
回

忌
ロ
C
〈

O
B
r
g
S
2・叶

L
b
s
B
r
8
5
8
w
H
P
H
ν
・
5
窓
口
広
忠
印

U
C〈
-

M

印】
2
1
2
E
8・同・円
U

・
吋
・
冨
窓
口
ロ
ミ
N

参
照
)
(
以
上
、

C
一二八
O
|

一
基
。
〔
仲
政
判
断
に
理
由
を
付
す
る
こ
と
が
友
誼
的
和
ム
口
調
整
の
場
合
に
も
、
公
序
で
あ
る
と
い
う
評
価
に
筆
者
は
注
目
す
る
〕
。

だ
が
、
訴
訟
に
お
け
る
代
理
が
義
務
的
で
あ
る
裁
判
所
〔
た
と
え
ば
、
大
審
裁
判
所
民
訴
七
五
一
条
、
控
訴
院
|
民
訴
八
九
九
条
。
筆
者
〕
に
お
い

て
、
こ
の
義
務
性
は
友
誼
的
和
合
調
整
を
す
る
場
合
に
も
な
お
存
す
る
か
は
厄
介
な
問
題
で
あ
る
。
義
務
的
代
理
及
び
了
逗
の
司
法
補
助
職

〔
弁
ぷ
上
・
代
訴
士
の
こ
と
筆
者
〕
の
独
占
に
関
す
る
規
定
は
第
一
二
条
の
適
用
の
場
合
に
容
易
に
曲
が
る
も
の
で
は
な
い
こ
と
は
十
分
に
理

由
が
あ
る
。
〔
と
こ
ろ
で
、
小
審
裁
判
所
i
民
訴
八
二
七
条
l
や
商
事
裁
判
所
i
民
訴
八
五
三
条
i
に
お
い
て
は
代
理
は
，
ぷ
務
的
で
な
い
。
筆
者
〕
。

た
と
え
当

事
者
が
管
轄
の
諸
規
定
の
全
て
か
ら
解
放
さ
れ
る
こ
と
を
認
め
る
と
し
て
も
(
こ
れ
を
認
め
る
か
否
か
は
溜
保
す
る
が
て
国
の
裁
判
管
轄
宕
干

丘
三
広
三
の
中
で
友
誼
的
和
合
調
整
の
任
務
を
授
け
る
こ
と
は
〔
凶
の
管
轄
権
か
ら
免
れ
る
こ
と
を
認
め
る
の
で
は
な
く
|
筆
者
〕
当
事
者
が
選
ん
だ

裁判官仲裁と司法権の変容

裁
判
管
轄
(
」
口
氏
門

-
E
Zロ
)
(
小
家
裁
判
所
、
大
審
裁
判
所
)
の
特
種
性

(EgFE
目志向

FEE巾
)
を
、
国
家
機
関
た
る
属
性
を
い
さ
さ
か
も
損
う
こ
と

な
く
、
無
色
に
す
る

(SEE--百
円
)
〔
に
止
ま
る
筆
舌
〕
も
の
で
あ
る
、
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
か
か
る
障
害
が

な
い
と
す
る
な
ら
ば
、
代
理
〔
さ
せ
る
こ
と
〕
の
自
由
は
、
上
述
と
は
逆
に
、
友
誼
的
和
合
調
整
に
結
び
つ
く
法
か
ら
の
解
放
及
び
法
か
ら
の

解
放
が
訴
訟
の
た
め
に
も
た
ら
す
と
こ
ろ
の
法
律
性

(
Y
E
E
S
の
最
小
性
の
自
然
の
延
長
と
し
て
、
現
わ
れ
る
こ
と
に
な
ろ
う
。

別
の
視
点
か
ら
の
検
討
で
あ
る
が
、
友
誼
的
和
合
調
整
の
中
味
は
関
係
人
の
意
思
に
依
存
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
は
認
め
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
で
あ
ろ
う
。
た
と
え
ば
、
当
事
者
が
、
合
意
に
よ
り
、
裁
判
官
を
こ
れ
こ
れ
の
規
定
か
ら
解
放
す
る
と
い
う
特
別
の
定
め
を
す
る
こ
と
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説

は
妨
げ
ら
れ
な
い
で
あ
ろ
う
。
当
事
者
が
特
別
の
定
め
を
し
な
い
場
合
に
は
、
国
の
裁
判
所
に
お
い
て
友
誼
的
和
合
調
整
に
訴
え
る
と
い
う

こ
と
は
、
当
事
者
が
彼
ら
の
信
頼
に
基
づ
く
行
為
に
自
然
の
な
り
ゆ
き
と
し
て
随
伴
す
る
と
こ
ろ
の
も
の
を
す
べ
て
欲
し
た
の
で
あ
る
と
い

論

う
想
定
を
許
す
も
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
弁
論
の
非
公
開
を
欲
し
た
と
想
定
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
友
誼
的
和
合
調
整
は
公
聞
の
黙
示
的
免

除
を
含
む
。
弁
論
の
公
開
を
定
め
た
民
訴
四
三
三
条
の
違
反
を
主
張
す
る
こ
と
は
理
由
が
あ
る
と
人
は
思
わ
な
い
で
あ
ろ
う
。
逆
に
、
弁
論

が
公
開
の
審
聞
に
お
い
て
な
さ
れ
た
場
合
に
つ
き
、
和
合
調
整
の
裁
判
を
攻
撃
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
を
認
め
る
こ
と
は
、
し
か
し
、
も

っ
と
困
難
で
あ
ろ
う
(
以
上
、

C

一ニ八一

5
0
〔
つ
ま
り
、
公
開
し
て
も
し
た
く
て
も
裁
判
を
取
消
す
よ
う
な
般
日
批
に
は
な
ら
ぬ
と
解
す
る
、
と
い
う
こ
と
か
。

常
心
者
〕
。
2 

初
審
の
決
定
ま
た
は
終
審
の
決
定

第
二
一
条
は
、
控
訴
(
院
上
訴
)
を
留
保
す
る
か
放
棄
す
る
か
の
選
択
を
認
め
て
い
る
。
こ
の
選
択
が
な
い
と
き
は
、
控
訴
が
で
き
る
も

の
と
し
て
処
理
さ
れ
る
。

A 

当
事
者
が
控
訴
を
放
棄
し
な
か
っ
た
場
合

こ
の
場
合
、
控
訴
を
す
る
か
否
か
は
任
意
で
あ
る
Q

控
訴
を
放
棄
し
な
い
限
り
控
訴
が
で
き
る
と
す
る
か
控
訴
を
留
保
し
な
い
v
限
り
控
訴

は
で
き
な
い
と
す
る
か
は
立
法
政
策
で
あ
る
。
友
誼
的
和
合
調
整
は
当
然
に
控
訴
の
放
棄
を
含
む
も
の
で
は
な
い
。
こ
の
点
、
仲
裁
の
場
合

と
は
逆
で
あ
る
。
新
法
に
お
い
て
は
、
仲
裁
人
に
友
誼
的
和
合
調
整
人
の
任
務
を
与
え
た
と
き
は
、
控
訴
を
明
示
的
に
留
保
し
な
い
限
り
控

訴
は
で
き
な
い
員
訴
一
四
八
二
き
。
放
棄
が
な
い
と
き
は
控
訴
を
留
保
し
た
も
の
と
法
律
上
推
定
し
た
(
第
二
一
き
こ
と
の
結
果
、
が
次
の
よ
う
な

も
の
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

控
訴
が
で
き
る
以
上
は
、
破
段
申
立
も
で
き
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
控
訴
が
で
き
る
こ
と
は
第
一
二
条
が
存
す
る
か
ら
で
あ
る
。
破
段

申
立
に
つ
い
て
は
定
め
が
な
い
。
こ
の
こ
と
は
救
済
の
非
常
の
道
が
聞
か
れ
た
ま
ま
で
あ
る
こ
と
を
引
き
出
す
こ
と
を
許
す
こ
と
に
な
ろ
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ぅ
。
も
っ
と
も
、
こ
の
道
が
作
動
す
る
場
合
に
は
友
誼
的
和
合
調
整
の
反
映
を
蒙
る
こ
と
に
な
る
。
す
な
わ
ち
、
友
誼
的
和
合
調
整
は
、
控

訴
、
破
盟
申
立
の
道
を
閉
ざ
す
も
の
で
は
な
い
と
し
て
も
、
こ
れ
ら
の
道
を
修
正
す
る
も
の
で
あ
る
。
控
訴
判
事
ま
た
は
最
高
法
院
が
行
う

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
性
質
は
、
基
盤
は
合
意
〔
友
誼
的
和
合
調
整
と
す
る
旨
の
合
意
箔
者
〕
と
い
う
刻
印
を
必
然
的
に
帯
び
る
。
第
一
審
判
事
が
友

誼
的
和
合
調
整
人
で
あ
る
と
き
は
、
そ
の
後
の
控
訴
判
事
は
友
占
的
和
合
調
整
人
と
な
る
。
適
法
に
厳
格
法
か
ら
解
放
さ
れ
た
第
一
審
和
合

調
整
を
厳
格
法
か
ら
の
吟
味
に
服
さ
せ
る
こ
と
は
愚
か
な
こ
と
で
あ
ろ
う
。
第
一
審
和
合
調
整
判
決
の
矯
正
(
同
氏
R
B丘一

g)
は
法
適
用
の
誤

り
ま
た
は
手
続
の
暇
庇
を
理
由
と
し
て
な
さ
れ
う
べ
き
も
の
で
は
な
い
(
公
序
の
規
定
に
違
反
し
た
場
合
を
除
い
て
)
。
控
訴
判
事
は
た
だ
別
の
和

一
審
判
事
の
そ
れ
と
は
別
の
判
決
の
し
か

合
調
整
人
で
あ
る
に
止
ま
る
。
彼
が
、
衡
平
の
見
地
か
ら
異
な
る
ヴ
イ
ジ
ョ
ン
を
も
っ
と
き
に
、

た

(
B
G
L
5
Y
E
S
E
C
を
優
越
さ
せ
る
者
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
破
鼓
申
立
の
審
級
に
お
い
て
は
存
し
な
い
。
最
高
法
院
は
、
逆
に
、
職

務
上
、
法
の
判
事
で
あ
っ
て
衡
平
の
判
事
で
は
な
い
。
最
高
法
院
に
お
い
て
は
、
原
則
と
し
て
、
攻
撃
さ
れ
た
判
決
に
つ
き
、
法
の
規
定
の

違
反
し
か
答
め
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
こ
れ
と
同
じ
く
、
友
直
的
和
合
調
整
判
決
は
公
序
の
規
定
の
違
反
の
ゆ
え
に
の
み
破
致
を
蒙
る
に
止

ま
る
。
〔
こ
の
よ
う
に
破
致
院
の
役
訓
を
狭
く
す
る
こ
と
は
祭
者
〕
神
経
質
で
あ
る
が
、
見
か
け
ほ
ど
特
殊
な
も
の
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
ハ
C
三
八
二
一
良
三

B 

当
事
者
が
特
別
に
控
訴
を
放
棄
し
た
場
合

裁判官仲裁と司法権の変容

友
誼
的
和
合
調
整
が
終
審
と
し
て
な
さ
れ
る
に
は
、
当
事
者
の
信
頼
の
増
大
に
よ
る
こ
と
か
ら
、
当
事
者
の
そ
の
旨
の
意
思
の
特
別
の
表

明
、
が
必
要
で
あ
り
、
そ
れ
が
控
訴
の
放
棄
で
あ
り
、
こ
れ
を
法
文
は
要
求
し
て
い
る
。
控
訴
の
放
棄
の
実
現
に
お
い
て
は
そ
の
い
ろ
い
ろ
の

結
果
を
吟
味
す
る
必
要
が
あ
る
。
控
訴
の
放
棄
の
効
果
は
制
限
的
に
解
釈
す
る
の
が
合
理
的
で
あ
ろ
う
。

す
な
わ
ち
、
控
訴
と
い
う
救
済
の
途
を
全
面
的
に
閉
ぢ
た
と
解
す
べ
き
で
は
な
い
。
む
し
ろ
、
公
序
の
規
定
の
違
反
を
理
由
と
す
る
控
訴

ハ
取
消
を
求
め
る
控
訴
)
は
存
続
さ
せ
る
べ
き
で
あ
る
。
こ
の
点
は
、
仲
裁
に
お
い
て
、
当
事
者
が
控
訴
を
放
棄
し
た
場
合
に
つ
い
て
、
判
例
が

従
来
採
っ
て
き
た
と
こ
ろ
の
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
解
釈
を
そ
の
ま
ま
移
す
こ
と
が
で
き
る
。
だ
が
、
取
消
を
求
め
る
控
訴
の
控
訴
事
由
か
ら
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説

公
序
規
定
違
反
を
除
く
そ
の
他
の
事
由
を
理
由
と
す
る
控
訴
を
認
め
る
こ
と
ま
で
も
国
の
裁
判
管
轄
に
移
す
こ
と
は
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
。

と
い
っ
て
も
、
国
の
裁
判
管
轄
と
仲
裁
の
裁
判
管
轄
の
聞
の
差
異
は
大
き
く
は
な
い
。
国
の
裁
判
管
轄
に
お
い
て
は
、
控
訴
の
裁
判
官
は
、

衡
平
に
よ
り
裁
判
す
る
た
め
に
、
本
案
の
吟
味
を
再
度
行
な
う
よ
う
訴
え
ら
れ
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
あ
っ
て
、
公
序
の
諸
規
定
の
無
視

に
対
す
る
サ
ク
ン
ク
シ
ヨ
ン
と
い
う
こ
と
を
保
持
す
る
の
で
あ
る
。

論

最
高
法
院
に
お
い
て
は
一
切
の
差
異
は
払
拭
さ
れ
る
。
最
高
法
院
が
監
査
す
る
ポ
イ
ン
ト
は
、
〔
彼
此
〕
同
様
の
制
限
の
中
で
、
配
置
さ
れ

v
h
V
(

以上、

c
一二八三瓦〉。

新
民
訴
第
二
一
条
五
項
の
コ
ル
ニ
ユ
解
釈
ー
ー
そ
の
今
一
、
第
一
宇
奈
の
手
続
而
-
|

一
つ
の
合
致
に
よ
り
一
人
の
裁
判
官
を
指
定
す
る
。
こ
れ
は
明
白
で
あ
る
。
だ
が
、
こ
の
裁
判
官
に
委
ね
ら
れ
た
機
能
の
範
囲
は
法
文
か

ら
直
接
に
測
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

1 

基
盤
に
お
け
る
分
節

第
一
二
条
の
シ
ス
テ
ム
は
二
つ
の
要
素
の
結
合
か
ら
成
る
。

一
は
、
合
意
的
の
も
の
で
あ
り
、
他
は
、
国
家
的
の
も
の
で
あ
る
。
友
躍
的

和
合
調
整
の
任
務
は
当
事
者
の
合
致

2
2
0
E
)
に
よ
り
一
人
の
裁
判
官
に
与
え
ら
れ
る
。
裁
判
官
は
国
の
裁
判
官
で
あ
る
。

A 

当
事
者
の
合
致

友
誼
的
和
合
調
整
の
任
務
を
与
え
る
こ
と
の
合
致
の
適
法
・
有
効
の
要
件
は
普
通
法
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。
と
こ
ろ
で
、
こ
の
合
致

の
性
質
は
仲
裁
付
託
と
見
る
べ
き
か
?
。
仲
裁
付
託
と
共
通
す
る
点
は
二
つ
あ
る
。
①
現
に
生
じ
た
紛
争
に
つ
い
て
の
み
右
の
合
致
が
許
さ

れ
る
こ
と
。
@
当
事
者
が
自
由
に
処
分
で
き
る
権
利
に
つ
い
て
の
み
右
の
合
致
が
許
さ
れ
る
こ
と
(
C
三
八
四
基
。
こ
の
よ
う
な
制
限
が
あ
る
。
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こ
の
よ
う
な
制
限
は
仲
裁
付
託
の
み
が
被
る
も
の
で
は
な
い
(
和
解
、
佐
川
の
放
棄
i
民
訴
五
五
六
条
、
併
u

帖
の
A
H
江
!
日
比
訴
四
一
条
、

に
お
い
て
も
然
り
)
。
よ
っ
て
、
こ
の
よ
う
な
制
限
に
服
す
る
か
ら
仲
裁
付
託
の
性
質
を
も
っ
と
い
う
こ
と
は
で
き
な
い
。
友
誼
的
和
合
調
整
に

合
致
す
る
こ
と
を
認
め
る
立
法
政
策
は
、
訴
訟
の

(gロ
芯
ロ
に

2
括
団
)
事
件
に
お
い
て
す
ら
、
友
誼
的
な
調
整
を
可
能
に
し
奨
励
す
る
こ
と
に

断
乎
と
し
て
加
担
す
る
宿
和
の
政
策
で
あ
る
。
こ
の
点
に
お
い
て
、
仲
裁
付
託
と
は
や
や
異
な
る
。
仲
裁
付
託
が
一
定
の
分
野
に
お
い
て
将

け
れ
ど
も
、

来
紛
争
仲
裁
付
託
を
許
さ
れ
る
の
と
異
な
り
、
裁
判
官
に
友
直
的
和
合
調
整
の
任
務
を
将
来
紛
争
に
つ
い
て
与
え
る
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
。

友
誼
的
和
合
調
整
の
合
致
は
明
白
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
明
白
で
あ
れ
ば
足
り
る
。
す
な
わ
ち
、
そ
の
方
式
は
自
由
で
あ
る
。
友
諸

的
仲
裁
人
と
し
て
裁
断
す
る
任
務
、
衡
平
に
よ
り
裁
断
す
る
任
務
、
法
に
よ
り
裁
断
す
る
こ
と
の
免
除
な
ど
そ
う
い
う
趣
旨
の
こ
と
で
足
り

る
。
第
一
二
条
は
書
面
を
要
求
し
て
い
な
い
(
以
上
、

C
三
八
吾
氏
、

B 

国

の

裁

判

官

友
誼
的
和
合
調
整
の
任
務
は
当
事
者
の
合
意
に
よ
り
与
え
ら
れ
る
。
第
一
二
条
は
こ
の
任
務
に
国
の
裁
判
管
轄
権

(
Y
E
E
5口
合
さ
官
。
)

を
与
え
た
。
す
な
わ
ち
、
第
一
一
一
条
の
裁
判
官
は
国
の
裁
判
管
轄
権
の
〔
行
使
の
〕
機
関
(
包
括
目
立
な
の
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
、

こ
の
友
誼
的
和
合
調
整
を
自
宅
で
私
の
名
儀
で
実
施
す
る
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
。
そ
れ
は
司
法
の

3
5
E
H
と
E
W
E
-
Z
)
裁

裁判官仲裁と司法権の変容

判
管
轄
権
に
属
す
る
も
の
で
あ
る
。
大
審
裁
判
所
の
部
の
ご
と
き
合
議
体
に
こ
の
任
務
が
与
え
ら
れ
た
と
き
は
こ
の
こ
と
は
一
目
瞭
然
で
あ

る
。
実
際
に
は
単
独
の
裁
判
官
に
こ
の
任
務
が
与
え
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
で
あ
ろ
う
。
そ
の
こ
と
は
し
か
し
裁
判
官
の
介
入
の
名
儀
の
性
質

を
変
え
る
も
の
で
は
な
い
。
裁
判
官
が
法
曹

(
B品
E
H主
と
し
て
有
す
る
偶
人
的
資
質
は
介
入
の
名
儀
を
特
長
づ
け
る
の
に
十
分
で
は
な

い
。
一
出
∞
冊
目
B
U
r
-開

g
g吉
田

-
5
5
は
裁
判
管
轄
権
機
構

(F丘
S
Fニ
ロ
ユ
丘
三
吉
岡
と
か
ら
は
ず
れ
て
宙
に
浮
い
て
い
る
も
の
で
は
な
く
、

こ
の
機
構
の
裁
判
管
轄
権
〔
そ
の
も
の
〕
な
の
で
あ
る
。
裁
判
官
単
独
で
あ
れ
、
小
審
裁
判
所
で
あ
れ
、
大
審
裁
判
所
で
あ
れ
、
そ
れ
は
、
要

す
る
に
司
法
の
範
時
の
裁
判
管
轄
権
の
機
能
の
行
使
に
お
け
る
友
誼
的
和
合
調
整
人
で
あ
る
(
C
一ニ八六頁〉。
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説

〔
コ
ル
ニ
ユ
は
、
注
に
お
い
て
、
当
市
者
が
裁
判
官
を
選
択
す
る
こ
と
が
で
き
る
か
、
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
。
彼
は
私
見
と
し
て
い
う
。
あ
る
裁
判
所
の
中

で
、
一
人
の
裁
判
官
を
選
ん
で
こ
の
者
に
、
あ
る
い
は
数
人
の
裁
判
官
を
選
ん
で
こ
れ
に
よ
り
構
成
さ
れ
る
合
議
体
に
、
友
誼
的
和
合
調
整
の
任
務
を
与
え
る
こ

と
が
で
き
る
。
実
際
問
題
と
し
て
は
、
し
か
し
、
そ
の
た
め
に
、
い
ろ
い
ろ
手
続
が
必
要
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
当
該
裁
判
所
の
長
の
同
意
を
要
す
る
で
あ
ろ
う
。

こ
れ
ら
の
問
題
は
し
か
し
、
克
服
で
き
な
い
も
の
で
は
な
い
。
C
三
八
六
頁
、
注
(
お
〉
〕

論

こ
の
当
事
者
の
合
意
と
国
の
裁
判
管
轄
権
と
の
連
結
は
、
当
事
者
に
、
大
き
な
利
点
を
与
え
る
。
こ
の
友
誼
的
和
合
調
整
裁
判
官
の
決
定

は
、
執
行
許
可
を
得
る
こ
と
を
必
要
と
せ
ず
、
執
行
力
を
賦
与
さ
れ
て
い
る
。
仲
裁
判
決
は
、
執
行
許
可
と
い
う
形
を
必
要
と
し
、
執
行
許

可
命
令
を
す
る
こ
と
を
妨
げ
る
種
々
の
訴
訟
手
段
に
対
抗
さ
れ
る
が
、
右
の
決
定
に
は
、
そ
う
い
う
こ
と
は
な
い
。

こ
の
ほ
か
に
、
な
お
二
つ
の
重
要
な
結
果
が
あ
る
。
ま
ず
、
費
用
は
、
通
常
の
裁
判
費
用
に
属
す
る
。

つ
ぎ
に
、
当
事
者
が
裁
判
官
に
報

酬
を
払
う
と
い
う
こ
と
は
一
切
な
い
〔
コ
ル
ニ
ユ
は
、
こ
れ
は
、
い
ま
す
こ
し
、
緩
和
す
る
こ
と
を
考
え
る
余
地
が
あ
る
、
と
評
す
る
〕
(
以
上
、

C
三
八
六
|

七
百
同
)
。

2 

現
実
の
機
能
に
お
け
る
ゆ
と
り

当
事
者
の
合
致
と
国
家
の
裁
判
管
轄
権
と
い
う
二
つ
の
節
(
ふ
し
)
が
前
述
の
よ
う
な
必
然
の
結
果
を
も
た
ら
す
。
だ
が
、
実
務
の
上
で

は
、
利
用
者
が
操
作
す
る
余
地
が
あ
る
の
で
、
そ
の
限
界
を
探
ら
ね
ば
な
ら
な
い
。

A 

当
事
者
の
自
由
が
優
先
す
る
こ
と
が
明
ら
か
な
諸
点

ま
ず
、
紛
争
が
生
じ
て
い
さ
え
す
れ
ば
、
友
誼
的
和
合
調
整
の
合
致
は
、
訴
訟
係
属
中
に
管
轄
裁
判
官
の
前
で
な
さ
れ
て
も
よ
く
、
訴
訟

係
属
前
に
な
さ
れ
て
も
よ
い
。
つ
ぎ
に
、
右
の
い
ず
れ
の
場
合
に
つ
い
て
も
、
右
の
明
示
の
合
致
が
と
り
う
る
方
式
は
、
い
ろ
い
ろ
で
あ

る
。
共
同
申
立
〔
民
訴
五
四
条
、
五
七
条
、
両
当
事
者
揃
つ
て
の
訴
え
提
起
〕
に
お
い
て
友
誼
的
和
合
調
整
の
任
務
を
与
え
る
こ
と
が
で
き
る
(
民
訴
五

八
き
。
共
同
申
立
に
お
い
て
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
な
い
。
右
合
致
が
訴
提
起
三
口
洋

g
z
の
開
始
)
以
前
に
お
い
て
商
議
さ
れ
て
い
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る
場
合
に
は
、

-
J
g
g宮
町
(
訴
訟
手
続
)
が
共
同
申
立
以
外
の
行
為
(
な
か
ん
ず
く
、
一
方
の
申
立
た
る
召
喚
、

F
E関口
E
g、
片
品
五
四
条
、
五
五

条
)
に
よ
っ
て
開
始
さ
れ
る
こ
と
が
で
き
、
(
大
事
裁
判
所
に
お
い
て
は
)
当
事
者
が
友
直
的
和
合
調
整
の
任
務
の
授
権
と
い
う
内
容
の
符
合
し

た

gロ乙
5
5
5
〔
主
張
抗
弁
A
L
H

の
こ
と
、
民
訴
八
一
ぷ
条
一
一
頃
参
照
l
筆
者
〕
を
交
換
す
る
結
果
、
右
合
致
、
が
成
立
す
る
こ
と
が
で
き
る
(
大
審
裁
判

所
に
お
け
る
訴
訟
手
続
進
行
中
に
お
い
て
合
致
が
あ
っ
た
場
合
に
は
、
こ
の
よ
う
な
交
換
が
臼
然
の
や
り
方
で
あ
ろ
う
)
。
ま
た
、
右
の
合
致
は
、
手
続
が
口

頭
で
な
さ
れ
る
も
の

(cz-主
で
あ
る
裁
判
所
(
た
と
え
ば
、
小
家
裁
判
所
。
と
く
に
、
裁
判
守
の
前
に
両
当
事
者
が
任
意
向
滅
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
申
立

2
2
5
ロ
号
)
が
な
さ
れ
る
l
民
訴
八
二
九
条
場
合
。
た
だ
し
、
こ
の
よ
う
な
場
合
に
限
る
も
の
で
は
な
い
)
に
お
い
て
で
あ
れ
、
そ
の
他
の
裁
判
所
に
お

い
て
で
あ
れ

i
と
く
に
、
本
人
出
頭
〔
8
5官
2
己
C
口
同

MOEozo--0・
裁
判
V
は
本
人
出
泌
を
命
ず
る
こ
と
が
で
き
る
。
民
訴
一
八
四
条
l
筆
者
〕
を
し

て
い
る
間
に
右
合
致
を
宣
言
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
i
口
頭
に
よ
る
も
の
で
守
2
Eご
あ
る
こ
と
が
で
き
る
(
以
上
、

C

三
八
七
頁
〉
。

B 

議
論
が
あ
り
う
べ
き
諸
点

弁
論
の
公
開
す
く
な
く
と
も
、
両
当
事
者
が
、
そ
の
意
思
を
特
別
に
明
示
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
弁
論
を
公
開
し
な
い
こ
と

に
す
る
こ
と
が
、
法
律
上
、
で
き
る
と
思
わ
れ
る
。
黙
示
的
で
も
よ
い
と
は
い
え
な
い
か
も
知
れ
な
い
と
し
て
も
。
民
訴
四
三
五
条
は
、
す

べ
て
の
当
事
者
が
弁
論
の
非
公
開
を
求
め
る
場
合
に
、
裁
判
官
は
こ
れ
に
つ
い
て
決
定
す
る
権
限
を
も
つ
こ
と
を
定
め
て
い
る
〔
つ
ま
り
、
当

(

イ

)

裁判官仲裁と司法権の変容

然
に
、
非
公
開
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
筆
者
〕
。
だ
が
、
こ
の
要
求
を
拒
否
す
る
と
い
う
ぶ
ざ
ま
(
自
己
邑
2
2乏
は
想
像
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

当
事
者
の
意
思
と
第
一
一
一
条
の
趣
旨
と
を
優
先
さ
せ
る
の
が
論
理
に
か
な
う
。
法
律
が
友
誼
的
和
合
調
整
に
道
を
聞
い
た
と
き
は
、
法
律

は
、
法
律
が
目
論
ん
だ
目
的
を
達
す
る
手
段
を
欲
し
た
、
と
考
え
る
の
が
首
尾
一
貫
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
非
公
開
と
い
う
こ
と
が
友
誼
的

和
合
調
整
の
性
質
に
由
来
す
る
こ
と
は
誰
も
が
知
っ
て
い
る
の
で
あ
る
(
C
三
八
七
八
頁
〉
。

(

ロ

)

期
限

当
事
者
は
裁
判
官
に
裁
断
す
る
期
限
を
指
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
か
〔
仲
裁
人
に
対
し
て
は
、
仲
裁
判
決
を
す
る
期
限
を
指
定

す
る
こ
と
が
で
き
る
|
筆
者
〕
。

こ
の
問
題
は
微
妙
で
あ
る
。
国
の
裁
判
権
の
機
能
を
期
限
の
指
定
に
よ
り
制
約
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
よ
う
に
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説

司
法
裁
判
矛
」
ロ

E
2
)
の
前
に
お
い
て
市
民
は
平
等
で
怠
る
と
の
原

思
わ
れ
る
〔
裁
判
所
の
判
決
に
は
期
限
の
刈
め
は
な
い

1
1
ι
〕。

し
か
し
、

川
刊
刊
令
i
h

、

j

t

 
目
録
に
示
さ
れ
た
順
序
〔

}
0
5
2
r
z
-
0・
裁
判
所
の
が
件
笠
処
法
の
似
ぃ
片
、
こ
こ
で
は
、
あ
ら
か
じ
め

μ
め
ら
れ
た
こ
と
の
な
i
次
石
補
〕
を

吾左与

日!岡

正
当
な
理
由
を
も
っ
て
ゆ
る
め
る
こ
と
を
排
斥
す
る
も
の
で
は
な
い
〔
法
律
上
の
以
川
を
ゆ
る
め
る
こ
と
か
?
!
日
本
者
〕
。

右
の
原
則
の
秩
序
の
中

訴
訟
手
続
以
前
か
ら
、
〔
こ
の
人
が
担
当
す
る
と
l
筑
者
補
〕
予
測
さ
れ
る
裁
判
官
と
期
限
の
こ
と
を
話
し
合
い
、
事
案
の
実
質
を
し
ん
し

ゃ
く
し
て
期
限
を
定
め
る
な
ら
ば
、
期
限
の
問
題
は
袋
小
路
か
ら
扶
け
出
す
の
で
あ
る
(
以
上
、

c
一ニ八八頁〉。

ま
た
、
友
誼
的
和
合
調
整
裁
判
官
は
、
手
続
に
お
い
て
、

1

1

な
か
ん
ず
く
、
証
拠
書
類
を
提
出
さ
せ
る
た
め
に
、
及
び
、
対
審
を
尊
重

さ
せ
る
た
め
に
ー

l
提
出
命
令
、
山
民
命
令
な
と
の
|
清
治
〕
命
令

(
5守口口

gロ
)
を
出
す
権
能
を
保
有
す
る
か
と
い
う
問
題
、
が
、
当
事
者
が
こ

の
こ
と
に
つ
い
て
沈
黙
し
て
い
る
場
合
に
、
あ
る
い
は
と
り
き
め
た
期
限
を
守
る
た
め
に
必
要
で
あ
る
場
合
に
、
存
ず
る
。
肯
定
す
べ
き
も

の
で
あ
ろ
う
。
友
誼
的
和
合
調
整
の
任
務
は
国
の
裁
判
権
に
内
在
す
る
諸
権
能
を
裁
判
官
か
ら
切
り
取
る
も
の
で
は
な
い
な
上
、

c
一ニ八八頁)。

友
占
的
和
合
調
整
人
と
さ
れ
る
裁
判
官
に
事
案
が
係
属
す
る
の
は
、

で、
(

ハ

)

管
轄
権

(
n
a
g
-
Z
2
m
)

彼
が
管
轄
権
を
有
す
る
こ
と
に

お
い
て
係
属
す
る

(
n
o
g
-
z
B
S
;田
正
)
と
い
う
こ
と
を
第
一
二
条
は
前
提
と
し
て
い
る
の
か
。
こ
れ
は
も
っ
と
も
デ
リ
ケ

1

1
な
問
題
で

あ
る
。
第
一
二
条
は
右
の
ご
と
く
で
あ
る
こ
と
を
要
求
し
て
い
る
の
か
。
第
一
二
条
は
管
轄
の
規
定
を
一
一
百
二
言
で
全
て
一
掃
し
た
、
と
解

す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。
友
誼
的
和
合
調
整
は
、
国
の
裁
判
権
の
中
で
さ
え
も
管
轄
権
の
全
体
制
を
覆
え
す
結
果
に
至
る
よ
う
な
役
目

(
円

E
認
め
)
を
細
目
の
規
定
も
も
た
ず
に
保
有
す
る
、
と
解
釈
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。
問
題
を
細
目
に
お
い
て
検
討
し
よ
う
。

友
誼
的
和
合
調
整
が
許
さ
れ
な
い
争
訟
は
す
べ
て
管
轄
外
に
置
か
れ
る
。
こ
れ
を
除
く
そ
の
他
の
争
訟
に
つ
い
て
は
、
管
轄
の
規
定
が
適

用
さ
れ
る
の
で
、
合
意
管
轄
が
認
め
ら
れ
る
場
合
に
は
問
題
は
な
い
。
そ
の
他
の
点
で
は
以
下
の
よ
う
な
状
態
で
あ
る
。
多
く
の
友
誼
的
和

ム
口
調
整
に
か
か
る
争
訟
は
〈
契
約
よ
り
生
ず
る
)
訴
訟
事
件
(
ロ
ロ

g
E
2
5
2
H
)
に
属
し
、
こ
う
い
う
事
件
に
お
い
て
は
事
項
割
当
管
轄
(
口

3
7

-
Z
Z
O
L
u己
主
r
E
-
S
)
に
関
す
る
諸
規
定
は
ほ
と
ん
ど
邪
魔
に
な
ら
な
い
。
管
轄
の
規
定
の
違
反
に
対
す
る
サ
ン
ク
シ
ョ
ン
は
不
完
全
で
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柔
軟
性
が
あ
る
の
で
結
果
と
し
て
管
轄
は
拡
が
る
(
決
判
ょ
げ
は
、
公
序
に
属
す
る
管
帖
の
別
記
の
不
遊
守
の
場
合
に
す
ら
、
そ
の
無
作
帖
を
版
権
で
取
り
上

げ
る
義
務
を
打
せ
ず
、
取
り
L

し
げ
る
こ
と
が
で
き
る
(
町
出

2rb)
の
で
し
か
な
い
。
時
点
九
二
条
一
項
、
九
三
条
)
。
無
管
轄
の
抗
弁
を
制
限
す
る
規
定
が
あ
る

〈
民
訴
七
四
条
〉
(
以
上
、
三
八
八
九
頁
)
。

そ
れ
で
も
な
お
、
二
つ
の
障
害
が
残
存
す
る
。
第
一
の
障
害
は
、
当
事
者
の
一
人
が
友
占
的
和
合
調
整
人
の
管
轄
権
を
拒
否
す
る
場
合
に

し
か
し
、
こ
の
場
合
で
も
、
友
誼
的
和
合
調
整
の
合
致
を
後
悔
し
て
い
る
か
訴
訟
手
続
の
開
始
を
後
悔
し
て
い
る
も

見
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。

の
と
推
測
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
こ
の
場
合
以
外
の
場
合
に
は
、
原
告
は
、
無
管
結
を
主
張
す
る
権
利
を
失
っ
て
い
る
令
た
ろ
う
。

は
、
職
権
加
熱
管
村
山
町
苧
仁
川
の
制
皮
で
あ
ろ
う
。
〕
裁
判
官
の
側
に
お
い
て
は
、
事
項
割
当
管
轄
(
民
訴
九
一
蚕
一
き
ま
た
は
土
地
管
轄
(
民
訴
九
=
蚕
〉
に
お
け

る
公
序
の
規
定
の
違
反
の
場
合
に
は
、
自
己
の
無
管
轄
を
職
権
で
取
り
上
げ
る
権
能
を
有
す
る
で
あ
ろ
う
。
公
序
の
規
定
以
外
の
事
項
割
当

管
轄
規
定
の
不
遵
守
の
場
合
に
は
、
被
告
が
出
頭
し
な
い
場
合
に
裁
判
官
が
職
権
で
無
管
轄
を
宣
言
す
る
(
民
訴
九
二
条
一
項
)
。
被
告
も
ま
た
出

〔
第
一
一
の
降
百

頭
し
て
い
る
と
き
は
こ
の
限
り
で
な
い
。
民
訴
四
八
条
は
、
直
接
ま
た
は
間
接
に
土
地
管
轄
の
規
定
に
抵
触
す
る
約
定
条
項
は
す
べ
て
、

(
あ
る
例
外
を
除
き
て
記
載
さ
れ
て
な
い
も
の
と
み
な
す
と
定
め
て
い
る
。
民
訴
九
三
条
は
、
訴
訟
の
事
件
に
つ
い
て
は
、
身
分
に
関
す
る
争

訟
の
場
合
、
法
律
、
が
他
の
裁
判
所
に
専
属
管
轄
を
与
え
て
い
る
場
合
、
ま
た
は
被
告
が
出
頭
(
応
訴
)
し
な
い
場
合
に
の
み
、
土
地
無
管
轄

裁判官仲裁と司法権の変容

を
職
権
で
宣
言
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
す
る
。

し
た
が
っ
て
、
被
告
も
ま
た
出
頭
し
て
い
る
場
合
に
は
職
権
に
よ
る
無
管
轄
立
一
一
一
一
日
は
で
き
な

し、。

こ
の
限
度
で
、
右
の
民
訴
四
八
条
の
効
果
は
弱
め
ら
れ
る
こ
と
が
で
き
る
、
と
解
す
る
。

か
く
て
、
第
一
一
一
条
に
よ
り
、
管
轄
の
障
害
を
大
胆
に
越
え
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

し
か
し
、
重
大
な
条
件
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
訴
訟
手

続
の
開
始
の
と
き
か
ら
、
裁
判
官
と
両
当
事
者
は
、

一
緒
に
な
っ
て
、
こ
の
こ
と
に
詮
意
を
払
い
、
友
誼
的
和
合
調
整
の
任
務
に
つ
き
合
致

し
、
必
要
と
あ
ら
ば
、
こ
の
任
務
が
必
要
と
す
る
管
轄
の
大
幅
な
延
長
に
つ
き
合
致
す
る
こ
と
で
あ
る
。
法
律
上
は
、
彼
等
の
合
致
に
優
先

す
る
こ
と
の
で
き
る
も
の
は
な
い
で
あ
ろ
う
(
以
上
、

C
コ一八九頁〉。
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説

四

ラ
セ
ー
ル
議
長
の
発
言

5命

コ
ル
ニ
ュ
報
告
の
後
、
ラ
セ

l
ル
議
長
(
パ
リ
控
訴
院
付
弁
護
士
)
は
、
次
の
よ
う
な
発
言
を
し
て
ベ
レ
報
告
を
求
め
た
。

わ
れ
わ
れ
は
、
大
き
な
興
味
を
も
っ
て
拝
聴
し
た
。
あ
な
た
は
全
く
新
し
い
主
題
を
扱
っ
た
。
あ
ま
り
に
も
新
し
く
、
わ
れ
わ
れ
の
認
識

(
2
2
ω
5
2
2
ω
)

に
訴
え
る
よ
り
も
よ
り
多
く
わ
れ
わ
れ
の
想
像
公
自
品
吉
E
2
6
に
訴
え
た
。
あ
な
た
は
ま
ず
、
第
一
二
条
の
立
法
者
は
古
い
法
似
か
ら
イ
ン
ス
ピ
レ

l
シ
ョ

を
汲
み
と
っ
た
と
述
べ
た
。
そ
れ
は
、
人
が
信
頼
す
る
よ
き
裁
判
官
を
探
し
求
め
る
こ
と
で
あ
る
。
あ
な
た
は
、
つ
い
で
、
立
法
者
の
犯
っ
た
も
の
を
問
う

た
。
そ
れ
は
裁
判
を
求
め
る
者

(}fEZnut-o)
の
利
益
で
あ
る
。
当
事
者
向
人
が
誠
実
に
一
人
の
裁
判
官
に
信
頼
し
て
任
か
せ
、
こ
れ
に
大
幅
な
裁
措
権
を

与
え
、
も
っ
て
訴
訟
‘
か
限
り
な
く
延
引
す
る
の
を
避
け
る
と
い
う
こ
と
を
考
え
る
こ
と
は
不
可
能
で
は
な
い
。
こ
れ
が
第
一
二
条
が
か
か
わ
ろ
ポ
イ
ン
ト
で

あ
る
。だ
が
、
こ
の
第
一
一
一
条
が
適
用
さ
れ
る
ケ
l
ス
が
少
な
い
の
は
な
ぜ
か
。
ひ
と
つ
は
、
第
一
二
条
が
簡
潔
す
ぎ
て
、
ど
の
よ
う
に
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
る

か
が
明
ら
か
で
な
い
こ
と
で
あ
る
。
仲
裁
人
と
な
る
べ
き
裁
判
官
は
ど
う
い
う
も
の
か
。
そ
れ
は
裁
判
所
長
な
の
か
。
友
詑
的
和
合
調
整
人
の
任
務
を
与
え
る

や
り
方
は
ど
う
な
の
か
。
仲
裁
付
託
に
よ
る
の
か
。
仲
裁
付
託
を
ど
う
い
う
ふ
う
に
し
て
す
る
の
か
。
友
誼
的
和
合
調
整
裁
判
官
は
ど
う
い
う
決
定
を
す
る
の

か
。
そ
の
決
定
は

Y
m
O
B
O
E
〈
裁
判
所
の
判
決
)
な
の
か
凹

2
5ロ
口
ぬ
(
仲
裁
人
の
判
決
)
な
の
か
。
こ
う
い
っ
た
多
く
の
問
題
に
第
一
二
条
は
符
与
え
て
い
な
い
。

こ
う
い
う
状
態
で
は
、
山
小
〈
務
家
は
、
不
確
さ
の
ゆ
え
に
、
第
一
二
条
を
使
お
う
と
し
な
い
の
で
あ
る
。

他
の
ひ
と
つ
は
、
裁
判
行
は
仲
裁
人
と
な
る
の
に
適
し
て
い
る
か
に
問
題
が
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
ロ
!
?
の
発
想
に
淵
源
す
る
、
従
っ
て
引
か
れ
た
成
文
の

法
の
中
で
昼
も
夜
も
働
い
た
一
人
の
人
間
が
友
誼
的
和
ム
口
調
整
人
と
し
て
裁
断
す
る
こ
と
を
望
ん
で
危
険
な
道
に
臼
分
を
引
き
込
む
、
と
い
う
こ
と
は
容
易
に

あ
る
こ
と
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
あ
な
た
は
、
裁
判
官
は
つ
ね
に
友
誼
的
和
合
調
整
人
で
あ
る
と
述
べ
た
。
し
か
し
、
法
律
は
当
事
者
の
保
障
で
あ
り
、
裁
判

官
は
彼
が
負
荷
し
て
い
る
法
条
文
に
よ
っ
て
縛
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
う
い
う
枠
組
の
中
で
昼
も
夜
も
働
い
た
人
で
、
問
題
に
別
の
角
度
の
下
で
政
近
す
る
た

め
に
、
従
前
馴
れ
て
き
た
理
山
づ
け
の
や
り
方
か
ら
去
ろ
う
と
す
る
人
が
、
は
た
し
て
い
る
も
の
だ
ろ
う
か
。
こ
れ
こ
そ
、
ベ
レ
氏
に
そ
の
見
併
を
期
待
す
る

問
題
で
あ
る
。
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五

報

tヒ
ロ

守
J、、

レ

1 

序

人
は
裁
判
官
を
仲
裁
人
に
対
立
さ
せ
る
こ
と
に
馴
れ
て
い
る
。
裁
判
官
は
国
家
の
名
に
お
い
て
法
律
の
た
め
に
活
動
す
る
。

し
、
仲
裁
人
は
私
的
個
人
に
よ
り
選
ば
れ
こ
の
者
の
た
め
に
活
動
し
し
ば
し
ば
法
律
よ
り
も
衡
平
を
よ
り
好
む
。
仲
裁
判
決
の
強
制
執
行
の

段
階
に
お
い
て
は
仲
裁
判
決
の
有
効
条
件
を
裁
判
官
が
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
と
い
う
意
味
に
お
い
て
、
裁
判
官
は
仲
裁
人
よ
り
も
上
位
に
あ

る
。
こ
の
よ
う
に
考
え
馴
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
れ
に
対

か
く
て
、

「
裁
判
官
仲
裁
人
」
と
い
う
表
現
は
矛
盾
の
刻
印
に
見
え
る
。

第
二
一
条
は
、
こ
の
二
つ
の
種
類
の
人
物
の
総
合
を
試
み
た
。

だ
が
、
こ
の
規
定
は
六
年
前
か
ら
適
用
さ
れ
て
い
な
い
。
裁
判
官
仲
裁
人
は
死
産
だ
っ
た
の
か
。
わ
た
し
は
そ
の
よ
う
に
は
考
え
な
い
吉
三

九
四
頁
〉
。
歴
史
上
の
最
初
の
裁
判
官
は
仲
裁
人
で
あ
っ
た
と
人
は
い
う
〔
ロ
1
7
の
同
門

E
E
の
こ
と
で
あ
ろ
う
か
l
筆
者
〕
。

次
第
に
仲
裁
の
機
能
と
裁

裁判官仲裁と司法権の変容

判
の
機
能
が
い
ろ
い
ろ
の
理
由
か
ら
分
別
し
て
き
た
。

し
た
が
っ

し
か
し
、
こ
れ
ら
を
近
づ
け
る
余
地
は
な
い
と
は
い
わ
れ
て
い
な
い
。

て
、
最
後
の
仲
裁
人
は
裁
判
官
で
あ
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
〔
語
呂
合
わ
せ
に
注
意
l
筆
者
〕
。

そ
れ
門
裁
判
官
仲
絞
人
〕
に
至
る
の
に
二
種
の
道
が
あ
る
。

す
る
こ
と
で
あ
る
(
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
、
後
述
す
る
。
〔
後
掲
2
〕)。 ひ
と
つ
は
、
裁
判
官
が
そ
の
本
来
の
機
能
の
外
で
仲
裁
人
に
な
る
こ
と
を
習
得

他
の
ひ
と
つ
は
、
裁
判
官
の
機
能
の
中
で
仲
裁
人
の
役
割
を
演
ず
る
こ
と

を
裁
判
官
の
権
限
と
す
る
こ
と
で
あ
る
ハ
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
、
後
述
す
る
。
〔
後
掲
3
〕
)
。
だ
が
、

る
に
は
彼
等
が
そ
れ
を
望
む
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
だ
か
ら
、
ま
ず
、
裁
判
官
た
ち
が
、
仲
裁
人
・
仲
裁
・
仲
裁
の
利
点
に
つ
い
て
ど

職
業
裁
判
官
が
仲
裁
人
た
る
こ
と
を
習
得
す
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説

ん
な
見
解
を
も
っ
て
い
る
か
を
知
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

;命

有
名
な
破
段
院
一
八
四
つ
一
年
七
月
一

O
日
判
決
〔
ω
-
E
8・
H

印

E
w
u
-
Eお
-rω
む
に
悩
枚
。
将
米
紛
争
仲
段
付
託
約
状
円
F
5
0
2
B司
B
E
m
a

田

C
E
を
無
効
な
り
と
し
た
も
の
で
あ
る
l
川
市
右
〕
、
が
示
し
た
将
来
紛
争
仲
裁
付
託
約
款
に
関
す
る
不
評
は
、

一
九
二
五
年
〔
一
二
月
一
一
一
日
法
律
i

筆
者
〕
に
立
法
者
に
よ
り
〔
尚
引
が
件
に
つ
い
て
将
来
紛
争
仲
裁
付
託
約
款
を
有
効
と
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
l
筆
者
〕
部
分
的
に
取
り
除
か
れ
た
が
、

の
不
評
は
仲
裁
に
関
す
る
あ
る
不
信
を
表
わ
す
も
の
で
あ
っ
た
〔

r
z
m
c
Z
F
k
F円
寸
芝
山
間
四
口
7
L
-
2
S
E
E
R
-日
-
w
A
E
-
E
S
ゆ
-
H
N

由
参
照
|

筆
者
〕
。
と
い
う
の
は
、
当
時
の
民
訴
一

O
O六
条
の
文
言
か
ら
は
右
判
決
の
結
論
が
当
然
に
出
て
く
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る

〔一

O
O六
条
は
、
仲
裁
付
託
は
一
心
ぷ
物
と
仲
裁
人
の
氏
名
と
を
指
定
し
て
な
す
べ
し
、
こ
れ
に
反
す
る
も
の
は
無
効
と
す
る
、
と
泌
め
た
も
の
で
あ
る
l
策
者
〕
。

こ
の
不
信
は
フ
ラ
ン
ス
革
命
の
立
法
者
の
過
度
の
熱
狂
に
後
続
し
た
も
の
で
あ
り
、
こ
の
よ
う
な
過
度
そ
の
も
の
に
起
因
し
た
の
で
あ
っ
た

舌
三
九
四
頁
)
〔
小
山
外
「
フ
ラ
ン
ス
一
八

O
六
年
仲
裁
法
の
制
定
の
経
緯
」
北
大
法
学
論
集
一
二

O
巻
四
号
八
一
七
五
参
照
l
笠
者
〕
。

だ
が
、
商
取
引
の
発
展
、
国
際
的
な
諸
関
係
の
発
展
、
技
術
上
の
諸
問
題
の
繁
殖
、
こ
れ
ら
は
、
お
そ
ら
く
、
裁
判
官
の
仕
事
が
豊
富
に

な
り
す
ぎ
る
と
い
う
虞
れ
を
起
こ
し
、
裁
判
官
た
ち
は
、
次
第
に
、
仲
裁
に
、
好
意
的
局
外
中
立
た
ら
ざ
る
を
え
な
く
な
っ
た
。
そ
し
て
、

こ
の
局
外
中
立
は
'
無
条
件
の
援
助
に
変
っ
た
。
な
か
ん
づ
く
、
国
際
私
法
の
分
野
で
こ
の
協
力
が
あ
っ
た
。
だ
が
、
国
内
法
の
分
野
で
も
こ

の
協
力
が
あ
っ
た
。
〔
中
山
町

im込者〕。

そ
う
な
っ
て
み
る
と
、
こ
ん
ど
は
、
仲
裁
に
付
託
さ
れ
る
事
件
を
裁
判
官
が
取
り
戻
す
と
い
う
企
て
が
起
こ
る
こ
と
が
あ
り
は
し
な
い

か
、
と
問
う
て
み
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
こ
の
こ
と
に
関
し
て
は
次
の
よ
う
な
こ
と
が
は
っ
き
り
し
て
い
る
。

離
婚
事
件
と
交
通
事
故
事
件
と
で
民
事
事
件
の
ほ
ぼ
半
分
に
な
る
Q

海
事
ま
た
は
国
際
的
の
大
訴
訟
は
ほ
と
ん
ど
な
い
と
い
っ
て
よ

い
。
商
事
取
引
契
約
の
八
九
パ
ー
セ
ン
ト
は
将
来
紛
争
仲
裁
付
託
約
款
付
き
で
あ
る
。
こ
れ
は
正
常
な
こ
と
で
あ
る
。
裁
判
官
た
ち
が
右
の

① 
企
て
を
も
っ
と
す
れ
ば
大
き
な
期
待
は
ず
れ
と
な
る
。
裁
判
官
た
ち
が
国
際
商
事
法
及
び
経
済
問
題
に
関
心
を
も
っ
〔
て
、
そ
う
い
う
訂
作
の ラ回

、ー

北法36(1-2・340)340



裁
判
を
し
た
い

l
w片
山
間
〕
な
ら
そ
れ
だ
け
深
刻
な
期
待
は
ず
れ
で
あ
る
。
裁
判
官
は
、
社
会
的
に
心
理
的
に
、
孤
立
す
る
こ
と
に
な
る
宣
=
一
九

五
頁
)
。

第
二
本
に
お
い
て
で
あ
れ
控
訴
審
に
お
い
て
で
あ
れ
、
破
間
以
院
審
理
に
お
い
て
さ
え
も
、
あ
る
種
の
分
野
に
お
い
て
、
法
の
規
定
よ

り
も
衡
平
に
依
拠
し
た
い
と
感
ず
る
こ
と
が
あ
る
。
集
団
的
〔
川
万
倒
〕
協
約
、
ス
ト
ラ
イ
キ
権
、
〔
川
市
の
〕
組
合
の
分
裂
、
社
問
(
白

ω
2
3
5ロ)

@ 
の
運
営
(
向
。
ロ
ロ
Z
S
D
O
E
O
D

件、
顧
客
の
譲
渡
が
問
題
に
な
る
ケ

l
ス
に
お
い
て
で
あ
る
。

裁
判
所
は
、

ま
た
、

自
由
業
の
人
へ
の
報
酬
や
受

任
者
へ
の
報
酬
に
つ
い
て
は
大
幅
の
自
由
を
も
つ
が
、
こ
の
自
由
は
、
法
よ
り
も
友
占
的
和
合
調
整
に
接
触
す
る
も
の
で
あ
る
。
パ
リ
の
レ

(
1
)
 

プ
ェ
レ
〔
円
b
R弘
氏
一
品
開
八
問
条
、
八
ひ
八
条
、
八
山
八
条
、
八
七
二
条
、
九
五
六
条
。
日
本
の
仮
処
分
に
相
封
す
る
i
不
v
h
〕
の
裁
判
官
は
、

レ
フ
ェ
レ
の

処
分
と
し
て
〔
係
勺
物
件
を
第
一
一
一
台
の
下
J

に
〕
保
管
し
た
り

(
U
2
5
2
5ミ
調
整
し
た
り
(
白
日
吉
凶
常
兵
立
ち
退
か
せ
た
り
す
何
百
}E兵
清
算
し

た
り
三
宮
山
宏
司
)
〔
同
政
強
制
を
円
八
九
一
日
し
、
こ
の
間
政
必
制
を
似
り
に
は
ぬ
す
る
氏
一
品
同
九
一
条
!
こ
と
を
い
う
の
で
あ
ろ
う
l
M
V
行
〕
す
る
が
、

こ
れ
は

裁
判
叩
と
い
う
よ
り
は
む
し
ろ
行
政
官
で
あ
る
。
当
事
者
双
方
が
彼
を
信
頼
し
控
訴
を
し
な
い
と
い
う
限
り
で
、
彼
は
法
の
規
定
か
ら
免
れ

こ
れ
は
仲
裁
を
予
め
型
ど
っ
た
も
の
(
℃
芯
b
m
g
S
5ロ
)
で
あ
る
。
レ
フ
ェ
レ
の
裁
判
官
が
用
い
る
い
ろ
い
ろ
な
や
り
方
は
す

る
の
で
あ
る
。

ベ
て
争
い
を
仲
裁
す
る
な
手
号
。
円
)
方
法
の
一
つ
で
あ
る
の
で
あ
る
。

〔
小
川
町
!
京
v
白
〕
。
契
約
を
調
整
す
る
ま
た
は
適
応
さ
せ
る
こ
と
を
し
な

裁判官仲裁と司法権の変容

け
れ
ば
な
ら
な
い
場
合
は
、
裁
判
官
は
も
は
や
仲
裁
人
で
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

右
の
二
つ
の
理
由
か
ら
、
裁
判
官
た
ち
は
仲
裁
を
す
る
準
備
が
で
き
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
そ
こ
で
、
前
述
し
た
二
種
の
道
を

検
討
し
よ
う
〈
B
一ニ九六頁)。

裁
判
所
外
に
お
け
る
裁
判
官
仲
裁
人
に
つ
い
て

裁
判
官
が
裁
判
官
職
の
遂
行
に
お
い
て
得
た
経
験
は
人
が
仲
裁
人
に
期
待
す
る
資
質
の
存
在
を
保
証
す
る
も
の
で
あ
る
と
考
え
る
私
人
が

裁
判
(
所
)
外
に
お
い
て
裁
判
官
を
自
由
に
仲
裁
人
と
し
て
指
名
す
る
、
と
い
う
道
が
考
え
ら
れ
る
。

2 
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説

公
序
の
観
念
、
一
般
の
利
益
2
2
b
門
合
間
宮
合
包
)
の
観
念
、
が
し
み
こ
ん

聴
訟
(
伊
豆
5
5
0
)
の
公
開
〔
伊
豆

5
5
に
お
け
る

t
z
z
が

HEr--円
で
あ
る
こ

た
し
か
に
、

裁
判
官
に
は
、

公
役
務
(
山
町
三
2
宮
rzn)
の
観
念
、

Z命

で
い
る
。
裁
判
官
は
法
律
家
の
教
養
を
も
っ
。
裁
判
官
は
、

と
、
民
訴
二
二
条
、
四
三
三
条
!
祭
者
〕
を
、
自
分
の
し
た
判
決
の
公
表
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

裁
判
官
は
、
判
例
の
統
一
性
と
首
尾
一
貫

性
を
保
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
と
こ
ろ
が
、
裁
判
官
が
仲
裁
人
に
な
れ
ば
事
柄
に
つ
い
て
い
さ
さ
か
違
っ
た
見
方
を
自
由
に
も
つ
こ
と
が

で
き
ま
た
も
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
破
段
院
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
か
ら
免
れ
る
と
い
う
こ
と
は
そ
れ
だ
け
右
の
変
化
を
容
易
に
す
る
。
そ
こ

B
、
も
し
な
し
う
る
と
す
る
な
ら
ば
、
事
実

で
、
し
か
し
、

A
、
裁
判
官
は
か
か
る
任
務
を
受
諾
す
る
こ
と
を
法
律
上
な
し
う
る
の
か
。

上
、
多
く
の
障
害
に
出
会
わ
な
い
も
の
で
あ
る
の
か
〈
以
上
、

B
三
九
六
頁
)
。

A 

退
官
し
た
裁
判
官
に
つ
い
て
は
現
役
の
裁
判
官
に
対
す
る
禁
止
は
適
用
が
な
い
。
よ
っ
て
、
現
役
の
裁
判
官
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

ま
ず
、
外
国
法
を
比
較
す
る
。
き
わ
め
て
ま
ち
ま
ち
で
あ
る
。
裁
判
官
が
仲
裁
人
と
な
る
こ
と
を
禁
ず
る
国
が
あ
る
。
ア
ル
ゼ
ン

(

1

)

 

チ
ン
、

オ
ラ
ン
ダ
、

ポ
ー
ラ
ン
ド
、
が
そ
の
倒
で
あ
る
。
こ
れ
を
許
す
国
も
あ
る
。

""" /レ
ギ

、

ギ
リ
シ
ャ
、

ド
イ
ツ
、

オ
l
ス
ト
リ
ャ
、

タ
リ
ャ
、

ス
イ
ス
が
そ
の
例
で
あ
る
。

ス
イ
ス
に
お
い
て
は
、
所
属
系
統
の
長
〔
田
町
田

n
z
r
E骨
R
n
z
n
E
g
複
数
だ

ド
イ
ツ
、

イ
タ
リ
ャ
、

か
ら
、
た
と
え
ば
、
大
議
裁
判
所
の
判
主
な
ら
ば
大
等
裁
判
所
長
の
み
な
ら
ず
こ
れ
を
管
附
加
す
る
控
訴
院
の
長
も
合
ま
れ
る
か
1

筆
者
〕
の
許
可
合
要
す
る
。

ギ
リ
シ
ャ
に
お
い
て
は
裁
判
官
仲
裁
人
が
報
酬

(
7
8
2
2
2
)
を
受
け
と
る
こ
と
さ
え
も
許
さ
れ
て
い
る
。
イ
ギ
リ
ス
で
は
、
裁
判
官
に
、

す
べ
て
の
時
聞
を
裁
判
事
務
に
捧
ぐ
べ
き
も
の
と
そ
う
で
な
い
も
の
と
が
あ
り
、
前
者
は
仲
裁
人
に
な
る
こ
と
が
で
き
ず
、
後
者
(
た
と
え

ば
、
平
和
の
裁
判
作
H
I治
安
判
市
計
)
は
仲
裁
人
と
な
る
こ
と
が
で
き
る
。
ア
メ
リ
カ
で
は
州
に
よ
っ
て
ち
が
う
よ
う
で
あ
る
。
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州

憲
法
は
控
訴
院
判
事
及
び
最
高
裁
判
所
判
事
に
仲
裁
を
行
な
う
こ
と
を
許
さ
な
い
。
ア
メ
リ
カ
法
律
家
協
会

2
5
2
5ロ
∞
R
T
m
o
己
主
B)

の
倫
理
綱
領
の
最
新
の
条
項
に
よ
れ
ば
、
裁
判
官
は
、
法
律
に
反
対
の
定
め
が
な
く
か
っ
そ
の
本
来
の
職
務
の
正
常
な
遂
行
に
支
障
を
来
た

さ
な
い
と
き
は
、
仲
裁
人
と
し
て
活
動
す
る
こ
と
が
で
き
報
酬
を
与
え
ら
れ
る
こ
と
が
で
き
る
。
国
際
司
法
裁
判
所
の
裁
判
官
は
、
後
に
同
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裁
判
所
に
こ
れ
に
対
す
る
訴
え
が
起
こ
さ
れ
る
よ
う
な
仲
裁
を
受
諾
す
る
こ
と
を
禁
止
さ
れ
て
い
る
(
以
上
B
一ニ九七頁)。

フ
ラ
ン
ス
で
は
ど
う
か
。
ハ
イ
)
法
律
上
、
ハ
ロ
)
判
例
上
、
(
ハ
)
学
説
上
、
ど
う
か
。

ハ
2
)

(

イ

)

一
つ
の
条
文
が
こ
の
こ
と
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
。

法
律
一
九
五
八
年
一
二
月
二
二
日
オ
ル
ド
ナ
ン
ス
五
八
l
一
二
七
三
号
第
八
一
条
で
あ
る
。
こ
れ
は
旧
民
訴
三
七
八
条
八
号
に
と
っ
て

替
わ
っ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
裁
判
官
は
以
前
に
仲
裁
人
と
し
て
関
与
し
た
事
件
に
つ
い
て
は
思
避
さ
れ
う
る
と
い
う
規
定
で
あ
る
。

「
仲
裁
人
」
と
し
て
と
い
う
の
が
職
業
裁
判
官
で
な
い
も
の
に
限
る
と
か
裁
判
官
が
裁
判
官
に
な
る
以
前
に
限
る
と
か
い
う
こ
と
は
考
え
ら

れ
な
い
。
す
な
わ
ち
、
裁
判
官
が
裁
判
官
職
に
あ
る
と
き
に
仲
裁
人
で
あ
っ
た
場
合
を
も
含
む
。
か
く
て
、
こ
の
条
文
か
ら
、
裁
判
官
は
仲

裁
人
た
り
う
る
、
と
結
論
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

ま
ず
、

つ
ぎ
に
、
労
働
法
典
法
律
第
七
六
一

l
i
一
五
条
に
な
っ
た
と
こ
ろ
の
労
働
法
第
一
編
第
二
九
条
で
あ
る
。
こ
れ
は
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
解

雇
の
事
案
に
お
け
る
仲
裁
に
つ
い
て
の
規
定
で
あ
る
。

こ
の
条
文
が
定
め
る
仲
裁
裁
判
所
(
委
員
会
〉

tま

《
現
役
ま
た
は
退
役
の
高
級
公

務
員
、
と
く
に
司
法
に
属
す
る
そ
れ
》
が
司
宰
す
る
。
実
際
の
慣
行
は
、
高
級
司
法
官
が
委
員
会
を
司
宰
し
、
委
員
会
に
権
威
と
技
術
上
の

裁判官仲裁と司法権の変容

資
質
を
斉
ら
し
、
す
べ
て
の
当
事
者
に
満
足
を
与
え
て
い
る
、
と
報
告
さ
れ
て
い
る

(Eb与
2
H
-
F
2
0
骨

E
手
広
門
戸
間

P
5
2
ヲ
お
)

〔の

g
a
E
E
b口
r
o
z♂
戸

ω
g
S
E
E
M
-ロ
円
R
r
x
円高
O
L
o
u
」

ZEm--三
2

筆
者
補
〕
。

さ
い
ご
に
、

一
九
五
八
年
二
一
月
一
一
一
一
日
の
オ
ル
ド
ナ
ン
ス
五
八
|
一
二
七

O
号
第
八
条
で
あ
る
。
こ
れ
は
裁
判
官
の
兼
職
禁
止
を
定
め

一
定
の
場
合
に
控
訴
院
長
が
例
外
を
決
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
仲
裁
は
禁
止
さ
れ
る
活
動
に
該
当
す
る
か
。

全
く
副
と
し
て
す
る
な
ら
ば
そ
の
よ
う
に
は
思
わ
れ
な
い
。
仲
裁
さ
せ
て
く
れ
と
物
乞
い
す
る
の
で
な
い
限
り
、
仲
裁
の
仕
事
を
す
る
こ
と

に
よ
り
裁
判
官
の
威
信
が
傷
づ
け
ら
れ
る
と
は
い
い
が
た
い
。
独
立
と
い
う
点
で
は
、
裁
判
官
は
居
中
仲
裁
人

(
2
5門主

5)
の
機
能
し
か

受
諾
し
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
当
事
者
の
一
方
の
仲
裁
人
は
危
険
な
傾
斜
に
引
き
こ
ま
れ
や
す
い
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
か
ら

た
も
の
で
あ
る
。

た
だ
し
、

北法36(1-2・343)343



説

で
あ
る
。
裁
判
官
は
仲
裁
の
任
務
を
受
諾
す
る
た
め
に
は
、

い
ず
れ
に
せ
よ
、
所
属
長
の
同
意
を

l
l儀
礼
的
な
も
の
で
し
か
庁
い
だ
ろ
う

が
|
|
得
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
官
三
九
八

5
2的
築

君

。

号ん
日""

(

ロ

)

判
例

す
べ
て
一
九
世
紀
の
も
の
で
あ
る
。
非
常
に
個
性
的
な
精
神
状
態
を
表
現
す
る
か
な
り
珍
ら
し
い
も
の
で
あ
る
が
、
疑

な
く
い
さ
さ
か
時
代
お
く
れ
の
も
の
で
あ
る
。

一
八
一
三
年
八
月
二
一

O
日
破
致
院
審
理
部
(
わ
E
B
F
O
L
。:2Ebg)判
決
(
ロ
・
〉
・

5
5・
H
E
S

商
事
裁
判
所
の
引
件
で
、
当
事
者
双
刀
は
、
裁
判
所
で
の
弁
論

2
S
Eる
の
後
に
、
控
訴
を
放
棄
し
て
、
商
事
裁
判
官
を
友
詑
的
和
合
判
経
人
に
任
命
し
た
。

尚
が
裁
判

ηは
そ
う
い
う
こ
と
で
決
定
を
し
た
。
位
訴
院
は
こ
の
決
定
を
無
効
と
し
た
。
破
段
申
立
が
あ
っ
た
。
申
立
人
の
主
従

1
ロ

1
7
、
法
王
の
勅
令
、
い
く

つ
か
の
地
方
的
慣
剤
、
そ
し
て
ア
ン
シ
ア
ン
e

レ
ジ
ー
ム
の
多
く
の
パ
ル
ル
7

ン
の
判
例
は
裁
判

ηと
し
て
裁
判
権
を
有
す
る
訴
訟
に
お
い
て
仲
裁
人
と
さ
れ
る

こ
と
を
裁
判
行
に
禁
止
し
た
の
で
あ
る
が
、
か
か
る
法
律
は
す
く
な
く
と
も
パ
リ
の
パ
ル
ル
7

ン
で
は
遵
守
さ
れ
な
か
っ
た
の
で
あ
り
、
近
代
の
諸
法
律
は
こ
の

こ
と
を
禁
止
し
な
か
っ
た
の
で
あ
り
、
皇
帝
の
デ
ク
レ
は
こ
の
こ
と
を

l
l裁
判
官
仲
殺
人
に
報
酬
を
貰
う
こ
と
を
禁
止
し
て
1

1

許
し
た
の
で
あ
る
。
相
手
方

の
主
張

l
両
立
し
な
い
二
つ
の
腕
能
を
同
じ
子
の
中
に
お
く
と
い
う
崎
裂
の
本
物
割
当
に
対
し
て
は
、
理
性
も
、
似
み
も
、
公
序
も
、
こ
れ
に
反
対
す
る
。
破
毅

院
は
仮
設
申
立
を
楽
却
し
た
。
形
式
の
上
で
、
吉
田
O
B
g
g
と

S
E
2
2
を
分
け
る
区
別
と
、
実
質
の
上
で
裁
判
匂
の
権
能
と
仲
裁
人
の
権
能
守
分
け
る
区
別

と
を
根
処
と
し
た
。
〔
こ
の
判
決
は
巴
円
m
u
-
-
品

か

日

開

g-・
3
∞
HNlH∞
E)
同司・

ι出
に
も
日
比
ら
れ
る
|
筆
者
〕
。

一
八
二
五
年
一
月
五
日
ア
ジ
ャ
ン

E
君
主
控
訴
院
判
決

(
0・
混
同
伊

N
-
H
E
)

法
律
の
沈
黙
の
中
で
、
裁
判
引
に
仲
殺
人
に
な
る
権
利
を
認
め
た
。
た
だ
し
、
賃
金

(
E
F町
立
を
受
け
な
い
こ
と
を
条
件
と
し
た
。
そ
し
て
、
仲
裁
の
任
務

を
受
諾
す
る
こ
と
を
で
き
る
限
り
抑
制
す
る
こ
と
を
望
ん
だ
。
〔
こ
の
判
決
は
、

ωEwuc
∞

ZHO
〈
乙
・
(
同
∞
旧
日

l
g
N吋
)

口

℃

-
u
に
見
ら
れ
る

l
策
M

有〕。

一
八
五
二
年
五
月
二
六
日
破
段
院
判
決
(
り
・

HaN-H・
5N)

ポ
ル
タ
リ
ス
が
裁
判
長
。
裁
判
什
い
は
そ
の
川
間
及
び
そ
の
労
働
を
臼
分
が
京
任
を
負
う
山
口
広
芯
官
〔
裁
判
官
が
守
る
べ
き
利
益
!
筆
者
〕
に
逝
く
す
義
務
が
あ
り
、

も
し
裁
判
官
が
仲
及
の
任
務
を
れ
う
こ
と
に
な
っ
た
と
き
は
仲
裁
判
決
は
や
は
り
成
判
所
の
判
決
と
川
じ
く
無
償
で
な
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
い
う
以
則
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を
喚
起
し
た
。

一
八
五
六
年
七
月
一
二

O
日
破
段
院
審
理
部
判
決
(
ロ
・

g
g
-
H・
8
2

民
訴
三
七
八
条
を
根
拠
と
し
て
裁
判
官
に
仲
裁
人
と
な
る
権
利
を
認
め
た
。
た
だ
、
法
判
官
は
仲
裁
の
任
務
を
受
諾
し
な
い
の
が
よ
り
似
つ
か
わ
し
く
、

九
O
年
の
法
律
の
第
二
部
の
第
二
条
と
は
反
対
に
、
賃
金
を
自
分
に
川
す
べ
き
も
の
と
す
る

(ω

・ω
寄
与
5
C
こ
と
は
で
き
な
い
、
と
し
た
。

一
八
六
一
年
二
月
二
日
パ
リ
控
訴
院
判
決

(U-gS・
M-

お
)

裁
判
官
に
仲
裁
を
禁
止
し
た
。
仲
裁
を
す
る
こ
と
は
、
法
律
の
〔
権
利
の
|
謀
者
〕
保
必

e
s
Z
2
2
2
)
の
形
式
を
放
棄
す
る
結
来
を
、
司
法
裁
判
の
秩
序
へ

干
渉
す
る
結
果
を
、
そ
し
て
司
法
官
の
威
信
を
深
く
傷
け
る
結
果
を
も
た
ら
す
、
と
し
た
。

一
八
六
三
年
三
月
三
日
破
鼓
院
判
決

(
0・可

-Mgu-rNN印
)

法
律
の
い
か
な
る
規
定
も
商
事
比
例
判
所
の
メ
ム
パ

i
に
臼
分
を
一
民
と
す
る
放
判
所
の
航
行
航
す
る
紛
争
に
つ
主
州
政
の
任
務
を
受
諾
し
透
行
す
る
こ
と
を
禁
止

し
な
い
、
と
~
立
言
し
た
。

こ
れ
以
後
の
判
例
は
見
当
た
ら
な
い
。
行
政
裁
判
所
の
裁
判
官
に
仲
裁
人
に
な
る
権
利
を
拒
否
し
た
コ
ン
セ
イ
ユ
・
デ
タ
の
判
決
は
あ
っ

た
の
で
は
な
い
か
と
思
う
(
以
上
、

B
三
九
八
九
頁
〉
。

裁判官仲裁と司法権の変容

(ur・
(
U
E
g
r
F
2
は
い
う
。
裁
判
官
が
仲
裁
人
、
な
か
ん
ず
く
居
中
仲
裁
入
、
友
誼
的
和
合
調
整
人
に
な
る
こ
と
に
は

お
お
い
に
利
点
が
あ
る
。
そ
う
な
れ
ば
、
仲
裁
判
決
の
起
草
及
び
理
由
づ
け
が
改
善
さ
れ
る
こ
と
だ
ろ
う
。
国

-zoz-存
可
は
い
う
。
仲
裁

の
中
に
は
裁
判
官
の
任
務
の
最
高
の
完
成
が
見
ら
れ
る
。

rs同
o
F
H同
(
〉
岳
山
門
門
知
問
。

n
Z
F
H
2
2
5
5
2
n
E噂
品
由
主
・
℃
-
H
O
U
)

は
い
う
。
裁
判

官
が
仲
裁
人
で
あ
る
こ
と
を
妨
げ
る
も
の
は
な
に
も
な
い
の
み
な
ら
ず
、
裁
判
官
は
仲
裁
人
で
あ
る
こ
と
を
許
さ
れ
て
い
る
。
仲
裁
人
報
酬

に
裁
判
官
が
権
利
を
有
す
る
こ
と
は
向
後
論
争
を
蒙
ら
な
い
と
思
わ
れ
る
。
〈
E
2
E
(
p
b
n
U
L町
一
官
o
a
E
s
n
E
F
Z
0
5
S
は
い
う
。

裁
判
官
に
仲
裁
を
禁
止
す
る
も
の
は
な
に
も
な
い
と
民
訴
法
の
忌
避
の
規
定
か
ら
結
論
さ
れ
る
。
仲
裁
人
と
し
て
選
ば
れ
た
裁
判
官
が
、
彼

(

ハ

〉

学
説

七

北法36(1-2・345)345



説

の
仲
裁
人
と
し
て
の
活
動
が
裁
判
官
職
の
役
務
の
外
に
お
い
て
な
さ
れ
る
限
り
、
報
酬
を
受
け
る
こ
と
を
妨
げ
る
も
の
は
(
倒
人
と
し
て
似
主

で
あ
れ
と
い
う
条
件
を
除
け
ば
)
な
に
も
な
い
と
さ
え
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
〈
以
上
、

B
三
九
九
l
四

OO頁)。

5命

裁
判
官
が
仲
裁
人
に
な
る
こ
と
に
つ
い
て
の
障
害

物
的
な

E
・0
片
品
目
日
伊
丹
生
巳
)
支
障
と
倫
理
的
な

(
L
5
E
8
5
2巳
)
支
障
と
を
検
討
す
べ
き
で
あ
る
。

B (

イ

)

ポ
ル
タ
リ
ス
が
前
掲
一
八
五
二
年
判
決
に
お
い
て
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
裁
判
官
の
義
務
は
彼
等
の
全
時
間
全
労
働
を
国
家
に
捧

こ
れ
は
〈

5
2
E
が
正
当
に
喚
起
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
国
家
の
役
務
の
た
め
に
国
家
に
よ
り
徴
募
さ
れ
養
成
さ
れ

一
時
で
も
、
友
誼
的
和
合
調
整
の
喜
び
:
:
:
そ
し
て
副
次
的
収
入
の
喜
び
を
経
験
す
る
こ
と
が
で
き
る
と

げ
る
こ
と
で
あ
り
、

報
償
さ
れ
る
裁
判
官
の
活
動
は
、

の
誘
惑
に
よ
り
、
そ
の
本
来
の
目
的
か
ら
逸
脱
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
以
上
か
ら
必
然
的
に
、
裁
判
官
は
多
く
の
仲
裁
を
受
諾
す
る
こ
と

は
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
も
し
、
仲
裁
の
住
事
が
裁
判
官
を
独
占
す
る
こ
と
に
な
れ
ば
、
そ
れ
は
彼
の
第
二
の
職
業
を
成
し
裁
判

官
規
程
(
己
主

E
F
F
B
a
E
g
z
s
一
九
五
八
年
一
二
月
二
二
H
オ
ル
ド
ナ
ン
ス
五
八
i
一
二
七

O
号
)
第
八
条
に
よ
り
禁
止
さ
れ
る
J
b
の
に
該
当

し
よ
う
〈
以
上
、

B
四

O
O
頁
〉
。

裁
判
官
が
自
分
が
属
す
る
裁
判
所
に
す
で
に
係
属
し
た
ま
た
は
係
属
さ
る
べ
き
事
件
に
つ
き
仲
裁
人
と
し
て
裁
判
権
を
も
つ
こ
と

を
受
諾
す
る
の
は
相
当
で
な
い
と
思
わ
れ
る
(
パ
リ
控
訴
院
一
八
六
一
年
二
月
二
日
判
決
に
つ
い
て
の
注
参
照
)
。

(

ロ

)

な
ぜ
な
ら
そ
れ
は
ま
さ
に
自
分
の

本
務
を
減
ず
る
こ
と
の
問
題
に
な
る
か
ら
で
あ
る
。

一
九
世
紀
の
判
例
が
裁
判
官
の
仲
裁
に
好
意
を
も
た
な
か
っ
た
の
は
ほ
と
ん
ど
こ
の
種

の
ケ

l
ス
に
お
い
て
で
あ
っ
た
。

こ
の
よ
う
な
こ
と
は
ア
ン
シ
ア
ン
・
レ
ジ
ー
ム
の
慣
行
で
あ
っ
た
。

こ
の
慣
行
は
国
庫
支
出
の
減
を
狙
っ

た
も
の
で
あ
る
。
だ
が
、
仲
裁
人
が
報
償
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
な
ら
ば
、
裁
判
を
受
け
る
も
の
に
と
っ
て
は
、
自
分
の
裁
判
官
は
司
法
裁
判

の
仕
事
の
外
で
し
か
裁
判
す
る
こ
と
を
受
諾
し
な
い
こ
と
に
な
り
、
こ
れ
は
奇
妙
な
こ
と
で
あ
ろ
う
。
あ
る
判
例
は
、
裁
判
所
そ
の
も
の
を

仲
裁
人
と
す
る
こ
と
を
禁
止
し
た
。
こ
れ
は
前
述
の
理
由
に
よ
り
根
拠
づ
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
破
致
院
は
、
裁
判
所
の
メ
ン
バ
ー
の
う
ち
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の
一
人
ま
た
は
二
人
を
個
人
と
し
て
|
|
裁
判
官
と
い
う
こ
と
で
な
く

l
l仲
裁
人
に
選
ぶ
こ
と
が
で
き
る
と
い
っ
て
い
る
。

新
民
訴
法
典
第
一
二
条
は
こ
れ
と
逆
の
こ
と
を
規
定
し
た
も
の
と
考
え
る
。
だ
が
、
新
法
の
友
誼
的
和
合
調
整
裁
判
官
は
、
国
家
に
よ
っ

て
し
か
支
払
わ
れ
な
い
も
の
で
あ
り
、
国
家
の
た
め
に
働
く
も
の
な
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
適
度
の
違
い
が
存
す
る
(
以
上
、

B
四

O
O
E
。

(
ハ
)
居
中
仲
裁
人
の
任
務
以
外
の
任
務
を
も
つ
こ
と
は
裁
判
官
に
と
っ
て
勧
め
る
べ
き
こ
と
で
な
く
、
こ
れ
を
認
め
る
こ
と
に
は
支
障

が
あ
る
。
一
方
当
事
者
の
仲
裁
人
と
い
う
も
の
は
、
誠
実
な
人
で
あ
っ
て
も
、
そ
の
当
事
者
を
代
弁
し
そ
の
者
の
利
益
を
防
衛
し
が
ち
の
も

の
で
あ
る
。
も
し
、
裁
判
官
が
当
事
者
の
一
方
の
仲
裁
人
と
な
る
の
な
ら
ば
、
こ
の
者
に
よ
っ
て
指
名
さ
れ
る
の
で
は
な
く
、
裁
判
所
を
介

し
て
ま
た
は
あ
る
公
の
機
闘
を
介
し
て
指
名
さ
れ
る
こ
と
が
望
ま
し
い
で
あ
ろ
う
(
以
上
、
B
四

O
O
-
-
頁)。

あ
る
高
い
地
位
に
あ
る
裁
判
官
が
、
階
級
的
に
自
分
の
下
に
い
る
裁
判
官
に
よ
り
自
分
の
仲
裁
判
決
が
破
ら
れ
る
(
一
弘
司
自
立
と

い
う
リ
ス
ク
は
懸
念
に
満
ち
た
も
の
で
あ
っ
た
、
と
述
べ
た
。
私
は
そ
う
い
う
懸
念
は
無
用
と
考
え
る
。
破
棄
は
わ
れ
わ
れ
の
職
業
に
お
い

て

5
0ロ
ロ
色
町
口
。
ロ

E
ロ
件
。
(
通
貨
)
〔
普
通
の
こ
と
筆
者
〕
で
あ
る
。

(

ニ

)

パ
リ
控
訴
院
の
第
一
四
部
は
パ
リ
裁
判
所
長
が
単
独
で
な
し
た
レ
フ
ェ

レ
の
オ
ル
ド
ナ
ン
ス
を
破
っ
た
こ
と
が
あ
る
(
以
上
、

B
四

O
一芸。

裁判官仲裁と司法権の変容

も
っ
と
重
大
な
リ
ス
ク
は
、
裁
判
官
た
ち
が
二
つ
〔
の
郎
知
l
筆
者
〕
に
切
り
裂
か
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
二
つ
に
と
は
、
仲
裁
を
託

さ
れ
て
仲
裁
を
し
そ
う
い
う
者
と
し
て
利
得
と
威
信
を
え
る
者
た
ち
と
そ
う
で
な
い
者
た
ち
で
あ
る
。
た
し
か
に
、
そ
こ
に
一
分
の
真
実
が

あ
る
。
だ
が
、
裁
判
官
に
信
託
さ
れ
る
仲
裁
は
き
わ
め
て
僅
か
で
し
か
な
い
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
裁
判
官
が
、
控
え
目
と
慎
重
と
で
も
っ
て

対
処
す
る
な
ら
ば
、
真
の
危
険
は
な
い
と
信
ず
る
(
以
上
、

B
四

O
一
5
0
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(

ホ

)

た
い
へ
ん
微
妙
な
問
題
は
裁
判
官
仲
裁
人
の
報
償
の
問
題
で
あ
る
。
破
段
院
は
報
償
を
原
則
と
し
な
か
っ
た
。
今
日
も

っ
と
も
信
頼
で
き
る
学
説
は
報
償
を
認
め
る
。
判
例
の
方
針
変
更
を
待
た
ね
ば
な
ら
な
い
か
。
私
見
は
述
べ
な
い
こ
と
に
す
る
。
ボ
ル
タ
リ

ス
の
ご
と
き
人
物
が
裁
判
長
と
し
て
な
し
た
原
則
判
決
が
帯
有
す
る
力
が
ど
う
い
う
も
の
で
あ
れ
、

(

へ

)

む
し
ろ
、

あ
れ
か
ら
一
二
五
年
が
経
過
し
て
お



説

り
、
問
題
を
考
え
直
す
こ
と
が
許
さ
れ
よ
う
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
、
二
一
通
り
の
解
決
が
可
能
で
あ
る
。

第
一

1
裁
判
官
に
つ
い
て
は
仲
裁
を
無
償
と
す
る
こ
と
こ
の
問
題
の
専
門
家
は
、
こ
の
解
決
を
、
裁
判
官
が
単
独
仲
裁
人
で
あ
る
場

仲
裁
の
苦
労
は
賃
金

(
g
E互
に
値
し
、
当
事
者
自
身
も
〔
無
償
で
あ
る
こ
と
に
よ
り
|
主
君
仲
裁

E命

合
に
お
い
て
さ
え
、
思
い
止
ま
ら
せ
る
。

人
の
働
き
が
よ
く
な
い
も
の
に
な
る
こ
と
を
心
配
す
る
こ
と
が
あ
り
う
る
。
ア
メ
リ
カ
仲
裁
協
会
は
無
償
の
方
針
を
立
て
た
。
し
か
し
、
何

年
か
前
に
、
有
償
の
主
義
を
認
め
た
。
ま
た
、
仲
裁
人
の
立
替
金
と
い
う
も
の
が
か
な
り
存
在
し
、
一
八
九
二
年
の
判
決
は
そ
の
返
済
を
認

め
た
。
そ
し
て
、
時
に
、
立
替
金
と
報
酬
を
識
別
す
る
こ
と
が
困
難
で
あ
っ
た
。
裁
判
官
が
合
議
体
仲
裁
裁
判
所
の
メ
ン
バ
ー
で
あ
る
場
合

に
は
ど
う
な
の
だ
ろ
う
か
。
新
法
典
第
一
二
条
の
先
を
狙
う
〔
そ
の
細
川
を
戸
め
る
の
立
か
i
筆
者
〕
条
文
に
よ
っ
て
体
系
を
制
度
化
す
る
の
で

な
け
れ
ば
、
仲
裁
人
の
う
ち
一
人
は
無
償
で
働
き
他
の
二
人
は
報
酬
を
受
け
る
と
い
う
の
は
困
難
だ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。

第
A

一H
H
裁
判
官
仲
裁
人
に
報
酬
に
関
し
十
全
の
白
出
を
認
め
る
こ
と

詳
論
は
他
の
人
に
議
る
。
濫
用
が
心
配
で
あ
る
。
裁
判
官
は
質

素
な
官
更
で
あ
る
か
ら
、
あ
る
数
字
〔
報
酬
額
の
こ
と
を
指
す
の
で
あ
ら
う
策
者
〕
を
一
不
さ
れ
て
び
っ
く
り
仰
天
し
こ
れ
に
対
し
心
の
準
備
が

よ
く
で
き
て
い
な
い
こ
と
を
心
配
す
る
。

第一一一
H
H
報
酬
に
つ
き
特
別
の
料
金
表
を
作
る
と
か
、
報
酬
を
分
配
す
る
こ
と
に
す
る
と
か
、

の
中
間
の
解
決

だ
が
、
散
が
料
金
表
を

制
定
す
る
か
。
な
に
を
根
拠
と
し
て
料
金
の
一
飢
・
率
を
定
め
る
か
。
分
配
は
、
誰
と
す
る
の
か
、
ど
の
よ
う
に
す
る
の
か
。

残
部
は
司
法
符
の
事
業
(
ゲ
ロ
ロ
ロ
2
2
5円
2
・
山
川
仇
す
れ
ば
必
渋
川
市
業
)
に
、

一
部
は
裁
判
官

と
い
う
ふ
う
に
分
配
す
る
の
か
。
一
八
五
二
年
以
来

建
設
省
〔

}
2
3ロ
2
2
Q
g
z
s
b
g
l怖
と
近
川
町

i
土
木

1
1
2〕
が
実
施
し
て
い
る
や
り
方
に
ヒ
ン
ト
を
得
て
、
補
償
金
庫

(C一
目
指
居
。
。
日
‘

仲
裁
人
に
、

旬。口出回片山
C

ロ
)
を
創
設
し
、
そ
こ
が
全
体
の
七

O
パ
ー
セ
ン
ト
を
受
け
と
り
、
一
一

O
パ
ー
セ
ン
ト
が
仲
裁
人
に
還
元
さ
れ
る
よ
う
に
す
べ
き
か
。

以
上
、

こ
れ
を
要
す
る
に
、

「
裁
判
所
外
に
お
け
る
裁
判
官
仲
裁
人
」

一
八
五
二
年
判
決
及
び
一
八
五

に
つ
い
て
は
、

一
方
に
お
い
て
、

六
年
判
決
は
い
ま
な
お
権
威
を
有
す
る
の
か
を
問
う
べ
き
で
あ
り
、
他
方
に
お
い
て
、
裁
判
官
に
多
く
の
思
慮
深
さ
と
中
尉
と
乞
勧
告
す
ベ
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き
で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、
仲
裁
を
1
1
1
求
め
ら
れ
て
も

l
l僅
か
し
か
受
諾
し
な
い
に
止
め
る
べ
き
で
あ
り
、
よ
り
望
ま
し
く
は
居
中
仲

裁
人
と
し
て
の
み
受
諾
す
べ
き
で
あ
り
、
所
属
長
の
同
意
を
得
て
の
み
受
諾
す
べ
き
で
あ
り
、
本
務
の
時
間
に
喰
い
込
ま
な
い
限
り
で
受
諾

す
べ
き
で
あ
り
、
自
分
の
報
償
に
か
か
る
こ
と
の
た
め
に
は
他
人
の
仲
裁
に
任
か
せ
る
こ
と
に
し
て
の
み
受
諾
す
べ
き
で
あ
る
。

仲
裁
を
裁
判
官
と
し
て
の
権
限
と
す
る
こ
と
に
つ
い
て

3 前
述
の
よ
う
に
、
裁
判
官
が
裁
判
外
で
仲
裁
人
で
あ
る
こ
と
に
は
、
い
ろ
い
ろ
難
し
い
問
題
が
あ
る
。
そ
こ
で
、
裁
判
所
に
仲
裁
を
導
入

す
る
こ
と
を
考
え
た
も
の
が
あ
っ
た
。
新
法
第
一
二
条
は
こ
う
し
て
生
ま
れ
た
の
で
あ
る
。
立
法
の
経
過
に
つ
い
て
は
コ
ル
ニ
ュ
教
授
が
述

べ
た
と
お
り
で
あ
る
。
だ
が
、

は
失
敗
で
あ
る
。

こ
の
規
定
は
六
年
聞
に
一
度
し
か
適
用
さ
れ
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
〔
C
三
七
五
頁
参
照
1

筆
者
〕
。

こ
の
規
定

こ
の
不
成
功
の
原
因
は
な
に
か
。
疑
な
く
い
ろ
い
ろ
の
原
因
が
あ
る
。
新
し
い
も
の
に
つ
い
て
の
危
倶
、
未
知
の
も
の
に
つ
い
て
の
用

訴
訟
当
事
者
及
び
弁
護
士
が
新
ら
し
い
権
能

(E2-5)
ま
た
は
手
続
を
利
用
し
よ
う
と
決
断
す
る

一
年
ま
た
は
二
年
を
数
え
ね
ば
な
ら
な
い
。
旧
来
の
仲
裁
に
馴
れ
た
当
事
者
は
第
一
二
条
最
終
項
を
限
に
入
れ
ず
、
弁

護
士
は
試
用
の
イ
ニ
シ
ャ
チ
ヴ
を
と
る
こ
と
を
路
賭
す
る
。
〔
中
断
ト
筆
者
〕
。
つ
ま
り
、
第
一
一
一
条
の
最
終
項
の
不
利
用
か
ら
、
第
一
一
一
条

心
、
は
一
番
小
さ
い
原
因
で
は
な
い
。

に
は
、

し
ば
し
ば
、

裁判官仲裁と司法権の変容

と
わ
れ
わ
れ
は
結
論
し
な
い
の
で
あ
る
。
〔
中
山
町
1

筆
者
〕
。

こ
の
第
一
二
条
最
終
項
の
将
来
を
検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

は
利
用
に
値
し
な
い
、

二
つ
の
道
、
が
開
か
れ
て
い
る
。

ひ
と
つ
は
、
ハ
A
)
第
一
一
一
条
自
体
に

取
り
組
む
こ
と
で
あ
る
。
(
イ
)
条
文
の
修
王
を
提
案
す
る
か
、
(
ロ
)
条
文
の
自
由
な
解
釈
を
す
る
か
、
で
あ
る
。
で
な
け
れ
ば
(

B

)

仲

裁
を
、
す
く
な
く
と
も
友
誼
的
和
合
調
整
を
、
裁
判
所
に
導
入
す
る
た
め
に
新
し
い
手
続
を
開
始

(
5
2関
口
円
立
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
(
以

上、

B
四

0
2
1三一貝
V

。

A 

(

イ

)

第
二
一
条
の
条
文
自
体
を
修
正
す
る
と
し
て
も
、
新
訴
訟
法
典
の
指
導
原
則
〔

1
2
6
2
E
Z♀
2
岡
田
第
一
巻
第
一
編
第
一
市
の

北法36(1-2・349)349



説

表
題
を
み
よ
|
筆
者
〕
に
、
と
く
に
、
新
法
典
、
が
、
時
期
前
の
放
棄
(
円
S
E
n
-丘町
0
5
2
z
n
f
b
g
)
の
効
果
ま
た
は
管
轄
の
時
機
に
適
し
な
い

(
5
5
g宮
2
2
2
)
延
長
の
効
果
か
ら
訴
訟
当
事
者
を
守
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
訴
訟
当
事
者
の
た
め
に
、

ま
た
、
事
件
が
あ
る
一
定
の
裁
判

論

所
に
過
度
に
集
中
す
る
こ
と
を
避
け
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
司
法
の
よ
き
運
営
の
た
め
に
、
あ
ら
ゆ
る
種
類
の
措
置
を
講
じ
た
7
と
に
、
反

す
る
こ
と
に
な
る
こ
と
は
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
。

一
方
、
国
与

E
C仏
教
授
が
述
べ
る
よ
う
に
、
裁
判
官
友
誼
的
和
合
調
整
人
の
主
義
自
体
は
、
新
法
典
が
保
持
す
る
と
こ
ろ
の
事
実
と
法

と
の
基
本
的
な
区
別
〔
第
一
巻
第
一
編
第
一
章
第
三
仰
の
表
題
は
「
事
災
」
で
、
同
第
五
節
の
表
題
は
「
法
」
で
あ
る
|
筆
者
〕
と
無
関
係
で
ゑ
司
令
。
し
た

が
っ
て
、
特
殊
の
裁
判
官
に
オ
リ
ジ
ナ
ル
な
規
制
を
適
用
す
る
こ
と
が
お
そ
ら
く
許
さ
れ
る
。
し
か
も
、
最
近
数
年
の
間
の
経
験
に
鑑
み
る

と
、
裁
判
を
利
用
す
る
人
々
は
特
殊
の
裁
判
官
に
決
し
て
過
度
に
殺
到
す
る
こ
と
は
な
い
だ
ろ
う
と
想
定
す
る
こ
と
が
で
き
あ
。
要
す
る

に
、
友
誼
的
和
合
調
整
は
あ
る
数
の
場
合
に
相
当
の
利
点
を
有
す
る
か
ら
、
こ
れ
を
利
用
す
る
こ
と
を
奨
励
す
る
こ
と
は
甲
斐
の
あ
る
こ
と

で
あ
る
。
そ
し
て
、
裁
判
所
の
内
部
に
仲
裁
を
設
営
す
る
こ
と
は
、
裁
判
官
仲
裁
人
が
そ
の
全
俸
給
を
国
か
ら
支
払
わ
れ
る
も
の
し
か
受
け

な
い
と
い
う
こ
と
か
ら
、
裁
判
官
仲
裁
人
の
報
償
と
い
う
神
経
に
障
わ
る
問
題
を
優
雅
に
解
決
す
る
こ
と
を
え
さ
せ
る
。

さ
て
、
ま
ず
、
現
行
法
上
、
裁
判
所
で
の
友
証
的
和
合
調
整
を
利
用
す
る
こ
と
を
私
人
が
決
す
る
た
め
に
は
紛
争
が
現
に
起
ソ
て
い
る
こ

と
が
ま
さ
に
必
要
な
の
で
あ
る
の
か
。
破
致
院
は
一
八
四
三
年
に
将
米
紛
争
仲
裁
付
託
条
項
に
反
感
を
示
し
た
。
こ
の
反
感
を
一
九
七
二
年

七
月
五
日
に
立
法
者
は
民
法
典
新
二

O
六
一
条
の
中
に
意
識
的
に
再
現
し
た
。
第
一
二
条
が
紛
争
が
生
じ
て
い
る
こ
と
を
要
求
す
る
の
は
こ

一
方
に
お
い
て
、
商
法
六
三
一
条
は
廃
止
さ
れ
な
か
っ
た
。
だ
か
ら
、
す
く
な
く
と
も
商
事
事
件
に

つ
い
て
は
、
裁
判
所
に
好
意
を
も
っ
〔
g
p
Z
5
L
E
E
rロ
SCH-
法
判
所
に
仲
裁
し
て
も
ら
う
た
め
の
i
筆
者
〕
将
来
紛
争
仲
裁
付
託
条
項
を
認

の
こ
と
の
結
果
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、

め
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
い
う
理
由
は
な
い
ο

他
方
に
お
い
て
、
あ
ら
か
じ
め
職
業
裁
判
官
に
ま
か
せ
る
こ
と
は

l
i友
誼
的
和
合
調
整
人

心
配
が
少
い

(
5
0
-
5
m
g〈
O
)

の
で
は
な
か

と
し
て
裁
断
す
べ
き
も
の
で
あ
る
と
し
て
も

l
i単
な
る
仲
裁
人
を
信
頼
す
る
こ
と
よ
り
も
、
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原
因
理
由
が
し
っ
か
り
し
て
い
る
と
き
は
人
は
仲
裁
人
よ
り
も
裁
判
官
を
選
ぶ
と
い
い
、

キ
ケ
ロ
は
、
人
は
す
べ
て
を
失
う
こ
と
が
な
い
そ
し
て
す
べ
て
を
得
る
こ
と
が
な
い
と
い
う
意
図
を
も
っ
て
仲
裁
人
を
雇
う
と
い
っ
た
。
訴

ろ
う
か

(
B
四
O
三頁)。

た
し
か
に
、

セ
ネ
カ
は
、

訟
を
選
ぶ
か
仲
裁
を
選
ぶ
か
を
き
め
る
に
は
手
続
の
真
の
性
質
を
知
っ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
い
う
こ
と
を
こ
れ
ら
の
言
は
示
し
て

い
る
。
現
実
に
、
当
事
者
の
質
か
ら
い
っ
て
、
裁
判
官
に
よ
る
友
誼
的
和
合
調
整
の
性
質
を
、
前
も
っ
て
知
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
だ
ろ

う
か
ο

裁
判
官
は
数
多
く
存
す
る
。
当
事
者
は
、
白
分
が
信
頼
す
る
裁
判
官
が
訴
訟
手
続
の
日
に
常
に
必
ら
ず
そ
の
地
位
に
あ
る
と
い
う
こ
と
が

確
か
で
な
い
な
ら
ば
、
あ
る
裁
判
所
に
、
ま
た
は
あ
る
合
議
体
に
任
か
せ
る
こ
と
を
た
め
ら
う
こ
と
が
あ
り
え
よ
う
。
そ
こ
で
、
将
来
紛
争

仲
裁
付
託
条
項
を
作
成
す
る
こ
と
が
役
立
つ
で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、
両
当
事
者
は
、
紛
争
が
生
じ
た
と
き
は
共
同
の
合
致
に
よ
り
選
択
す

る
裁
判
所
を
友
誼
的
和
合
調
整
人
と
成
す
こ
と
に
合
意
す
る
旨
を
明
確
に
す
る
こ
と
で
足
り
る
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

し
か
し
、
紛
争
が
生
じ
て
、
裁
判
所
を
選
定
す
る
の
に
一
致
し
な
い
場
合
、
誰
が
選
定
す
る
か
、
と
い
う
問
題
が
あ
る
。
両
当

事
者
は
裁
判
官
を
信
頼
し
裁
判
官
に
選
定
さ
せ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
こ
の
ほ
か
に
、
ま
た
、
両
当
事
者
は
裁
判
所
を
選
定
す
る
の
に
ど
れ
ほ

ど
の
自
由
を
も
つ
か
と
い
う
問
題
が
あ
る
。
新
民
訴
法
典
は
管
絡
の
延
長
と
い
う
こ
と
に
対
し
て
は
厳
し
い
。
す
な
わ
ち
、
商
人
が
な
す
場

こ
こ
で
、

裁判官'仲裁と司法権の変容

土
地
管
轄
の
規
定
に
抵
触
す
る
管
轄
合
意
条
項
を
禁
止
し
(
民
訴
四
八
条
)
、

訴
訟
物
の
価
額
を
基
準
と
す
る
管
轄
に
つ
い
て
、

合
を
除
き
、

争
が
生
じ
た
場
合
に
し
か
、
合
意
に
よ
る
延
長
を
許
さ
ず
(
同
四
一
き
、

言
す
る
こ
と
を
認
め
る
(
同
九
三
き
。

さ
ら
に
、
あ
る
一
定
の
場
合
に
は
、
裁
判
官
に
職
権
で
無
管
轄
を
宣

出
与

EE-
氏
に
よ
れ
ば
、
当
事
者
は
、
正
規
に
管
轄
権
を
有
す
る
裁
判
所
に
お
い
て
し
か
第
一
二
条

し
た
が
っ
て
、
将
来
紛
争
仲
裁
付
託
を
許
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
の
み
な
ら
ず
、

最
終
項
の
恩
恵
に
浴
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
、

第
四
一
条
及
び
第
四
八
条
に
記
さ
れ
た
禁
止
を
解
き
、

か
っ
、
第
九
三
条
に
よ
り
裁
判
官
に
留
保
さ
れ
た
権
能
を
廃
止
す
る
、
も
し
く
は
す

く
な
く
と
も
こ
れ
ら
三
つ
の
条
文
の
作
用
を
友
誼
的
和
合
調
整
の
場
合
に
自
由
解
釈
に
よ
り
除
斥
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
以
上 紛
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説

の
、
同
与

E
ロ
門
戸
氏
の
い
う
こ
と
は
望
ま
し
い
こ
と
で
あ
る
。

と
い
う
の
は
¥

論

こ
れ
ら
三
つ
の
条
文
の
規
定
の
源
に
あ
る
の
は
一
部
の
裁
判

所
が
混
み
合
う
心
配
で
あ
り
、
か
か
る
心
配
が
あ
る
の
で
は
あ
る
が
、
そ
う
い
う
心
配
は
友
誼
的
和
合
調
整
と
い
う
分
野
に
つ
い
て
は
根
拠

が
弱
い
か
ら
で
あ
る
。
友
誼
的
和
合
調
整
条
項
は
、
こ
れ
が
設
け
ら
れ
る
頻
度
は
小
さ
い
も
の
に
と
ど
ま
り
、
こ
れ
が
設
け
ら
れ
る
事
案
は

よ
り
広
い
自
由
を
認
め
て
よ
い
特
別
の
事
案
で
あ
る
。
大
き
な
裁
判
所
に
お
い
て
は
、
あ
る
分
野
を
専
門
と
す
る
弁
護
士
と
こ
れ
と
専
門
を

同
じ
く
す
る
裁
判
官
と
の
聞
に
、
て
足
の
時
間
が
経
過
す
る
う
ち
に
、
信
頼
の
関
係
が
成
立
し
、
〔
弁
護
士
は
|
筆
者
〕
原
告
の
側
に
あ
る
と

き
で
あ
れ
被
告
の
側
に
あ
る
と
き
で
あ
れ
、
そ
の
相
手
方
弁
護
士
と
の
共
同
の
一
致
を
も
っ
て
、
す
で
に
何
回
も
利
用
し
た
裁
判
官
に
、
法

の
適
用
に
お
い
て
も
衡
平
に
よ
る
こ
と
に
お
い
て
も
ま
か
せ
る
と
い
う
こ
と
を
受
容
す
る
こ
と
に
な
る
と
い
う
こ
と
を
わ
れ
わ
れ
は
確
認
し

て
い
る
(
以
上
、

B
四

O
問
主
。
専
門
の
分
野
と
は
、
た
と
え
ば
、
社
会
保
障
事
案
、
労
働
組
合
事
案
、
渉
外
事
案
、
商
事
事
案
、
そ
し
て
、
銀

行
事
案
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
分
野
に
お
い
て
は
、
友
直
的
和
合
調
整
は
大
き
な
利
点
を
有
す
る
の
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
、
弁
護
士
は
、
右
の
よ
う
な
裁
判
所
を
、
そ
れ
が
正
規
に
は
管
轄
を
有
し
な
く
て
も
、
選
択
す
る
こ
と
が
、
し
か
も
、
そ
の

部
を
選
択
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
し
か
に
、
原
告
の
弁
護
士
が
彼
の
好
み
に
よ
り
あ
る
裁
判
所
ま
た
は
あ
る
合

議
部
に
事
件
を
係
属
さ
せ
る
自
由
を
も
っ
と
な
れ
ば
ど
う
い
う
危
険
が
あ
る
か
を
人
は
知
っ
て
い
る
。
だ
が
、
被
告
が
原
告
と
合
致
す
る
と

き
は
こ
う
い
う
危
険
は
消
え
去
る
と
考
え
る
。
も
し
、
あ
る
部
ま
た
は
あ
る
裁
判
所
が
両
当
事
者
聞
の
共
同
の
合
致
に
基
づ
き
山
さ
れ
た
請

求
で
氾
濫
す
る
な
ら
ば
、
そ
れ
は
そ
の
裁
判
官
が
裁
判
を
受
け
る
人
々
に
満
足
を
与
え
て
い
る
こ
と
の
徴
候
で
あ
り
、
公
序
が
問
題
に
な
ら

な
い
と
き
は
、
そ
の
こ
と
自
体
に
な
ん
の
不
都
合
も
な
い
。
換
言
す
れ
ば
、
裁
判
所
の
内
に
仲
裁
を
も
ち
こ
む
こ
と
を
欲
す
る
な
ら
ば
、
通

常
の
仲
裁
の
場
合
と
同
じ
よ
う
に
、
あ
る
選
択
の
自
由
と
い
う
も
の
が
君
臨
す
る
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

い
う
ま
で
も
な
く
、
ど
ん
な

訴
訟
当
事
者
で
あ
っ
て
も
こ
れ
に
ど
ん
な
裁
判
所
に
申
立
て
る
こ
と
も
許
す
と
い
う
こ
と
を
立
法
者
が
認
め
る
こ
と
は
よ
い
こ
と
で
は
な

い
。
し
か
し
、
例
外
裁
判
所
矛
ご
=
2
L
E
Z
E
L・2
2
3
Zロ
)
が
事
実
上
右
の
よ
う
な
自
由
を
利
用
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
は
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あ
り
そ
う
に
な
く
、
法
律
上
は
、
小
審
裁
判
所
及
び
控
訴
院
の
み
が
管
轄
の
延
長
を
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
予
め
定
め
る
こ
と
で
足
り

よ肖ノ。と
こ
ろ
で
、
訴
訟
手
続
の
進
行
中
に
お
い
て
は
、
選
択
に
お
け
る
肖
由
は
形
式
〔
行
為
の
形
ぷ
|
下
れ
〕
の
自
由
を
伴
わ
ざ
る
を
え
な
い
だ

ろ
う
。
新
民
訴
第
一
二
条
の
文
言
自
体
か
ら
い
っ
て
も
、
当
事
者
双
方
が
自
由
な
処
分
の
で
き
る
諸
権
利
に
関
す
る
訴
訟
し
か
問
題
に
な
ら

な
い
。
だ
か
ら
、
当
事
者
は
、
と
り
わ
け
、
弁
論
の
公
閉
ま
た
は
非
公
開
を
合
意
す
る
こ
と
が
で
き
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
し
て
、
当
事

者
は
期
限
を
|
|
こ
れ
が
経
過
す
る
と
締
結
さ
れ
た
約
定
が
そ
の
効
果
を
終
熔
す
る
期
限

|
l合
意
す
る
こ
と
も
で
き
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
思
わ
れ
る
。
あ
る
一
定
の
時
が
経
っ
た
後
は
、
裁
判
官
の
交
代

(
g
c
r
g
g
c
ま
た
は
昇
進
(
匂
5
5
2
5ロ
)
に
よ
っ
て
、
そ
の
裁
判
所
で
同

た
だ
し
、
以
上
は
す
べ
て
指
名
さ
れ
た
裁
判
官
が

当
事
者
よ
り
も
、

じ
裁
判
官
の
前
に
自
分
を
昆
な
い
、
と
い
う
リ
ス
ク
を
当
事
者
は
負
う
か
ら
で
あ
る
。

〔
当
事
名
、
か
ん
け
殺
し
た
ニ
と
か
7
1市
vn
〕
受
諾
す
る
な
ら
ば
の
こ
と
で
あ
る
。

裁
判
官
は
、

こ
の
市
…
に
つ
い
て
、

よ
り
少
な
い

権
利
を
も
つ
こ
と
は
で
き
な
い
か
ら
で
あ
る
。
用
い
る
べ
き
形
式
を
決
定
す
る
権
限
が
属
す
る
の
は
、
原
則
と
し
て
は
、
裁
判
官
に
で
あ
る

〔
当
事
者
に
で
は
な
い

l
京
計
〕
。
し
か
も
、
司
法
組
織
の
本
質
的
な
諸
原
則
に
深
刻
な
打
撃
を
与
え
な
い
限
り
に
お
い
て
は
、
裁
判
宵
は
大
幅

の
自
由
を
享
受
す
べ
き
で
あ
る
。

裁判官仲裁と司法権の変容

わ
た
く
し
は
夢
幻
的
に
見
え
る
提
案
に
つ
き
宮
沢
々
と
詳
し
く
述
べ
る
こ
と
を
欲
し
な
い
。

わ
た
く
し
は
た
だ
単
純
に
、
裁
判
所
に
友
誼
的

和
合
調
整
を
導
入
す
る
こ
と
は
新
法
典
第
一
一
一
条
と
い
う
唯
一
の
根
拠
に
基
く
と
き
は
解
決
し
き
れ
な
い
問
題
を
生
じ
さ
せ
て
い
る
と
い
う

こ
と
を
肯
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
、
と
思
う
(
以
上
、

B
四

O
五
頁
〉
。
〔
(
ロ
)
に
相
当
す
る
い
え
一
ぷ
は
版
文
に
欠
け
て
い
る
〕
。

B 

人
は
し
か
し
比
較
法
あ
る
い
は
歴
史
か
ら
示
唆
を
受
け
て
あ
る
別
の
シ
ス
テ
ム
を
探
す
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う

(
B
四

O五頁)。

数
年
前
イ
ギ
リ
ス
の
の

2
E
4
2
0
5
q
の
誤
植
か
主
唱

)
(
U
2丘
町
の
機
能
が
変
更
さ
れ
た
、
と
い
う
こ
と
を
新
聞
記
事
に
よ
り

知
っ
た
。
訴
額
じ
瓦
ポ
ン
ド
以
下
の
争
訟
に
つ
い
て
は
、
裁
判
所
書
記
官
、
が
事
件
を
仲
裁
に
〈
法
判
所
廿
一
日
一
J
山

η
の
指
揮
す
る
仲
裁
、
ま
た
は
裁
判
官

(

イ

)
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説

の
指
揮
す
る
仲
及
、
ま
た
は
当
が
活
双
方
に
よ
り
指
名
さ
れ
た
人
の
指
印
す
る
仲
裁
)
移
す
権
限
を
有
す
る
。

つ
ま
り
、
裁
判
所
書
記
官
は
当
事
者
双

方
の
同
意
が
な
く
て
も
移
付
を
決
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
当
事
者
双
方
が
仲
裁
に
同
意
す
る
と
き
は
訴
価
が
い
く
ら
で
あ

:;:/.込

月間

る
か
を
問
わ
ず
裁
判
所
書
記
官
は
事
件
を
仲
裁
に
移
付
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
仲
裁
に
お
け
る
弁
論
は
全
く
自
由
に
進
行
す
る
。

非
公
開
で
あ
る
。
仲
裁
判
断
は
、
こ
れ
に
対
し
控
訴
は
許
さ
れ
ず
、
そ
の
ま
ま
で
執
行
し
う
べ
き
も
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
改
革
の
運
命

は
ど
う
で
あ
っ
た
か
を
調
べ
る
時
間
は
も
た
な
か
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
事
実
が
あ
る
と
い
う
こ
と
だ
け
で
も
参
考
に
な
る
で
あ
ろ
う
。

ハ
ロ
〉
他
方
、
過
去
に
遡
る
と
、
一
七
九

O
年
か
ら
革
命
八
年
〔
一
八

O
O年
〕
ま
で
の
問
、
平
和
の
裁
判
官
(
吉
宮
号
宮
町
)
の
決
定
に

対
す
る
破
段
申
立
は
一
切
禁
止
さ
れ
て
い
た
こ
と
、
及
び
、
革
命
八
年
か
ら
一
九

O
五
年
ま
で
の
問
、
許
さ
れ
る
破
盟
申
立
は
、
無
管
轄
と

越
権
を
理
由
と
す
る
場
合
の
み
で
あ
っ
た
こ
と
、
を
想
起
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
こ
と
は
、
平
和
の
裁
判
官
及
び
仲
裁
に
向
け
て
フ

ラ
ン
ス
革
命
が
示
し
た
愛
顧
の
顕
現
の
一
つ
で
あ
っ
た
〔
小
山
昇
「
フ
ラ
ン
ス
一
七
九
O
年
仲
裁
法
に
つ
い
て
」
北
大
法
学
論
集
一
一
一
一
巻
一
九
八
O
年
二

八
五
京
参
照
〕
。
こ
の
破
段
に
訴
え
る
こ
と
の
禁
止
は
、
仲
裁
に
等
し
い
も
の
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
管
轄
平
和
裁
判
官
を
自
由
に
選
ぶ
こ
と

は
で
き
な
か
っ
た
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。
規
制
の
対
象
は
強
制
仲
裁
で
あ
り
、
小
規
模
訴
訟
に
限
ら
れ
て
い
た
に
止
ま
っ
た
の
で
あ
っ
た
。

今
日
に
お
い
て
は
、
大
規
模
訴
訟
に
つ
い
て
、

し
か
し
、
仲
裁
の
利
点
、
と
い
う
も
の
は
ま
だ

小
規
模
訴
訟
の
た
め
に
よ
り
確
か
な
も
の
で
あ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
救
済
は
控
訴
止
ま
り
で
足
り
る
の
で
あ
る
。
一
九

O
五
年
に
立
法

者
が
か
か
る
法
状
態
を
な
ぜ
廃
止
し
た
か
を
私
は
知
ら
な
い
。
一
九

O
五
年
の
改
革
が
す
べ
て
進
歩
で
あ
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。

B
E
U
Z
R

の
制
度
及
び

gロ
円
巴
白

HmE
の
制
度
が
古
典
的
な
枠
組
を
爆
発
さ
せ
る
と
き
に
は
、
旧
に
戻
る
こ
と
が
す
な
わ
ち
再
び
前
に
進
む
こ
と
に
な

一
般
的
に
、
仲
裁
が
考
え
ら
れ
て
い
る
。

旧
に
一
灰
る
と
い
う
こ
と
は
、
裁
判
官
を
選
ぶ
自
由
が
な
い
と
き
は
、
裁
判
官
の
質
が
前
提
と
な
る
し
、
裁
判
官
を

選
ぶ
自
由
が
あ
る
と
き
は
、
一
部
の
小
審
裁
判
所
に
事
件
が
過
剰
に
な
る
と
い
う
危
険
が
あ
る
。
だ
が
、
利
点
と
い
う
も
の
は
す
べ
て
反
面

に
お
い
て
不
都
合
を
伴
う
も
の
で
あ
る
。
よ
っ
て
、
ど
ち
ら
か
を
選
ぶ
し
か
な
い
の
で
あ
る
。
だ
が
、
選
択
は
難
し
い
。

る
こ
と
は
あ
り
え
よ
う
。
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つ
ま
る
と
こ
ろ
、
裁
判
官
は
「
衡
平
」

で
は
あ
る
が
、
裁
判
官
と
仲
裁
人
と
は
接
近
す
る
こ
と
が
困
難
な
根
本
的
に
相
異
な
る
二
つ
の
機
能
を
も
た
な
い
も
の
か
ど
う
か
を
、
自
問

す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
だ
か
ら
、

に
郷
愁
を
も
つ
の
に
、
仲
裁
人
は
「
衡
平
」

よ
り
も
「
法
」

に
も
と
づ
き
為
す
傾
向
に
あ
る
、

仲
裁
人
に
な
る
こ
と
を
欲
す
る
裁
判
官
は
〔
否
定
の
符
を
出
す
と
き
は
筆
者
注
〕
退
官
の
年
齢
に

至
る
こ
と
を
待
つ
し
か
な
い
の
で
あ
る
(
以
上
、

B
四

O
六頁)。

裁判官仲裁と司法権の変容

(

1

)

そ
の
詳
細
は
、
若
林
安
雄
「
レ
フ
エ
レ

1
仏
に
お
け
る
仮
処
分
制
度
」
(
一
)
法
学
(
近
畿
大
学
)
一
六
巻
三
・
四
号
一
九
六
八
年
九
六
頁
、
(
二
)
近
大

法
学
一
七
巻
一
・
二
号
一
九
六
九
年
一
一
一
二
三
一
良
、
(
一
二
|
完
)
近
大
法
学
一
八
巻
一
号
一
九
七

O
年
二
二
頁
。

(

2

)

新
民
訴
五
五
七
条
が
、
控
訴
の
放
来
は
紛
争
の
発
生
に
先
立
っ
て
存
在
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
定
め
て
い
る
こ
と
を
指
す
の
で
あ
ろ
う
。

(

3

)

新
民
訴
四
一
条
が
、
管
轄
の
合
意
の
条
件
と
し
て
、
紛
争
が
発
生
し
て
い
る
こ
と
を
定
め
て
い
る
こ
と
を
指
す
の
で
あ
ろ
う
。

(
4
〉
一
七
九

O
年
一
一
月
二
七
日

t
一
二
月
一
日
デ
ク
レ
第
四
条
は
、
平
和
の
裁
判
官
に
よ
り
終
審
と
し
て
な
さ
れ
た
裁
判
に
対
し
て
は
被
援
の
請
求
を
立
て

る
こ
と
は
で
き
な
い
と
定
め
た
(
月
刊
n
z
a
-
m
bロ
恥
円
曲
目
門
広
回
目
。

2
2
ι
2
2
B仲
間
、
F
O
町
田
口
口
三
宮
田
口
∞
申
iH
∞ω
。
-v
・斗唱)。

(

5

)

革
命
八
年
風
月
二
七
日

1
一
八

O
O年
三
月
一
八
日
法
律
第
七
七
条
は
、
平
和
の
裁
判
官
の
終
審
と
し
て
の
裁
判
に
対
し
て
は
、
無
管
轄
ま
た
は
越
稼
の

理
由
の
た
め
で
な
い
と
き
は
、
破
授
の
道
は
関
か
れ
な
い
、
と
定
め
た

(
H
N
0
2
2
H
F
正
】
Y

印
8)・
一
八
三
一
八
年
五
月
二
五
日
法
律
第
一
五
条
は
、
平
和
の
裁

判
官
に
よ
り
な
さ
れ
た
裁
判
は
越
権
の
た
め
に
し
か
破
援
申
立
の
道
に
よ
り
攻
撃
さ
れ
る
こ
と
は
で
き
な
い
、
と
定
め
た
(
問
。

2
巴
ご
r
E
-
F
C
U
白ロロ

oztz

g
u
H
i
H
E
∞
℃
・
品
品
。
・
無
管
轄
は
控
訴
(
院
上
訴
)
事
由
で
は
あ
る
が
破
綾
申
立
事
由
で
は
な
い
こ
と
に
な
っ
た
)
。

(

6

)

一
九

O
五
年
七
月
一
二
|
一
一
二
日
法
律

(
Oと
Z
N
Z
O印
同
〈
叶
ど
の
こ
と
を
指
す
と
思
わ
れ
る
。

討

呈ι
百問

圃.L.
J、

ジ
ャ
ン
・
ロ
ベ
ー
ル
弁
護
土
、

討
論
の
た
め
の
発
言
者
は
、
ベ
ロ
教
授
、
ベ
ル
タ
ン
裁
判
所
長
、

エ
リ
ッ
ク
・
ロ
カ
ン
(
配
で
あ
る
。

ジ
ャ
ン
テ
ッ
ト
弁
護
士
、

ア
ル
ベ

i
ル・

こ
れ
ら
の
発
言
に
対
し
必
要
に
応
じ
、

ミ
シ
ュ
レ
裁
判
官
、

コ
ル
ニ
ュ
ま
た
は
ベ
レ
が
答
え
て
い
る
。

の発
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説

言
の
順
序
に
従
っ
て
発
言
の
内
容
を
紹
介
す
る
の
で
は
な
く
、

い
か
な
る
主
題
に
つ
い
て
ど
ん
な
意
見
開
陳
が
あ
っ
た
か
を
紹
介
す
る
こ
と

に
す
る
。

;IK 

(

1

)

同
町
白
ロ
同
C
V
目
立
・
〉
号
百
担
問
問
口

F
i
-
2
n
c
g
B
O門
口
目
白
戸
の
著
者
で
あ
る
。
こ
の
書
物
の
第
五
版
一
九
八
三
年
の
表
題
は
ぐ
〉
手
百
出
mow
仏門

D
X
E芯円

E

L
E
x
-ロ
お
円
ロ
白
t
o
ロ
白
戸
古
川
町
ぐ
恥
で
あ
る
。

(

2

)

肘
江
口

F
C』口一
P
H
h曲目
2
E
o
n
-
B
H
)
D
岳
-c
ロ
ぬ
ロ
与
同

C
X
2
5
]
V
R
b
E
F
E
m門口伊丹
-
C
E
-
-
E
∞C
の
著
者
で
あ
る
。

第
二
一
条
第
五
項
は
、

そ
れ
以
後
一
九
七
七
年
(
の
本
稿
の
討
論
鋒
会
現
荘
に
歪

利
用
さ
れ
な
い
友
誼
的
和
合
調
整
裁
判
官
を
な
ぜ
設
け
た
の
か
。

一
九
七
二
年
に
一
回
利
用
さ
れ
た
に
止
ま
り

(
C
三
七
五
頁
)
、

る
〉
ま
で
は
一
度
も
利
用
さ
れ
て
い
な
い

(
B
三
九
四
頁
〉
。

フ
ラ
ン
ス
人
で

な
い
筆
者
の
知
り
た
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。
答
え
を
意
見
開
陳
の
な
か
に
求
め
る
と
、
次
の
三
つ
が
得
ら
れ
る
。
①
訴
訟
事
件
に
つ
き
友
誼
的

和
ム
口
調
整
人
で
あ
る
こ
と
(
つ
ま
り
、
衡
平
に
よ
り
裁
判
す
る
こ
と
)
は
す
べ
て
の
裁
判
官
の
夢
で
あ
り
(
ベ
ル
タ
ン
、
四
O
九
頁
)
、
自
分
の
義
務

を
意
識
し
て
い
る
裁
判
官
は
す
べ
て
友
誼
的
和
合
調
整
人
で
あ
り
(
ミ
シ
ュ
レ
、
四
一
四
豆
、
か
な
り
の
数
の
裁
判
官
は
訴
訟
事
件
に
つ
い
て

の
衡
平
な
結
論
が
心
の
中
に
湧
き
上
っ
て
く
る
の
を
感
ず
る
も
の
で
あ
り
、
た
ん
に
諸
原
則
を
純
粋
に
論
理
的
に
適
用
す
る
も
の
で
は
な
い

(
コ
寸
二
、
四
O
九
頁
〉
。
②
法
律

(
Z
C
の
厳
格
な
適
用
は
し
ば
し
ば
遺
憾
な
結
果
を
生
む
危
険
が
あ
り
(
コ

T
一
ュ
、
四
O
八
頁
)
、
裁
判
官
は
し

ば
し
ば
法
の
拘
束
に
堪
え
が
た
い
と
思
う
こ
と
が
あ
り
(
ベ
ル
タ
ン
、
四
O
九頁)、

、
シ
ュ
レ
自
身
は
法
律
2
0
3

が
妨
げ
に
な
る
と
考
え
た

と
き
は
こ
れ
を
脇
に
お
し
ゃ
っ
た
(
ミ
シ
ュ
レ
、
四
一
四
頁
)
。

@
当
事
者
は
、
法
規
制
が
あ
り
あ
ま
る
ほ
ど
多
量
で
い
き
す
ぎ
る
ほ
ど
拘
束

的
な
の
で
、
う
ん
ざ
り
し
て
、
友
誼
的
和
合
調
整
に
よ
り
、
過
重
な
煩
預
な
規
制
を
除
去
し
て
費
用
と
時
聞
を
切
り
詰
め
よ
う
と
考
え
る

(
ジ
ャ
ン
テ
ッ
ト
、
四
一
四
頁
〉
。

だ
が
、
友
誼
的
和
合
調
整
の
作
用
と
性
質
に
お
い
て
同
じ
作
用
を
裁
判
官
が
行
な
う
制
度
は
す
で
に
存
し
た
。
円

OE--3昨
日
。
ロ
(
新
民
訴
二

一
条
、
一
二
七
条
な
い
し
一
一
一
一
一
条
)
で
あ
る
〔
法
務
資
料
四
三
四
号
に
お
い
て
、
和
解
と
沢
さ
れ
て
い
る
。
と
こ
ろ
で
、
民
法
二

O
凶
四
条
の
は

2
3司
己
C

ロ
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が
和
解
と
引
仇
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
民
法
二
五
一
条
に
よ
れ
ば
離
婚
訴
訟
の
案
理
の
前
に

5
α
Z
E
2
2
0
含

2
2
E
E
5ロ
を
す
る
こ
と
が
み
は
仰
的
で
あ
る
。

し
て
み
る
と

2
宮山口
2-D出
金
利
仰
と
ぶ
す
と
混
乱
を
生
じ
さ
せ
る
か
も
知
れ
な
い
。
和
人
口
さ
せ
る
こ
と
と
い
う
組
行
で
調
作
と
沢
し
て
お
く
こ
と
に
す
る
。
〕
。

こ
れ
は
行
わ
れ
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
ベ
ル
タ
ン
の
経
験
に
よ
れ
ば
、
民
事
部
は
受
理
事
件
が
多
く
、
弁
論
は
六
か
月
先
と
せ
ざ
る
を
え

ず
、
調
停
は
、
満
足
す
る
結
果
に
は
至
る
が
、
当
事
者
双
方
本
人
を
相
手
に
す
る
こ
と
は
た
い
へ
ん
に
時
間
を
喰
う
こ
と
で
あ
る
の
で
、
多

く
の
事
件
を
処
理
す
る
こ
と
を
遅
ら
せ
る
こ
と
に
な
る
(
ベ
ル
タ
ン
、
四
一

O
頁)。

欠
点
の
ほ
か
に
時
間
を
喰
う
と
い
う
欠
点
が
あ
る
と
い
う
こ
と
ら
し
い
。

本
人
同
志
を
つ
き
あ
わ
せ
た
の
で
は
、

躍
ら
な
い
と
い
う

そ
れ
で
は
、
法
規
の
適
用
の
結
果
が
遺
憾
な
も
の
に
思
わ
れ
る
場
合
に
、

、
シ
ュ
レ
の
よ
う
に
、
法
規
を
脇
に
お
い
て
、
衡
平
に
よ
り
判

決
を
す
る
こ
と
を
フ
ラ
ン
ス
人
は
肯
定
す
る
の
か
否
定
す
る
の
か
。
否
定
す
る
よ
う
で
あ
る
D

こ
の
こ
と
は
ベ
ロ
の
発
言
か
ら
う
か
が
う
こ

と
が
で
き
る
。
裁
判
官
は
衡
平
に
よ
る
裁
判
の
権
限
を
与
え
ら
れ
る
こ
と
な
く
し
て
衡
平
の
裁
判
官
を
音
問
。
定
吉
正
)
自
任
す
る
こ
と
が

で
き
る
と
い
う
観
念
は
危
険
な
観
念
で
あ
る
。

か
か
る
観
念
は
吉
田
片
山

2
の
観
念
を
全
面
的
に
変
え
る
も
の
で
あ
る
か
ら
で

と
い
う
の
は
、

あ
る
。

主
観
的
権
利
の
否
定
、

法
の
規
定
(
芯
色
。
)
か
ら
派
生
す
る
諸
権
利
の
否
定
、

か
か
る
観
念
を
警
戒
し
な
い
と
、
終
り
に
は
、

者

(
]
2
5
F
b
E
S
F
〔
こ
こ
で
は
契
約
ヨ
事
活
の
こ
と
が
念
頭
に
あ
る
の
で
は
な
い
か
l
筆
名
〕
)
が
そ
の
細
則
(
自
主
出
口
広
田
)
を
整
え
た
と
こ
ろ
の
法
の

裁判rr仲裁と司法権の変容

規
定
の
否
定
に
至
る
で
あ
ろ
う
。
訴
訟
と
い
う
制
度
の
上
位
に
衡
平
を
据
え
る
と
い
う
観
念
は
射
程
距
離
の
長
い
観
念
で
あ
り
1

1
当
事
者

双
方
の
一
致
な
し
に
こ
れ
に
依
る
と
き
は

|
l
y
E
2
に
基
づ
く
諸
観
念
を
完
全
に
変
え
て
し
ま
う
危
険
が
あ
る
観
念
で
あ
る
。
ベ
ロ
は
以

上
の
よ
う
に
い
う
宙
O
七
き
。
そ
こ
で
、
下
級
裁
判
所
の
衡
平
の
観
点
か
ら
す
る
判
決
を
上
級
裁
判
所
が
取
り
消
す
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

ミ
シ
ュ
レ
は
発
言
の
中
で
自
分
が
下
級
裁
判
所
と
し
て
な
し
た
判
決
が
上
級
裁
判
所
に
よ
り
受
け
容
れ
ら
れ
な
か
っ
た
実
例
を
一
例
挙
げ
て

い
る
(
四
一
四
互
。
建
物
賃
借
名
義
人
た
る
夫
、
が
婚
姻
住
所
(
号

E
門
戸

m
g三
話
回
目
)
を
放
棄
し
た
の
で
建
物
所
有
者
が
賃
貸
借
の
解
除
を
求
め

た
事
件
に
お
い
て
、
妻
と
子
の
居
住
を
ミ
シ
ュ
レ
は
認
め
た
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
裁
判
官
は
往
々
に
し
て
事
実
に
即
さ
ず
衡
平
に
適
わ

関
係
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説

な
い
と
自
分
で
わ
か
っ
て
い
る
決
定
を
下
し
、
第
二
審
の
裁
判
官
は
、
往
々
に
し
て
、
破
虫
院
を
控
え
て
震
え
な
が
ら
、
第
一
-
容
の
裁
判
官

の
決
定
よ
り
も
よ
り
多
く
法
律
的
な
(
百
円
F
E
S
S
)
よ
り
少
な
く
衡
平
な

(
2
5与
F
)
決
定
を
行
な
う
こ
と
に
な
る
(
ペ
ル
タ
ン
、
四
O
九頁)。

?~‘ 
耐爾

し
か
し
、
そ
の
権
限
な
く
し
て
そ
の
よ
う
な
裁
判
を
す
る
と
破
段
院
に
よ
り
破
鼓
さ
れ
る
。
だ
か
ら
、
当

事
者
か
ら
衡
平
に
よ
り
裁
判
し
て
も
差
支
え
な
い
と
指
示
さ
れ
る
と
、
こ
の
難
点
が
乗
り
こ
え
ら
れ
る
。
こ
れ
が
、
第
一
一
一
条
が
賛
成
を
え

て
い
る
(
ベ
口
、
ベ
レ
そ
の
他
が
賛
成
)
理
由
で
あ
る
と
岡
山
わ
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
、

衡
平
に
よ
り
裁
判
を
し
た
い
、

一
般
的
に
支
持
さ
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
も
の
で
あ
り
、

調
停
と
異
な
り
友
誼
的
和
合
調
整
な
ら
ば
当
事
者
の
代
理
人
も
出
頭
す
る
の
で
調
停
ほ
ど
に
時
間
を
喰
う
こ
と
は
な
い
と
す
る
な
ら
ば
、
な

ぜ
、
こ
の
制
度
が
利
用
さ
れ
な
か
っ
た
の
か
。
そ
の
原
因
を
わ
れ
わ
れ
外
国
人
は
知
り
た
い
。
意
見
開
陳
の
中
に
見
ら
れ
る
答
は
次
の
よ
う

な
も
の
で
あ
る
。
@
弁
護
士
(
当
事
者
の
代
理
人
〉
は
未
知
の
新
し
い
道
に
は
不
安
を
抱
き
あ
え
て
踏
み
こ
ま
な
い
も
の
で
あ
る
〈
ラ
セ
ー

ペ
三
九
二
宅
ベ
レ
、
四
O
二
頁
)
。
@
仲
裁
の
本
質
的
要
素
は
仲
裁
人
選
択
の
自
由
(
そ
の
根
拠
は
当
事
者
と
仲
裁
人
の
問
の
人
間
的
な
信
頼
)
で
あ
る

と
こ
ろ
、
第
一
二
条
に
お
い
て
は
利
用
者
は
自
分
の
裁
判
官
を
選
ぶ
こ
と
が
で
き

b
川
〔
つ
ま
り
、
訴
え
を
管
燃
す
る
裁
判
所
の
裁
判
行
に
友
泊
施
的

和
合
理
お
任
務
を
与
え
る
し
か
な
い
と
い
う
こ
と
か
l
筆
者
〕
(
ベ
口
、
四
O
七
頁
)
。
@
共
同
申
立
震
に
よ
る
裁
判
要
求
が
十
分
に
宣
伝
さ
れ
て
い
な

原
告
に
よ
る
訴
え
の
提
起
に
よ
り
開
始
さ
れ
た
手
続
の
係
属
中
に
当
事
者
双
方
が
友
誼
的
和
合
調
整
を
欲
す
る
と
き
は
、

gロ
ロ
ナ

友
誼
的
和
合
調
整
を
訴
え
提
起
前
に
両
当
事
者
が
欲
す
る
と
き
は
、
共
同
申
立
書
の
提
出
の
道
が
あ
る
の
で

裁
判
に
付
し
た
く
な
い
当
事
者
は
裁
判
要
求
を

ミ
つ
こ
。

よ

刀

チ
J

-r 

@
共
同
申
立
書
の
道
は
離
婚
事
件
を
除
き
利
用
さ
れ
て
い
な
い
。

す
る
は
ず
は
な
く
、
時
聞
を
稼
ぐ
こ
と
を
考
え
る
か
ら
、
迅
速
な
解
決
を
も
た
ら
す
第
一
一
一
条
の
制
度
を
利
用
し
よ
う
と
は
考
え
な
い
の
で

あ
る
(
ベ
口
、
四
O
八頁)。

あ
る
(
ベ
ル
タ
ン
、
四
O
九
瓦
)
。
@
裁
判
官
は
、
当
事
者
本
人
同
志
を
対
決
さ
せ
る
こ
と
、
自
分
が
当
事
者
本
人
と
接
触
す
る
こ
と
を
好
ま
な

い
ハ
ベ
ル
タ
ン
、
四
一
0
3
0
@
裁
判
官
は
そ
れ
で
な
く
て
も
過
多
の
事
件
を
抱
え
て
お
り
、
友
誼
的
和
合
調
整
の
よ
う
に
時
間
を
喰
う
こ
と

は
裁
判
官
の
任
務
遂
行
の
支
障
に
な
る
(
ベ
ル
タ
ン
、
四
一
O
頁)。
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(

3

)

こ
の
よ
う
に
し
た
理
由
を
ベ
ロ
は
説
明
す
る
。
も
し
、
裁
判
官
を
選
ぶ
自
由
を
徹
底
し
て
認
め
る
と
、
あ
る
二
足
の
裁
判
官
が
繰
り
返
し
て
友
誼
的
和
合

調
整
裁
判
官
に
指
名
さ
れ
る
と
い
う
現
象
が
生
じ
、
そ
の
こ
と
は
そ
の
裁
判
官
が
優
秀
で
あ
る
こ
と
を
一
万
す
も
の
で
あ
り
、
そ
の
裁
判
官
ば
共
進
す
る
こ
と

に
な
り
、
こ
の
よ
う
な
こ
と
は
私
人
が
実
質
上
昇
進
の
リ
メ
ト
を
定
立
す
る
に
等
し
く
、
裁
判
官
は
こ
れ
に
よ
り
精
神
的
な
外
傷
を
負
う
こ
と
に
な
り
、
望

ま
し
い
こ
と
で
は
な
い
か
ら
で
あ
る
と
。
ハ
四
O
七
|
入
頁
〉
。

(

4

)

共
同
申
立
書
は
お
門
出
口
m
S
S
E
c
-ロ
件
。
の
訳
で
あ
る
。
原
告
と
被
告
が
共
通
の
書
面
〈
官
官

B
E
E
S
)
に
所
定
の
事
項
を
記
載
し
て
管
結
裁
判
所
の
事

務
局
念
日
広
Z
江
主
〉
に
提
出
す
る
も
の
で
あ
る
(
新
民
訴
五
四
条
、
五
七
条
)
。
こ
れ
は
、
訴
え
の
提
起
(
裁
判
要
求

z
e
E
S号
宮
伊
丹

E
O
B
E
E
K
O
)
の
方
式

の
ひ
と
つ
で
あ
る
。
訴
え
の
提
起
を
原
告
と
被
告
が
共
同
で
す
る
こ
と
の
特
徴
の
ひ
と
つ
と
し
て
、
両
当
事
者
が
共
同
申
立
書
の
中
に
お
い
て
、
裁
判
官
に

友
誼
的
和
合
調
整
人
の
任
務
を
与
え
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
こ
と
が
あ
る
(
新
民
訴
五
入
条
)
。
こ
の
共
同
申
立
書
の
提
出
に
よ
る
裁
判
官
要
求
は
新
し
い

制
度
で
あ
る
(
以
上
、
筆
者
三
ベ
レ
発
一
言
一
回
に
よ
れ
ば
、
共
同
申
立
書
の
な
か
で
第
一
二
条
の
任
務
援
与
を
し
た
例
は
二
例
で
あ
る
〈
四
一
一
ニ
一
員
〉
。
か
く
し
て
、

ベ
レ
は
、
共
同
申
立
書
の
利
用
促
進
は
問
題
を
問
題
に
よ
っ
て
少
々
解
決
す
る
に
す
ぎ
な
い
と
批
判
す
る
(
四
一
三
頁
)
。

か
く
て
、
問
題
は
、
ど
う
す
れ
ば
第
一
二
条
の
所
期
の
目
的
を
実
現
す
る
こ
と
が
で
き
る
か
、

に
移
る
。
ベ
レ
報
告
の
中
に
は
、
将
来
紛

争
仲
裁
付
託
契
約
に
お
い
て
、
紛
争
が
生
じ
た
と
き
に
こ
れ
に
つ
き
合
意
に
よ
り
選
択
す
る
裁
判
所
に
友
誼
的
和
合
調
整
人
と
し
て
裁
断
す

る
任
務
を
与
え
る
こ
と
を
合
意
す
る
、

と
い
う
こ
と
を
認
め
る
こ
と
が
示
唆
さ
れ
て
い
る

(
B
四
O
四
頁
九

ロ
ベ
ー
ル
は
こ
れ
に
同
調
す
る
。

裁判官仲裁と司法権の変容

紛
争
が
起
こ
っ
て
か
ら
仲
裁
契
約
を
す
る
こ
と
は
例
が
少
な
い
」
そ
の
理
由
は
前
掲
問
に
同
じ
|
筆
者
〕
(
ロ
ベ
ー
ル
、
回
二
頁
〉
。

紛
争
中
に
お
い

て
は
当
事
者
は
敵
対
と
克
服
で
き
ぬ
不
信
の
関
係
に
あ
る
の
で
友
誼
的
和
合
調
整
裁
判
官
の
選
択
に
お
い
て
一
致
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る

(
ロ
ベ
ー
ル
、
四
一
一
頁
)
。

そ
れ
で
は
、
第
一
二
条
は
、
将
来
紛
争
仲
裁
付
託
契
約
に
お
い
て
紛
争
が
生
じ
た
な
ら
ば
こ
れ
を
友
誼
的
和
合
調
整
人
と
し
て
裁
断
す
る

任
務
を
裁
判
官
に
与
え
る
こ
と
を
約
す
る
こ
と
を
、
許
し
て
い
な
い
の
か
。
こ
れ
が
問
題
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
通
説
的
な
解
釈
に
お
い
て

は
、
第
一
二
条
第
五
項
の
冒
頭
に
存
す
る
《
F
m
E
釘
目
ロ
舎
の
三
語
は
、
紛
争
が
生
じ
て
か
ら
後
に
は
じ
め
て
裁
判
官
に
上
記
の
任
務
を
与
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説

え
る
こ
と
を
定
め
た
も
の
と
解
釈
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
解
釈
を
前
提
と
す
る
と
、
《

T
L
E
m巾
ロ
を
は
、
第
一
二
条
五
項
の
利
用
の
促
進
の

脚
を
、
引
っ
ぱ
っ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

で
は
、

い
っ
そ
、
《

F
m
}
E
m
m
ロ
舎
を
削
除
し
た
ら
ど
う
か
。

コ
ル
ニ
ュ
は
削
除
に
土
り
第

:::/!.. 
員同

条
の
成
功
が
得
ら
れ
る
こ
と
に
懐
疑
的
で
あ
る
。
仲
裁
人
を
人
を
信
頼
し
て
選
ぶ
の
が
仲
裁
の
本
質
で
あ
る
。
上
記
三
語
を
削
除
す
る
と
、

将
来
紛
争
仲
裁
付
託
条
項

(
n
-
g
z
g宮
町

S
S
E
c
-
B
)
が
許
さ
れ
る
。

こ
の
条
項
が
約
束
さ
れ
る
と
は
限
ら
な
い
、

つ
ま
り
、
削
除

Z
-
e為
、

中
ム
い
ふ

μ

す
れ
ば
、
紛
争
前
に
友
誼
的
和
合
調
整
条
項
の
中
に
個
人
を
選
択
し
て
指
名
す
る
こ
と
に
な
る
と
い
う
も
の
で
は
な
い
。
こ
れ
が
コ
ル
ニ
ユ

の
懐
疑
の
理
由
で
あ
る
宙
三
一

5
。
ベ
レ
は
削
除
は
問
題
を
解
決
す
る
の
に
は
十
分
で
は
な
い
と
い
う
。
削
除
す
る
と
、
将
来
紛
争
を
第
一

二
条
の
友
，
川
的
和
合
調
整
に
付
託
す
る
契
約
が
許
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
そ
の
契
約
で
あ
る
裁
判
所
の
あ
る
合
議
部
を
指
名
す
る
こ
と
が
で
き

ト
J
R
Aノ。

z-A守、、

ふ
れ
ふ

μ

い
ざ
紛
争
が
起
っ
た
と
き
は
そ
の
部
を
構
成
す
る
裁
判
官
が
交
替
し
て
し
ま
っ
て
い
る
こ
と
が
多
い
だ
ろ
う
。
こ
の
場
合
に

は
指
名
さ
れ
た
部
は
仲
裁
し
な
い
で
終
る
こ
と
に
な
る
。

か
と
い
っ
て
、
〔
裁
判
所
で
な
い

l
筆
者
補
〕
裁
判
官
を
指
名
す
る
こ
と
は
第
二
一
条

が
予
定
す
る
と
こ
ろ
で
は
な
い
。
第
一
二
条
は
、
そ
の
事
件
を
処
理
す
る
裁
判
官
の
職
能
に
お
い
て
友
直
的
和
合
調
整
人
に
そ
の
裁
判
官
を

指
名
す
る
と
い
う
こ
と
を
予
定
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
何
某
と
い
う
個
人
と
し
て
指
名
す
る
こ
と
を
予
定
し
て
は
い
な
い
。
裁
判
官
は
一
人

の
個
人
と
し
て
指
名
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
ベ
レ
は
こ
の
よ
う
に
述
べ
る
(
四
二
ニ

5
。

さ
い
ご
に
、
人
が
権
利
の
保
障
を
法
律
の
中
に
求
め
た
時
代
か
ら
、
人
々
の
諸
利
益
の
聞
を
調
整
し
て
平
衡
を
打
ち
た
て
る
必
要
の
時
代

へ
と
移
行
す
る
に
つ
れ
て
、
紛
争
の
解
決
が
、
法
規
の
適
用
に
よ
る
も
の
か
ら
友
誼
的
和
合
調
整
へ
と
移
行
さ
せ
ら
れ
て
い
る
と
い
う
認
識

(
ロ
ベ
ー
ル
、
四
一

O
一氏〉、

こ
の
よ
う
な
社
会
的
需
要
で
あ
る
友
誼
的
和
合
調
整
の
担
当
者
と
し
て
は
知
的
に
も
感
性
的
に
も
優
れ
多
く
の
情
報

を
備
え
る
普
通
法
裁
判
所
〔
フ
ラ
ン
ス
に
お
い
て
は
、
裁
判
所
は
普
通
法
裁
判
所
と
例
外
裁
判
所
と
に
分
類
さ
れ
る
|
筆
者
〕
が
最
適
で
あ
る
と
い
う
評

価
(
ロ
ベ
ー
ル
、
四
一
一
一

Z
、
普
通
法
裁
判
所
が
こ
の
よ
う
な
役
割
を
有
す
る
こ
と
は
、
憲
法
と
の
関
連
に
お
い
て
、
立
法
権
と
の
関
係
に
お

い
て
、
司
法
権
を
一
評
価
し
直
す
こ
と
で
あ
る
か
ら
、
ひ
と
つ
の
革
命
で
あ
る
と
い
う
見
方
(
ジ
ャ
ン
テ
ッ
ト
、
四
一
四
頁
〉
が
わ
た
く
し
の
注
目

北法33(1-2・360)360



を
惹
い
た
。

な
お
、
ラ
セ
ー
ル
議
長
の
問
い
か
け
に
対
し
て
は
、
ベ
ル
タ
ン
が
次
の
よ
う
に
発
β
し
て
い
る
。
第
一
二
条
の
失
敗
は
、
裁
判
官
の
精
神
の
状
態
〔
ラ
セ
l
w
が

指
摘
し
た
と
こ
ろ
の
、
裁
判
官
は
年
が
ら
年
中
法
規
の
適
用
に
馴
染
ん
で
い
る
と
い
う
こ
と
を
指
す
の
だ
ろ
う
と
思
う
|
筆
者
〕
が
原
因
で
あ
る
の
で
は
な
く
、
裁
判
官
の
能
力
に
起

因
す
る
の
で
な
く
、
裁
判
官
と
い
う
身
分
に
か
か
る
問
題
が
障
害
と
な
っ
た
の
で
も
な
く
、
統
判
官
が
自
分
の
労
働
時
間
を
固
か
ら
報
酬
を
受
け
る
事
柄
〔
訴
訟
の

裁
判
を
指
す
筆
者
〕
を
行
な
う
た
め
に
捧
げ
る
の
で
は
な
く
当
事
者
か
ら
報
酬
を
受
け
る
事
柄
〔
友
誼
的
和
合
調
整
を
指
す
1

筆
者
〕
を
行
な
う
た
め
に
捧
げ
る
い
う

事
物
の
性
質
が
原
因
で
あ
る
の
で
も
な
い
、
と
(
四
O
九頁〉。

お

わ

り

「
フ
ラ
ン
ス
民
訴
改
正
の
一
帥
」
と
題
す
る
一
文
を
寄
せ
た
。

の
な
か
で
本
稿
で
紹
介
し
た
討
論
集
会
の
記
録
(
「
仲
裁
維
誌
」
一
九
八

O
年
第
二
号
)
が
存
在
す
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。
そ
し
て
《
裁
判
官
が

わ
た
く
し
は
、
新
・
実
務
民
事
訴
訟
講
座
月
報
7

(
一
九
八
二
年
)
に
、

同

B
U庄
町
内
。
BHVO色
丹
向
日
と
し
て
裁
判
す
る
こ
と
に
つ
い
て
も
、
そ
の
内
容
の
詳
細
を
だ
れ
か
が
紹
介
す
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
》
と
付
け

加
え
た
。
こ
の
期
待
は
ま
だ
現
実
の
も
の
に
な
っ
て
い
な
い
。

か
く
し
て
、

わ
た
く
し
が
紹
介
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

裁判官仲裁と司法権の変容

最
高
裁
に
よ
る
と
、
司
法
権
の
固
有
の
内
容
と
し
て
裁
判
所
が
審
判
し
う
る
対
象
は
裁
判
所
法
=
一
条
に
い
う
「
法
律
上
の
争
訟
」

に
限
ら

れ
る
(
最
判
昭
四
一
・
二
・
八
民
集
二

O
巻
二
号
一
九
六
頁
)
。

つ
ま
り
法
律
上
の
争
訟
を
審
判
す
る
の
が
司
法
権
の
固
有
の
作
用
で
あ
る
。

上
の
争
訟
を
審
判
す
る
作
用
と
は
ど
う
い
う
作
用
か
。
あ
る
東
京
地
判
(
昭
二
九
・
二
・
一

O
行
例
集
五
巻
二
号
二
六
四
一
一
一
瓦
〉
に
よ
る
と
、

司
法
権
と
は
、
当
事
者
聞
に
具
体
的
な
権
利
義
務
の
紛
争
が
存
す
る
場
合
に
、
法
を
適
用
実
現
し
て
紛
争
を
解
決
す
る
国
家
作
用
を
い
う
。

右
の
ご
と
き
固
有
の
意
味
の
司
法
権
は
裁
判
所
に
属
す
る
(
定
七
六
条
一
一
志
。

し
か
し
、
裁
判
所
に
は
、
固
有
の
意
味
の
司
法
権
に
あ
ら

ざ
る
権
能
が
法
律
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
与
え
ら
れ
て
い
る
。
ど
の
よ
う
な
権
能
が
与
え
ら
れ
て
い
る
か
を
比
較
法
的
に
実
証
的
に
確
認 そ

法
律
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説

す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
こ
の
作
業
は
後
日
に
諮
る
。

い
ま
は
、
こ
れ
ら
の
権
能
が
量
的
に
優
勢
と
な
り
し
か
も
こ
れ
ら
の
権
能
が
質
的
に
変
っ

て
き
た
社
会
の
需
要
に
応
ず
る
も
の
で
あ
る
な
ら
ば
、
裁
判
所
に
与
え
ら
れ
た
権
能
の
な
か
で
、
固
有
の
意
味
の
司
法
の
権
能
の
比
重
が
低

自命

く
な
る
と
見
る
べ
き
こ
と
に
な
り
は
し
な
い
か
、

ま
た
、
そ
れ
は
、

比
重
の
低
下
に
と
ど
ま
ら
ず
、
司
法
の
観
念
の
内
包
の
質
の
変
容
に
至

る
も
の
で
あ
ろ
う
か
、
を
問
題
と
し
て
意
識
す
る
の
で
あ
る
。
他
方
に
お
い
て
、
固
有
の
意
味
の
司
法
裁
判
に
よ
り
解
決
さ
る
べ
き
事
項
を

裁
判
所
が
衡
平
に
よ
り
解
決
す
る
こ
と
が
許
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
な
ら
ば
、

ま
た
そ
の
よ
う
な
こ
と
が
対
象
に
お
い
て
ま
た
頻
度
に
お
い
て

数
の
多
い
も
の
に
な
る
な
ら
ば
ー
ー
そ
の
よ
う
に
な
る
傾
向
に
あ
る
か
否
か
を
実
証
的
に
確
定
す
べ
き
で
あ
る
し
、
そ
の
作
業
を
他
日
に
譲

る
と
し
て
ー
ー
そ
の
こ
と
は
固
有
の
意
味
の
司
法
の
比
重
の
低
下
を
示
す
も
の
と
と
ら
え
る
こ
と
に
な
ろ
う
。
そ
う
な
れ
ば
、
そ
う
い
う
こ

と
も
ま
た
司
法
の
観
念
の
内
包
の
質
に
変
容
を
も
た
ら
す
も
の
と
見
る
べ
き
も
の
で
あ
ろ
う
か
、
と
い
う
こ
と
も
問
題
と
し
て
意
識
す
る
の

で
あ
る
。

本
稿
に
お
い
て
そ
の
内
容
を
紹
介
し
た
討
論
集
会
の
記
録
を
読
ん
で
、
前
記
二
つ
の
問
題
の
う
ち
後
者
を
と
く
に
意
識
し
た
の
で
あ
る
。

当
事
者
か
ら
の
委
託
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
と
は
い
う
も
の
の
、
裁
判
官
、
が
裁
判
所
と
し
て
訴
訟
事
件
を
衡
平
に
よ
り
裁
判
す
る
こ
と
は
、

ジ
ャ
ン
テ
ッ
ト
(
前
倒
六
を
み
よ
)
に
よ
れ
ば
、
司
法
権
を
評
価
し
直
す
こ
と
に
つ
な
が
る
。

日
本
の
裁
判
所
に
つ
い
て
見
る
な
ら
ば
、
裁
判

所
が
訴
訟
事
件
を
衡
平
に
よ
り
裁
判
す
る
こ
と
は
、

日
本
に
お
い
て
は
固
有
の
司
法
権
の
行
使
に
含
ま
れ
る
こ
と
な
の
か
、
法
律
に
よ
り
特

に
認
め
ら
れ
る
権
能
と
い
う
こ
と
に
な
る
の
か
。
前
者
に
当
た
る
と
考
え
る
に
は
な
お
問
題
が
残
り
、
後
者
に
当
た
る
と
考
え
る
に
は
後
者

の
異
例
で
あ
る
と
い
う
問
題
が
あ
る
。
の
観
念
は
、
し
か
し
、
各
諸
国
に
お
い
て
共
通
の
も
の
な
の
か
、
こ
れ
を
確
か
め
な
け
れ

ば
な
る
ま
い
。
ま
た
、
「
衡
平
」
と
実
定
法
規
に
お
け
る
不
確
定
概
念
(
た
と
え
ば
、
信
義
誠
実
〉
と
の
異
同
も
明
確
に
し
な
け
れ
ば
な
る
ま

い
。
裁
判
官
が
訴
訟
事
件
を
衡
平
に
よ
り
裁
判
す
る
権
能
が
私
人
た
る
当
事
者
の
合
意
と
委
託
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
な
ら
ば
、
そ
し
て
衡

平
に
よ
る
裁
判
も
司
法
権
の
作
用
で
あ
る
こ
と
に
な
る
な
ら
ば
、
民
事
司
法
権
の
淵
源
は
(
市
民
を
こ
え
た
)
国
家
そ
の
も
の
に
あ
る
と
い
う

「
衡
平
」
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よ
り
も
、
民
事
司
法
権
は
市
民
へ
の
奉
仕
た
る
公
役
務
を
果
す
た
め
に
国
家
に
与
え
ら
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
と
い
う
べ
き
で
あ
る
こ
と
に

な
ろ
う
。
以
上
の
よ
う
な
い
ろ
い
ろ
の
主
題
を
、
概
念
の
混
浴
に
陥
い
る
こ
と
な
く
研
究
し
、
民
事
司
法
権
の
ー
ー
も
し
そ
う
い
う
も
の
が

生
ま
れ
つ
つ
あ
る
な
ら
ば

l
l新
し
い
実
質
を
つ
か
ま
え
て
み
た
い
と
い
う
望
み
を
抱
く
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。
も
と
も
と
あ
る
事
項
を
法

規
の
適
用
に
よ
り
裁
判
す
る
か
、
衡
平
に
よ
り
裁
判
す
る
か
、
あ
る
い
は
、
将
来
を
目
途
す
る
相
当
性
の
判
断
に
よ
り
処
理
す
る
か
は
、
官
争

柄
の
性
質
に
左
右
さ
れ
る
面
は
あ
る
で
あ
ろ
う
が
、
民
事
立
法
政
策
の
問
題
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
司
法
権
が
政
治
的
権
力
支
配
の
表

現
形
式
の
実
質
を
も
っ
と
こ
ろ
で
は
、
民
事
司
法
権
に
つ
い
て
も
、
法
律
の
適
用
に
よ
る
裁
判
は
右
権
力
の
行
使
を
抑
制
す
る
機
能
を
も
っ

「
法
律
に
よ
る
裁
判
」
と
い
う
も
の
は
そ
れ
自
体
ひ
と
つ
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
で
あ
る
と
い
う
面
を
有
す
る
も
の
で
は
な
い
の

も
の
で
あ
る
。

か
。
そ
う
で
あ
る
と
す
る
な
ら
ば
、
政
治
的
経
済
的
社
会
の
変
革
に
伴
っ
て
、
司
法
権
は
支
配
の
形
式
で
な
く
調
整
の
形
式
と
な
り
、
こ
れ

に
呼
応
し
て
裁
判
と
い
う
も
の
が
法
規
の
あ
て
は
め
の
作
用
か
ら
正
義
・
衡
平
さ
ら
に
は
相
当
性
の
端
的
な
発
現
の
作
用
(
結
果
的
に
は
秩

へ
と
移
行
し
て
い
く
こ
と
が
、
認
識
さ
れ
う
る
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
こ
の
よ
う
な
想
念
を
、
北
海
道
大
学
法
文
学
部
創

ぶ
つ
け
て
そ
の
独
特
の
発
想
を
ひ
き
出
し
て
見
た

序
形
成
の
作
用
)

設
の
時
か
ら
法
文
学
部
に
共
に
勤
務
し
て
数
々
の
思
出
を
も
っ
、
故
富
田
容
甫
教
授
に
、

か
っ
た
と
思
う
の
で
あ
る
。

裁判官仲裁と司法権の変容
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Le juge-arbitre et la reformatioiJ. de la-

notion de la justice civile 

Noboru KOYAMA* 

Le XIe Colloque des Instituts d'Etudes Judiciaires a ete tenu a 

Paris du 6 au 8 octobre 1977. Le titre de ce Colloqie est “Le juge et 
I'arbitrage"・ Cecolloque s'est compose de cinq seances. Les travaux 

cle ce Colloque sont publies dans “Revue de I'arbitrage"， 1980. Les 

rapports et les debats sont tous interessants. 

Le sous-titre， auquel la quatrieme seance a ete consacree， s'appelle 

“le juge-arbitre". Il m'a attirふ L'article12 alinea 5 du Nouveau Code 
de proceclure civile a permis les parties de conferer， a certaines condi司

tions， au juge (d'un tribunal d'Etat) mission de statuer comme amiable 

compositeur. Ce juge amiable compositeur au sein de la juridiction 

etatique est apple le juge-arbitre. 

Pourquoi le juge-arbitre? Est-il frequent qu'un juge soit etabli 

amiable compositeur en vertu de l'article 12 al. 5 N. C. P. C.? Adresse-

t-on des critiques a l'article 12 al. 5 dans sa teneur actuelle? N'y a-t・il

pas de di伍cultesdモtablirles modalites de l'article 12 a1. 5; Serait-iI 
souhaitable de developper ce type d'arbitrage? 

J'ai cherche des reponses dans ce que les participants ont parle a 

la quatrieme seance. Je n'ose les reproduire ici en francais. Pour ter-

miner je presuppose que le developpement de ce type de juge s'ac-

compagne de la reformation (ou de la d品:formation)de la notion du 

pouvoir judiciaire ou de la justice civile. 

水 Professurhonoraire， Universit品deHokkaido. 
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